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薄
葉
/
道
の
駅

『週
の
駅
』
に
つ
い
て

道
路
局
国
道
･
防
災
課

一

総

論

1

｢道
の
駅
｣
の
機
能
と
役
割

｢道
の
駅
｣
と
は
、
一
般
国
道
等
の
沿
道
に
設
置
さ
れ

た
休
憩
施
設
で
、
地
域
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
道
路
利
用

者
に
快
適
な
休
憩
空
間
と
、
地
域
の
特
色
に
応
じ
た
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、
地
域
と
共
に
作
る
個
性
豊
か

コ

　　　
　
　　　
　

駅

　　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　
　
　

　

　
　

　
　
　
　　　　

　
　

　　
　
　
　
　

ン
図

な
に
ぎ
わ
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
共
通
コ
ン
セ

プ
ト
は
次
の
三
つ
の
機
能
で
構
成
さ
れ
ま
す

(図
1
)。

①
道
路
利
用
者
の
た
め
の
｢休
憩
機
能
｣

安
全
な
駐
車
場
や
衛
生
的
な
ト
イ
レ
の
ほ
か
、
多

写真 1 無料休憩所
｢道の駅｣ ゆーばるのじり (宮崎県)

目
的
ホ
ー
ル
、
い
ろ
り
を
囲
ん
だ
休
憩
施
設
な
ど
、

個
性
的
で
優
れ
た
施
設
･
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
質
の

高
い
休
憩
機
会
を
提
供

(写
真
1
)。

②
道
路
利
用
者
や
地
域
住
民
の
た
め
の
｢情
報
発
信
機
能
｣

原
則
、
案
内
人
が
い
て
、
各
種
情
報
を
提
供
。
特

に
道
路
情
報
、
近
隣

｢道
の
駅
｣
情
報
、
観
光
情
報

2004.4



の
ほ
か
、
医
療
情
報
、
気
象
情
報
な
ど
様
々
な
地
域

情
報
を
発
信

(写
真
2
)。

③
地
域
と
道
路
利
用
者
、
地
域
同
士
が
交
流
を
深
め
る

｢地
域
の
連
携
機
能
｣

地
域
産
業
の
体
験
学
習
を
通
じ
た
交
流
事
業
、
地

域
独
自
の
産
品
の
販
売
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
地
と

し
て

｢道
の
駅
｣
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々

な
形
態
で
地
域
間
の
交
流

･
連
携
を
促
進

(写
真

3
)
0

2

｢道
の
駅
｣
設
立
の
経
緯

平
成
二
年
一
月
に
中
国
地
域
づ
く
り
交
流
会
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
中
で

｢道
路
に
も
駅
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
｣
と
の
提
案
が
な
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

そ
の
後
、
平
成
三
年

一
〇
月
か
ら
平
成
四
年
四
月
ま
で
、

山
口
県
、
岐
阜
県
、
栃
木
県
の
三
地
域
に
お
い
て

｢道
の

駅
｣
実
験
が
実
施
さ
れ
、
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活

性
化

･
特
産
物
の
P
R
効
果
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

｢道
の
駅
｣
に
対
す
る
地
域
の
盛
り
上
が
り
の
中
、
検

討
を
重
ね
平
成
五
年
四
月
二
二
日
付
に
て
第
一
回
の
登
録

が
行
わ
れ
、
…
○
三
箇
所
の

｢道
の
駅
｣
が
誕
生
し
た
。

現
在
で
は
七
四
三
箇
所
に
増
え
た

｢道
の
駅
｣
は
利
用
者

の
多
様
な
要
望
な
ど
を
反
映
し
て
発
展
し
て
い
る

(図

2
)
0
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3
一

道
路
の
駅
が
提
案
さ
れ
る

一
九
丸
一
年
一
〇
月
~
一
九
九
二
年
四
月

｢道
の
駅
｣
を
実
験

(山
口
県
、
岐
阜
県
、
栃
木
県
)

一
九
九
三
年
一
月
一
八
日

｢道
の
駅
｣
懇
談
会

･
提
言

一
九
九
三
年
五
月
二
三
日

登
録
･案
内
要
綱
創
設

一
九
九
三
年
四
月
二
二
日

二
〇
〇
三
年
八
月
八
日

0 九 登 九 ｢ 九 ｢ 九 道 九
〇 九 録 九 道 九 道 九 路 九

一 , 三 の 三 の 一 の ○
‐ 案 年 駅 年 駅 年 駅 年

月

第
一
九
回
登
録
(七
四
三
箇
所
)

第
一
回
登
録

(
一
〇
三
箇
所
)

第 第

｢道
の
駅
｣
に
は
、
市
町
村
等
と
道
路
管
理
者
が

協
力
し
て
整
備
す
る

"
一
体
型
"
と
、
市
町
村
等
が

単
独
で
整
備
し
、
道
路
管
理
者
の
推
薦
を
受
け
申
請

す
る

"単
独
型
"
が
あ
る

(図
3
)。

①
事
業
の
流
れ

｢道
の
駅
｣
が
で
き
る
ま
で

F
i
l
l
l
l
l
l
l
l
編
l
l
l
1
l
』

構想
休憩施設の計画 .構想

コンセプト･施設計画 の璧
｢道の駅｣ に関する協定

鼬 ｢道の駅｣の整備計画策定一

一体型 ｢道の駅｣
415駅 (56% )

市町村等と道路管理者が協
力して整備計画を策定し、
一体となって整備する ｢道
の駅｣

市町村等が整備する
地域振興施設等の整備

地域の特性 ･特色を活かした地域振興
施設を幣怖。

例)地域の特産物を活がしたレスト
ラン、物産販売所
以観を活かした公閨、休憩所、
イベント広場、文化
歴史を活かした郡上資料館、実
街

市町村及び道路管理者が
共同整備する施設等の整備

利用者に多様な情報を提f策する施設を
整備。
側)地域その他の情報を提供する施

設 (--細井“
案内所 (市町村)
道路情報の提供施設 0逍路管理
者)

道路管理者が整備する
駐車場等の休憩施設等の整備

利用者が無料で利用できる十分なスペー
スの膿車場を整鰡。
駐車場の他にもトイレ、間地、休憩所な
どのいろいろな施設が考えられる。
｢道の駅｣のシンボルマークを用いた案

内板を周辺の道路に設置。
道路時刻表や道路地図にも同じシンボル
マークで掲載。

市町村等が整備する 市町村及び道路管理者が 道路管理者が整備する
地域振興施設等の整備 共同整備する施設等の整備 駐車場等の休憩施設等の

l 登 録 l
　　　　　　　　　 　 　　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　　

　 　　 　　　　　　｢道の駅｣ O P E N

l
登 録

『
I
l

-
一

単独型 ｢道の駅｣
328駅 (44% )

市町村等が単独で整備した施
設で ｢道の駅｣ の要件を満た
す施設であれば、 ｢道の駅｣
として申請し、登録すること
が可能

し 3嶽 器 )
《 -

図 3 ｢道の駅｣ 事業の流れ
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②
登
録
･
案
内
要
綱

｢道
の
駅
｣
は
、
以
下
を
登
録
の
用
件
と
し
て
い

る

(図
4
)。

○

｢道
の
駅
｣
の
登
録
用
件

･
無
料
で
利
用
で
き
る
十
分
な
容
量
の
駐
車
場
と

清
潔
な
ト
イ
レ
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
o

･
駐
車
場
と
ト
イ
レ
及
び
そ
れ
ら
を
結
ぶ
主
要
な

歩
行
経
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
図
ら
れ
て
い

る
こ
、と
。

･
案
内

･
サ
ー
ビ
ス
施
設

(道
路
及
び
地
域
に
関

す
る
情
報
を
提
供
す
る
案
内
所
又
は
案
内
コ
ー

ナ
ー
)
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
。

…

Iト

{
洗

…
水 し、 10器以上

‐

上

し

-

以

と

一
台

u

　
　

　

　　
　　 原則として案内人を配置、地域情報等の提供

図4 ｢道の駅｣ の基本的な機能の要件

･
駐
車
場
･
ト
イ
レ
･
電
話
は

二
四
時
間
利
用
可
能
で
あ
る

こ
"と
0

･
女
性
･
年
少
者

･
高
齢
者

･

身
障
者
な
ど
様
々
な
人
が
使

い
や
す
い
こ
と
。

･
施
設
計
画
に
つ
い
て
は
景
観

に
十
分
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ

　
　
　

･
案
内
･
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
設

置
者
は
市
町
村
等
の
公
的
な

団
体
で
あ
る
こ
と
o

③

｢道
の
駅
｣
の
概
念

｢道
の
駅
｣
は
、
一
般
的
に
道
路
利
用
者
の
休
憩

の
た
め
の
施
設
と
地
域
振
興
施
設
で
構
成
さ
れ
る

(図
5
)。

図 5 ｢道の駅｣ の概念図 (一体型の整備の場合)

一口
癒イ

の
ト
ど

(道路管理者が整備)

　
　
　

場
板

車
内

駐
案

道行セ 2004 4 7



4

登
録
の
状
況

二
〇
〇
四
年
二
月
現
在
で
全
国
に
七
四
三
箇
所
の

｢道

の
駅
｣
が
登
録
さ
れ
て
い
る

(図
6
)。

地域別登録数

北
0 6　　

　　
　
　

　
　
　
　

　
　
　　

｣
‐“℃

瀧
朧

図 6 ｢道の駅｣ の地域別登録数

ず

縄　
ず州九塞げ

伊　

二

最
近
の
話
題

｢
g
5
工
三
O
m
ス
ーセ
ミ
ナ
ー
｣
の
開
催
一

~
｢道
の
駅
｣の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
開
発
途
上
国
に
紹
介
~

1

三
育
≦
之
o
m
六
一セ
ミ
ナ
ー
の
概
要

二
月
一
七
日
か
ら
二
〇
日
ま
で
の
四
日
間
、
東
京
と
愛

媛
に
お
い
て
｢道
の
駅
セ
ミ
ナ
ー
｣
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

｢道
の
駅
セ
ミ
ナ
ー
｣
で
は

｢道
の
駅
｣
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
日
本
独
自
の
地
域
活
性
化
事
例
と
し
て
開
発
途
上
国
に

紹
介
す
る
た
め
、
日
本
で
の

｢道
の
駅
｣
の
登
録
状
況
や

地
域
へ
の
貢
献
、
効
果
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を
行
う
と
同

時
に
、
｢道
の
駅
｣
を
通
じ
た
地
域
の
住
民
参
加
の
あ
り

方
に
つ
い
て
議
論
し
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
に
は
ア
ジ
ア
及
び
ア
フ
リ
カ
の
一
〇
カ
国

一

五
人
が
参
加
し
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
日
本
国
内
の
関
係

者
と
共
に
熱
心
な
質
疑
･
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

四
国
地
方
整
備
局
、
松
山
河
川
国
道
事
務
所
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
に
よ
り
、
実
際
の

｢道
の
駅
｣
を
訪
れ
る
現
地
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
し
ま
な
み
海
道
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
、
現

地
に
即
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
東

京
大
学
･
森
地
教
授
の
講
演
の
の
ち
、
参
加
各
国
よ
り
自

国
で
の

｢道
の
駅
｣
の
導
入
に
つ
い
て
意
見
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

各
国
参
加
者
か
ら
は
、
四
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
、

日
本
の
関
係
者
と
の
交
流
や
、
｢道
の
駅
｣
を
実
際
に
視

察
し
運
営
等
に
関
す
る
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た

8 道行セ 2004,4
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等
、
感
謝
の
言
葉
を
多
数
い
た
だ
く
な
ど
、
評
価
の
高
い

イ
ン
ド

一
人
、
ケ
ニ
ア

一
人

計
一
五
人

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

玉

･

ク
n

①
目

的
近
年
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
地
域
開
発
事
業
に

は
、
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
た
※

ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
型
手
法
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
地
域
住
民
が
イ
ン
フ
ラ
の
計
画
･
整
備
･
運

営
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
く
開
発
手
法
で
あ
り
、

日
本
で
生
ま
れ
た

｢道
の
駅
｣
の
整
備
手
法
及
び

｢道
の
駅
｣
を
通
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
は
、
こ
の

よ
う
な
指
摘
に
対
す
る
回
答
の
一
つ
と
な
り
得
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

g
B
江
夏
o
m
内
-セ
ミ
ナ
ー
は
、
日
本
に
お
け
る

｢道
の
駅
｣
の
活
性
化
事
例
と
し
て
紹
介
し
、
途
上

国
に
お
け
る

｢道
の
駅
｣
の
効
果
的
な
導
入
、
地
域

参
加
型
事
業
の
形
成
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

②
主
催
者

世
界
銀
行

(W
B
)、
国
際
協
力
銀
行

(J
B
I

C
)、
国
土
交
通
省

(M
L
I
T
)
の
三
者
共
催

③
参
加
者

[海
外
参
加
者
]

中
国
三
人
、
タ
イ
二
人
、
ラ
オ
ス

一
人
、
マ
レ
ー

シ
ア

一
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
二
人
、
ベ
ト
ナ
ム
一
人
、

ス
リ
ラ
ン
カ
二
人
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ

一
人
、

[国
内
参
加
者
]

四
国
の
事
業
者
･
自
治
体
等
よ
り
、
概
ね
一
0
名

[講

師
]

森
地
茂
東
京
大
学
教
授

④
開
催
期
間
及
び
内
容

二
月
一
七
日

(火
)

主
催
者
挨
拶
、
東
京
セ
ミ
ナ
ー
I

(J
B
I
C

講
堂
)、
夕
方
航
空
機
に
て
松
山
へ
移
動

、
二
月
一
八
日

(水
)

愛
媛
県
内
に
あ
る

｢道
の
駅
｣
の
現
地
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

(｢清
流
の
里
ひ
じ
か
わ
｣
、
｢内
子

フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り
｣
、
｢
ふ
た
み
｣
の

三
箇
所
)

二
月
一
九
日

(木
)

し
ま
な
み
海
道
セ
ミ
ナ
ー

(吉
海
町
)、
夕
方

航
空
機
に
て
東
京
へ
移
動

二
月
二
〇
日

(金
)

森
地
教
授
講
演
、
東
京
セ
ミ
ナ
ー
I

(J
B
I

C
講
堂
)、
解
散

※
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
手
法

…
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

(上
層
部
か
ら
下
層
部
へ

の
発
議
)
の
対
義
語
。
途
上
国
に
お
け
る
地
域
開
発
は
中
央
政
府

(ト
ッ
プ
)
主
導

(ダ
ウ
ン
)
で
行
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
開
発
は
地
域
住
民
、
地
域
団
体
な
ど
の
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

(ボ
ト
ム
)
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
の
ニ
ー
ズ
、
意
見
を

踏
ま
え
て
立
ち
上
げ
て
い
く

(ア
ッ
プ
)
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

2

セ
ミ
ナ
ー
の
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
成
果

①
D
A
Y
1
"
東
京
セ
ミ
ナ
ー
I

(写
真
4
)

◎
各
主
催
者
挨
拶

◎
セ

ッ
シ

ョ
ン
1

"
発
展
途
上
国
に
お
け
る

区
-目
甘
oの窓
の
取
組
み
に
つ
い
て

･
日
本
の
区
-目
白
o
の西
と
地
域
へ
の
貢
献

･
旨
毎
日溌
首
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

･
発
展
途
上
国
に
お
け
る
一斉
一宮
目
oの古
の
導
入
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
(K
M登
月
の雷
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
)

◆
主
な
ポ
イ
ン
ト

･
地
域
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
計
画
、
地
域
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
発
掘
と
行
政
の
適
切
な
支
援

･
女
性
の
参
画
と
地
域
に
活
性
化

◇
主
な
質
疑

･
基
本
認
識
の
確
認
、
官
と
民
の
パ
i
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
実
態
な
ど

道ネテセ 2004,4



②
D
A
Y
2
蝸
現
地
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

◎
道
の
駅
｢清
流
の
里
ひ
じ
か
わ
｣
(愛
媛
県
肱
川
町
)

"二
宮
駅
長

(写
真
5
･
6
)

◆
主
な
ポ
イ
ン
ト

･
計
画
プ
ロ
セ
ス

･
商
業
施
設
と
の
連
携

･
農
村
振
興
、
農
作
物
の
販
路
拡
大

◇
主
な
質
疑

･
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
計
画
･
運
営
責
任
の
所
在

･
出
店
機
会
の
公
平
性

◎
道
の
駅

｢
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り
｣

◎
道
の
駅

｢ふ
た
み
｣
(愛
媛
県
双
海
町
)

(愛
媛
県
内
子
町
)
…久
保
支
配
人

(写
真
7
･
8
)

◆
主
な
ポ
イ
ン
ト

地
元
産
品
へ
の
こ
だ
わ
り

･
女
性
の
自
立
、
高
齢
者
･
農
家
の
自
立

･
都
市
住
民
と
の
交
流

◇
主
な
質
疑

立
地
等
に
つ
い
て
の
事
前
調
査

各
生
産
者
持
込
に
お
け
る
品
質
管
理
方
法

写真 7 ｢道の駅｣内子フレッシュパー
クからり (愛媛県内子町)

…若
松
進
一
前
駅
長

(写
真
9
･
巾
)

◆
主
な
ポ
イ
ン
ト

･
地
域
資
源
の
発
掘
と
活
用
(夕
日
の
と
ま
る
町
)

･
運
営
へ
の
熱
意
、
創
意
工
夫

(模
擬
イ
ベ
ン
ト
)

◇
主
な
質
疑

･
第
三
セ
ク
タ
ー
の
仕
組
み
と
経
営
責
任

･
今
後
の
展
開

(発
展
)

※
各
駅
に
お
い
て
、
計
画
段
階
に
お
け
る
地

域
の
参
画
と
行
政
の
関
わ
り
に
つ
い
て
熱

心
な
質
疑
が
な
さ
れ
た
。

　　
　
　
　　

　

　
　

裟 写真9 ｢道の駅｣ふたみ

猟

0

微

T

道

　
　



③
D
A
Y
3

…
し
ま
な
み
海
道
セ
ミ
ナ
ー
(愛
媛
県
吉
海
町
)

◎
歓
迎
の
挨
拶

“吉
海
町
長

e
セ
ッ
シ
ョ
ン
1

m
四
国
に
お
け
る
宝
8
ゴ
雪
0
興
す
地
域

と
の
共
生

･
g
-OE
8
の囚
に
お
け
る
自
然
環
境
を
活
か
し
た

地
域
整
備

道
の
駅

｢瀬
戸
町
農
業
公
園
｣

駅
長

井
上
善
一
瀬
戸
町
長

◆
主
な
ポ
イ
ン
ト

･
道
路
を
契
機
と
し
た
地
域
振
興
の
た
め
の

｢道

の
駅
｣

･
風
の
町
と
い
う
特
性
を
活
か
し
風
力
発
電
を
設

置

･
唇
目
旨
o①囚
の
広
域
的
連
携
の
取
組
み
に
つ
い

て道
の
駅

｢小
豆
島
ふ
る
さ
と
村
｣

駅
長

陶
山
哲
夫
氏

◆
主
な
ポ
イ
ン
ト

,
｢道
の
駅
｣
か
ら
の
情
報
発
信

.
｢道
の
駅
｣
を
場
と
し
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の

実
施

.
観
光
目
的
地
の
広
域
化
を
可
能
と
す
る

　
　　
　
　　　

四
国
地
区

｢道
の
駅
｣
連
絡
会
元
理
事

(道
の
駅

｢虹
の
森
公
園
ま
つ
の
ご

鮪
松

野
町
観
光
公
社

隅
田
深
雪
氏
(写
真
=
)

◆
主
な
ポ
イ
ン
ト

･
豊
か
な
森
林
を
資
源
と
し
た
公
設
民
営
に
よ
る

ホ
テ
ル
の
運
営

･
利
用
者
に
地
域
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

◎
セ
ッ
シ
ョ
ン
2

M
E
8
5
ヲ
0
0
五
の
発
展
途
上
地
域
へ
の

適
用･

中
国
に
お
け
る
旨
行
け
穹
o
o囚
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス

タ
デ
ィ
"
三
菱
総
合
研
究
所

石
里
宏
氏

◆
主
な
ポ
イ
ン
ト

･
観
光
地
の
地
域
振
興
に
貢
献
す
る
区
-目
白
oの雷

の
モ
デ
ル

･
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
宝
付
け
目
o
の雷
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

ス
タ
デ
イ

…
の
二8
勺
封
日
歪
の
S
.

○
.

カ
ス
ク
氏

(写
真
@

◆
主
な
ポ
イ
ン
ト

.
幹
線
道
路
沿
い
に
計
画
的
に
配
置
し
て
い
く

宝
召
け
曰
0
の言
の
モ
デ
ル

◎
セ
ッ
シ
ョ
ン
3

m
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
簿

全
員

(写
真
13
i
態

◇
主
な
意
見
等

･
民
営
と
三
セ
ク
の
違
い
、
公
共
性
の
確
保

･
女
性
を
中
心
と
し
た
様
々
な
活
動

･
地
域
参
加
、
利
用
者
へ
の
P
R
等
に
お
け
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

･
地
域
資
源
、
歴
史
･
文
化
の
活
用
に
よ
る
地
域

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立

)

互
　
　

　
　

S

行

雲

道

写真1 1 セッション 1 (隅田深雪氏)



④
D
A
Y
4

"東
京
セ
ミ
ナ
ー
n

e
セ
ッ
シ
ョ
ン
1

"
講
演

森
地
茂
東
京
大
学
教
授

こ
れ
か
ら
の
区
8
宮
口
o
の雷
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

(写
真
17
)

◆
主
な
ポ
イ
ン
ト

○
開
発
途
上
国
に
お
け
る
道
路
沿
い
の
休
憩
施
設
に

は
以
下
の
問
題
が
あ
る
。

･
道
路
沿
い
に
自
然
発
生
的
に
生
じ
る
市
場
や
店

舗
前
に
駐
車
す
る
車
両
が
道
路
交
通
の
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

･
ド
ラ
イ
バ
ー
が
利
用
で
き
る
休
憩
等
の
サ
ー
ビ

ス
は
、
沿
道
の
食
堂
や
自
由
市
場
で
の
買
物
な

ど
に
限
ら
れ
て
お
り
、各
種
情
報
の
入
手
な
ど
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

.
道
路
を
通
じ
て
地
域
経
済
に
も
た
ら
さ
れ
る
メ

リ
ッ
ト
は
、
沿
道
に
お
け
る
小
規
模
な
個
人
商

店
に
限
定
さ
れ
、
周
辺
地
域
へ
の
波
及
効
果
が

期
待
出
来
る
拠

　　　
　

費
1

こ
う
し
た
開

繃
騨

･

シ
助

発
途
上
国
の
抱

螺

鬚

え
る
問
題
に
対

'

フ
大

｣

道
の
題

律

頁

道

灘
写

は
有
効
に
機
能

す
る
可
能
性
を

銘

写真15 傍聴席からも質問が出さ
れた

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

写真13 参加者によるディスカッション写真l4 参加者によるディスカッション

写真16 しまなみ海道セミナー 全景



持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
と
異
な
る
点
と
し
て
、

｢道
の
駅
｣
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
運
営
主

体
は
地
域
の
団
体
等
で
あ
る
こ
と
、
提
供
さ
れ

る
食
べ
物
や
商
品
が
地
域
独
自
の
も
の
で
あ
る

こ
と
、
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
る
。

○
開
発
途
上
国
に
お
い
て

｢道
の
駅
｣
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
導
入
し
、
成
功
に
導
く
た
め
に
は
以
下
の
点

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

.
｢道
の
駅
｣
が
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
利
用
者
か

ら
の
信
頼
を
得
る
こ
と
。

･
観
光
や
業
務
目
的
の
ド
ラ
イ
バ
ー
、
地
元
の
利

用
者
な
ど
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
利
用
者
に
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
o

･
レ
ス
ト
ラ
ン
や
店
舗
の
管
理
･
運
営
者
は
地
域

の
団
体
等
が
主
体
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
あ
た
っ
て
は
地
域
の
資
源
を
重
視
す
る
こ

1と
0

･
｢道
の
駅
｣
運
営
の
基
盤
と
な
る
駐
車
場
や
電

力
、
水
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
、
公
共
団
体
等

か
ら
適
切
な
支
援
が
あ
る
こ
と
o

･
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
活
用
や
出
入
り
口
、
駐
車

場
の
適
切
な
設
計
を
行
う
こ
と
。

◇
主
な
質
疑
応
答

Q
"
｢道
の
駅
｣
が
成
立
可
能
な
交
通
量
と
い
う

も
の
が
あ
る
の
で
は
?

A

…多
く
の
成
功
し
て
い
る

｢道
の
駅
｣
が
交
通

量
だ
け
に
依
存
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
長

距
離
の
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
地
元
か

ら
の
利
用
も
あ
る
。
｢道
の
駅
｣
自
体
が
独
自

の
魅
力
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

Q
…観
光
振
興
な
ど

｢道
の
駅
｣
の
経
済
的
な
評

価
を
行
っ
て
い
る
例
は
あ
る
か
?

A

…

｢道
の
駅
｣
の
評
価
の
例
は
非
常
に
限
ら
れ

て
お
り
、
科
学
的
な
分
析
結
果
は
ほ
と
ん
ど
無

い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
地
域
経
済
へ
の
貢

献
事
例
は
多
数
あ
り
、
こ
れ
ら
は

｢道
の
駅
｣

の
計
画
や
運
営
に
関
わ
る
者
に
と
っ
て
有
益
な

情
報
と
な
っ
て
い
る
。

Q
…

｢道
の
駅
｣
の
計
画
を
始
め
る
上
で
は
、
あ

る
程
度
共
適
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
も
あ
る
と
思
う

が
、
こ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
導
と
相
反
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
け
な
い
か
?

A

"
｢道
の
駅
｣
が
地
域
性
を
発
揮
す
る
た
め
に

は
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
何
が
最
も
魅
力

的
か
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
魅
力
は
国

や
地
域
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
で
あ
る

が
、外
の
地
域
に
関
す
る
情
報
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

｢道
の
駅
｣
が
共
通
し
て
持
つ
べ
き
コ
ン
セ
プ

ト
に
準
拠
し
て
特
定
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
作
業
を
行
う
上
で
は
共
通
性
と
地

域
性
を
調
和
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
は

困
難
な
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
る
。

◎
セ
ッ
シ
ョ
ン
2
馨
ナ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン

･
セ
ッ
シ

ョ
ン

｢日
本
と
発
展
途
上
国
の
整
備
/
管
理
方
法
、
得
ら

れ
る
効
果
の
違
い
｣
参
加
者
各
自
ス
ピ
ー
チ

(写
真

1 8

･
1 9
)

◆
主
な
ポ
イ
ン
ト

･
日
本
の
客
-自
白
o
呉
"の
コ
ン
セ
プ
ト
が
そ
の
ま

ま
適
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
基
本
コ
ン

セ
プ
ト
は
開
発
途
上
国
に
お
い
て
も
有
効
で
あ

る
。
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
各
々
の
国
情
、
地

域
特
性
に
あ
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
o

【得
ら
れ
る
効
果
】

･
K
行
け
穹
0
の
雷
は
、

ロ
ー
カ
ル

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の

首矛十セ 2004 4 7,?

≧

≦

跨
ぎ
A
8

を翹

9

　

　　

　　

　

　

　

　　　

　

　　
　



活
性
化
や
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
へ
貢

献
。

･
地
域
開
発
、
雇
用
の
創
出
に
よ
る
貧
困
の
削
減

に
貢
献
。

･
多
国
間
に
ま
た
が
る
経
済
ル
ー
ト
へ
の
適
用
の

可
能
性
。

　
　
　
　
　

･
パ
ブ
リ
ッ
ク
セ
ク
タ
ー
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
セ
ク

タ
ー
の
協
力
関
係
が
重
要
。
(日
本
式
三
セ
ク

運
営
の
適
用
)。

･
個
々
の
宝
行
け
ヨ
o
の言
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
ド
化
が

大
切
。

･
綿
密
な
調
査
に
基
づ
く
適
切
な
場
所
の
選
定
が

必
要
。

運
営
等
に
お
け
る
企
業
家
精
神
が
大
切
。

　

　
　
　

　　

7

写 海外参加者一同 (セミナー終了後)

総

括
◎
四
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
開
発
途
上
国
の

参
加
者
の
間
で

｢道
の
駅
｣
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、
途
上
国
へ
の
適
用
可

能
性
や
有
効
性
に
つ
い
て
前
向
き
な
反
応
が
見

ら
れ
た
。

◎
日
本
の

｢道
の
駅
｣
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
そ
の
ま

ま
途
上
国
に
適
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
、
地
域
の
問
題

解
決
の
手
段
と
し
て
応
用
し
て
い
く
こ
と
に
有

効
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

◎
特
に
、
四
国
の

｢道
の
駅
｣
で
現
場
の
運
営
に

携
わ
る
方
と
対
話
で
き
た
こ
と
は
、
参
加
者
か

ら
極
め
て
有
意
義
な
機
会
で
あ
っ
た
と
評
価
さ

れ
た
。

◎
参
加
各
国
と
も
、
自
国
に
お
い
て
具
体
的
な
適

用
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

た
。

◎
日
本
で
生
ま
れ
た

｢道
の
駅
｣
が
海
外
の
地
に

お
い
て
も

｢M
I
C
H
I
N
O
E
K
I
｣
と
し

て
整
備
さ
れ
る
可
能
性
が
大
き
く
広
が
っ
た
。

M
I
C
H
I
N
O
E
K
I
が
世
界
共
通
語
に
な

る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
と
言
え
る
。

(写
真
砂
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特
篤
/
道
の
駅

『遭
の
駅
』
に
寄
っ
て
た
ん
せ
ー

さ
と

道
の
駅
お
が
ち

『小
町
の
郷
｣

駅
長

菅
野

健
悦

『道
の
駅
』
が
誕
生
し
て
か
ら
一
〇
年
が
経
過
い
た
し

ま
し
た
。
現
在
、
全
国
に
七
四
三
駅
が
登
録

(平
成
一
五

年
八
月
現
在
)
さ
れ
て
い
て
、
社
会
的
に
も

『道
の
駅
』

の
認
知
度
も
年
々
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

高
速
道
路
に

｢サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
｣
や

｢パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
｣
が
あ
る
よ
う
に
一
般
道
に
も
そ
の
よ
う
な
機
能

を
持
っ
た
施
設
が
必
要
で
は
な
い
か
と
の
考
え
か
ら
社
会

実
験
が
始
ま
っ
た
の
が
最
初
で
す
。
｢休
憩
｣
｢ト
イ
レ
｣

な
ど
の
機
能
を
持
っ
た
施
設
を
基
本
に

｢た
ま
り
機
能
｣

と
し
て
利
用
者
に

｢
い
こ
い
｣
と

｢や
す
ら
ぎ
｣
を
提
供

し
、
併
せ
て
道
路
情
報
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
発

信
や
そ
の
地
域
の
文
化

･
歴
史

･
名
産
品
等
を
紹
介
し
な

が
ら
利
用
者
と
そ
の
地
域
と
の
交
流
の
場
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

一
東
北
で
一
〇
六
駅
、
秋
田
県
に
は
三
二
駅

東
北
六
県
に
は
現
在

一
〇
六
駅
が
登
録
さ
れ
て
い
て
、

そ
の
う
ち
一
〇
五
駅
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
青
森
県
二

四
駅

･
岩
手
県
二
六
駅

･
宮
城
県
九
駅

･
山
形
県

一
四

駅

･
福
島
県
一
〇
駅
そ
し
て
本
県
が
二
二
駅
で
す
。
｢東

北
道
の
駅
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
｣
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の

『道
の
駅
』
に
立
ち
寄
り
、
ス
タ
ン
プ
を
集

め
て
そ
の
数
に
よ
り
記
念
品
が
当
た
る
と
い
う
も
の
で

す
。
計
画
を
立
て
な
が
ら

『道
の
駅
』
巡
り
を
す
る
楽
し

み
方
が
増
え
て
い
て
、
そ
の
参
加
者
も
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
一
0
0
駅
以
上
の
す
べ
て
に
立
ち
寄
ら
れ
た

方
に
は
完
走
賃
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
駅
の
増
加
す
る
状
況

下
で
は
大
変
で
す
が
、
旅
の
あ
り
方
･
楽
し
み
方
の
変
化

が
参
加
増
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
が
豊
か
な
個
性
を
備
え
た
『道
の
駅
』

で
あ
り
、
『道
の
駅
』
巡
り
は
旅
の
新
た
な
発
見
に
も
出

会
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

本
県
に
お
け
る
一
番
目
の

『道
の
駅
』
登
録
は

｢た
か

の
す
.
大
太
鼓
の
里
｣
で
す
。
そ
し
て
最
も
新
し
く
登
録

さ
れ
た
駅
が

｢五
城
目
･
悠
紀
の
国
｣
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の

『道
の
駅
』
が
一
般
道
に
隣
接
さ
れ
て
い
て
大
変
利
用

し
や
す
い
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
駅
の

名
称
は
そ
の
地
名
の
後
に
愛
称
が
あ
り
、
『道
の
駅
』
が

利
用
者
か
ら
愛
さ
れ
る
施
設
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
の
設
置

者
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

1

小
町
の
郷
は
平
成
一
一
年
に
オ
ー
プ
ン

そ
れ
で
は
道
の
駅
お
が
ち

｢小
町
の
郷

(さ
と
)｣
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、
道
の
駅
お
が
ち

満行セ 2004 4 76



｢小
町
の
郷
｣
が
生
ま
れ
た
経
緯
を
お
は
な
し
し
ま
す
。

雄
勝
町
は
一
般
国
道
一
三
号
線
と
一
〇
八
号
線
が
町
の

中
心
部
で
交
差
し
、
山
形
方
面
か
ら
秋
田
市
へ
、
そ
し
て

仙
台
方
面
か
ら
日
本
海
側
と
を
結
ぶ
秋
田
県
の
南
玄
関
口

に
位
置
し
、
交
通
の
要
衝
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
恵

ま
れ
た
自
然
景
観
や
歴
史
･
文
化
資
源
も
注
目
さ
れ
て
い

て
人
･
物

･
情
報
が
交
流
す
る
町
の
活
性
化
拠
点
と
し
て

産
業
振
興
に
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら

『道
の
駅
』
整
備

に
着
手
し
ま
し
た
。

町
と
国
が
事
業
主
体
で
、平
成
五
年
か
ら
検
討
に
入
り
、

平
成
八
年
に
用
地
取
得
、
翌
九
年
よ
り
事
業
に
着
手
し
、

駅
と
し
て
の
登
録
は
平
成
一
〇
年
四
月
で
本
県
…
三
番
目

で
す
。
工
事
完
成
が
平
成
一
一
年
三
月
で
翌
月
に
オ
ー
プ

ン
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　　ず
頚 月第二日曜日の小町まつり

2

県
境
の
立
地
か
ら
二
四
時
間
営
業

施
設
内
容
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
｢森
の
中
の
道
の
駅
｣

を
目
指
し
ま
し
た
。
駐
車
場
に
は
樹
木
を
多
く
配
置
し
、

二
酸
化
炭
素
の
発
生
を
抑
制
し
た
り
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を
図
る
な
ど
、
人
と
地
球
に
優
し
い

『道
の
駅
』
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
樹
種
は
二
○
種

類
以
上
で
約
一
〇
〇
本
以
上
の
広
葉
樹
を
主
体
に
し
、
今

後
の
成
長
と
共
に
進
化
す
る

『道
の
駅
』
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
建
物
は
こ
の
地
が
平
安
の
歌
人

｢小
野
小
町
｣

の
生
誕
の
地
と
い
う
伝
承
が
多
い
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら

そ
の
特
色
を
取
り
入
れ
、
小
野
小
町
の
旅
姿
と
さ
れ
る

｢市
目
笠

(い
ち
め
が
さ
)｣
を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
も
の
で
周
囲
の
景
観
と
も
マ
ッ
チ
し
た
設
計
に
な
っ

て
い
ま
す
。

休
憩
施
設
は
二
四
時
間
利
用
が
可
能
で
す
。
オ
ー
プ
ン

前
の
準
備
協
議
の
段
階
で
休
憩
施
設
の
利
用
時
間
に
関

し
、
二
四
時
間
と
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
慎
重
に
協
議
さ

れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
二
四
時
間
解
放
す
る
こ
と
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト

･
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
意
見
が
分
か
れ
ま

し
た
。
結
局
、
こ
の
道
の
駅
お
が
ち

｢小
町
の
郷
｣
の
立

地
条
件
で
あ
る
県
境
の
道
の
駅
と
の
こ
と
か
ら
判
断
し
て

二
四
時
間
利
用
可
能
な
施
設
と
し
、
利
用
者
の
利
便
性
を

重
視
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
当
初
は
心
配
が
先
に
立
ち
ま

し
た
。
本
来
、
考
え
て
い
る
状
況
と
か
け
離
れ
た
利
用
内

z6 道行セ 2004.4
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容
と
な
ら
な
い
か
と
の
心
配
で
す
。
深
夜
時
間
に
若
者
た

ち
が
集
ま
っ
て
い
る
状
況
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
同

時
に
長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
の
利
用
も
多
く
、
迷
惑
行
為
の

牽
制
に
一
役
買
っ
て
い
る
状
況
と
な
り
、
心
配
す
る
に
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
ト
イ
レ
等
の
落
書
き
や
消
耗
品
等
の
盗
難
も
心

配
し
ま
し
た
が
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
に
は
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
ト
イ
レ
の
場
合
は
毎
日
の
清
掃
を
き
ち
ん
と
対
応

す
る
こ
と
で
落
書
き
な
ど
の
や
り
に
く
い
状
況
に
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
ゴ

ミ
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
は

な
く
な
り
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
箱
を
設
置
し
な
い
道
の
駅
も
あ

写真 5 ベビーシートが整備されたトイレの内部

り
ま
す
が
、
こ
の
選
択
肢
は
と
れ
ま
せ
ん
。
利
用
者
の
マ

ナ
ー
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
持

ち
込
ま
れ
た
ゴ
ミ
は
余
り
時
間
を
置
か
ず
に
処
理
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
抜
本
的
な
対
策
が
思
い
当
た
ら
な
い

状
況
の
中
で
は
、
社
会
的
な
ゴ
ミ
減
量
運
動
で
も
盛
り
上

が
ら
な
い
こ
と
に
は
解
決
し
な
い
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

二

二
一
世
紀
型
の
新
し
い

『道
の
駅
』

設
備
の
設
置
内
容
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ト
イ
レ
は
男
性
用
が
大
小
あ
わ
せ
て
二
〇
器
、
女
子
用

が
一
五
器
、
身
障
者
用
二
器
で
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
が
男
女
と

も
設
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
女
性
用
に
は
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア

ー
も
備
え
て
い
ま
す
。
情
報
装
置
と
し
て
は
観
光
情
報

･

道
路
情
報
を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
て

提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
室
、
コ
イ

ン
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
公
衆
電
話
、
清
涼
飲
料
等
の
自
動
販
売

機
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

観
光
案
内
で
す
が
、
I
T

人

件

計

鰐

計
斑

化
の
浸
透
な
ど
に
よ
り
情
報

&

a

の
提
供
の
あ
り
方
も
変
化
し

超
狄

他
嬉

て
い
る
昨
今
で
す
が
、
人
か

代

"

の

15

60

4

そ

れ

ら
人
へ
の
伝
達
に
は

"温
か

人

件

さ
“
や

“丁
寧
さ
"
な
ど
が

別
靴
蘂

鰊
如

付
加
さ
れ
ま
す
。

代
-
.連対

件

　　　　　　　　　　　
　
　
　
　
　
　

田
ヨ

月
ま
で
の
期
間
に
休
憩
施
設

況

3

人
数

件

代
器
複

路

03

0

6
(

道

○

に
観
光
イ
ン
ホ
･
プ
ラ
ザ
を

状

容

7件

開
設
し
、
多
く
の
利
用
者
か

棚
揉
狄
淋
岳
畑｢

ら
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
o

秀
鮒
“
聽
山
“

ブ

人

.-
"仲

特
に
年
配
者
か
ら
の
様
々
な

,

計
脚

繃
333

情
報
提
供
が
多
く
求
め
ら
れ

泳

8

ま
す
o

ま
た
･

災
生
時
な
ど
の

ィ
粃
薊
狄

畑

緊
急
性
が
伴
う
と
き
は
迅
速

降
洽
螂
撚
史

靴

性
や
正
確
性
が
重
要
で
あ
り
、

1

客
狄

ト

件

継
続
し
た
取
組
み
が
必
要
で

表

勲
“

~
“
べ

7

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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表
1
は
昨
年
度
の
利
用
状
況
で
す
。

夫
を
凝
ら
し
、
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
中
小
宴
会
も
可
能

月
の
毎
週
火
･
木
･
土
･
日
曜
日
と
祝
祭
日
に
は
、
地
元

1

ふ
る
里
色
･
季
節
感
を
打
ち
出
す

次
に
、
交
流
施
設
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
一
階
が
物
産

館

･
二
階
が
レ
ス
ト
ラ
ン
で
年
中
無
休
で
す
。

物
産
館
は
地
元
の
特
産
品
を
は
じ
め
、
秋
田
県
の
南
玄

関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
県
内
の
特
産
品
を
品
揃
え
豊

か
に
取
り
揃
え
、
大
変
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
営
業

時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
で
す
が
、
冬
期
間

は
閉
店
時
間
を
や
や
早
め
て
お
り
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
は
地
元
食
材
を
生
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
に
工

表2 15年の物産館 ･レストランの
利用状況

物産館 レストラン 十(人)
日
"

5
,
053 3

,
310 8

,
363

日
"

リム 4
,
872 3

,
498 8

,
370

目
“

QV 7
,
874 5

,
023 12

,
897

日
“

“q lo
,
938 7

,
000 1炙 938

目
“

に〉 l4
,
362 8

,
703 23

,
065

月
“

RU 13
,
362 鵜 幼日

~
フ′ =

,
480 鵺 燧日

"
QU 24

,
461

総 鰯[月QV 12
,
295 翁 捌日

“
ぬ 17

,
857

鰍 瀦日
~

12
,
594 効 競日

“
12 5

,
315 翔 鯰計 140

,
463

鯖 “

で
団
体
旅
行
等
の
予
約
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
一
三

○
席
で
、
う
ち
八
○
席
が
和
室
で
す
。
全
面
ガ
ラ
ス
張
り

で
四
季
折
々
の
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
の
お
食
事
は
大
変

喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
季
節
感
を

取
り
込
ん
だ
バ
イ
キ
ン
グ
や
企
画
会
席
料
理
な
ど
も
あ

り
、
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
営
業
時
間
は
午
前
=

時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
で
す
が
、
土
日
や
祝
祭
日
は
午
前

一
〇
時
よ
り
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
冬
期
間
は
閉
店
時
間
を
や
や

早
め
て
お
り
ま
す
。

表
2
は
昨
年
度
の
交
流
施
設
の
レ
ジ
カ
ウ
ン
ト
に
よ
る

利
用
状
況
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
を
活
用
し
て

｢ふ
る
さ
と

マ
ー
ケ
ッ
ト
｣
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
四
月
か
ら
三

農
林
産
物
や
そ
の
加
工
品
を
主
体
に
、
利
用
者
と
の
会
話

を
楽
し
み
な
が
ら
対
面
販
売
で
地
元
の
味
を
提
供
し
、
好

評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

写真 6 開放感のあるレストラン



表 3 15 年のふるさとマー れ 一
概　　1トツケ

出店日数 出店者数
目
“

4マ [HH
6O 80人

目
“

にU 口
]旧 160人

目
“

RU nH]
18 146人

月
"

フゾ 口
]" 狄M

目
"

RU 口
]

20 叺19

目
“

qv
口
]

19 臥
明 [口19 圦18

日
"

口
]

ワノf 狄
上I害-口 R

]
ワ･I11- 臥厨

2

オ
ー
プ
ン
の
年
に
優
秀
賞
を
受
賞

表
3
は
昨
年
度
の
出
店
状
況
で
す
。

さ
ら
に
、
月
に
一
~
二
回
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開

い
た
り
、
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
を
設
け
る
な
ど
利
用
者

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
企
画
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。最

後
に
平
成
三
一年
に
受
賞
い
た
し
ま
し
た

『道
の
駅

グ
ラ
ン
プ
リ
2
0
0
0
』
優
秀
賞
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

し
ま
す
。

全
国
道
の
駅
連
絡
会
で
は
今
後
の

『道
の
駅
』
の
整
備

の
あ
り
方
や
施
設
管
理
及
び
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
運

営
活
動
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

『道
の
駅
グ

ラ
ン
プ
リ
2
0
0
0
実
行
委
員
会
』
を
組
織
し
、
利
用
者

や
地
域
か
ら
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査

･

検
討
の
う
え
審
査
を
行
い
、
優
れ
た

『道
の
駅
』
を
表
彰

い
た
し
ま
し
た
。

平
成
=
年
八
月
時
点
の
全
国
四
六
三
駅
が
対
象
で
審

査
が
行
わ
れ
、
道
の
駅
お
が
ち

｢小
町
の
郷
｣
が
最
優
秀

賞

(千
葉
県
･
と
み
う
ら
)
に
次
ぐ
優
秀
賞
を
受
賞
い
た

し
ま
し
た

(優
秀
賞
は
二
カ
所
で
岐
阜
県
･
明
宝
と
と
も

に
受
賞
)。

受
賞
理
由
は
次
の
通
り
で
す
。

①

駐
車
場
内
に
ア
イ
ラ
ン
ド
を
設
け
、
様
々
な
樹
種

を
植
栽
し
て
い
る
。
こ
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ

ン
は
樹
林
に
囲
ま
れ
た
道
の
駅
と
い
う
従
来
に
な
か

っ
た
環
境
形
成
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、
地
球
環
境

時
代
の
道
の
駅
、
将
来
像
を
提
示
し
た
も
の
と
し
て

高
く
評
価
で
き
る
o

②

無
料
休
憩
所
に
設
け
ら
れ
た

｢ゴ
ロ
リ
｣
と
横
に

な
れ
る
ス
ペ
ー
ス
や
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
室
と
利
用
者

写真 8 樹林に囲まれた駐車場

の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
気
配
り
を
示
す
も
の

で
、
設
置
者
と
設
計
者
の
温
か
い
心
が
感
じ
ら
れ
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

③

隣
接
す
る
古
墳
の
前
面
に
は
オ
ン
シ
ー
ズ
ン
の
野

外
活
動
の
展
開
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
｢お
が
ち
｣

が
地
域
の
歴
史
性
を
も
取
り
込
ん
だ
道
の
駅
と
し
て

よ
り
魅
力
的
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

以
上
、
｢お
が
ち
｣
は
従
来
の

『道
の
駅
』
に
は
な
か

っ
た
、
二
一
世
紀
初
期
型
の
新
し
い
モ
デ
ル
を
示
し
た
も

の
と
し
て
評
価
で
き
る
、
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
受
賞
に
恥
じ

な
い
管
理
･
運
営
に
心
が
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
年
に
は
建
設
大
臣
の
表
彰
制
度
で
あ
る

｢手

作
り
郷
土

(ふ
る
さ
と
)
賞
｣
の
受
賞
が
重
な
り
、
社
会

資
本
整
備
に
あ
た
っ
て
の
創
意

･
工
夫
が
高
く
評
価
さ
れ

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
受
賞
を
期
に
、
道
の
駅
お
が
ち
｢小
町
の
郷
｣

と
し
て
の
基
本
機
能
を
充
実
さ
せ
な
が
ら

『や
り
す
ぎ
で

も
な
く
、
足
り
な
く
も
な
い
好
感
の
持
て
る
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
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特
築
/
週
の
駅

『鍾
●
駅
』
か
ら
壽
螂
総
釜
鰔
◎
情
榊
難
信

道
の
駅
と
み
う
ら

『枇
杷
倶
楽
部
』

枇
杷
倶
楽
部
課
長

篠
原

茂
幸

一

南
房
総
へ
の
旅
行

東
は
太
平
洋
、
西
は
東
京
湾
と
海
に
囲
ま
れ
、
南
に
突

き
出
た
房
総
半
島
。
海
岸
沿
い
に
西
側
が
国
道
三
一七
号

線
、
東
が
国
道
三
一八
号
線
、
中
央
に
国
道
四
一
〇
号
線

が
走
っ
て
い
ま
す
。
ま
も
な
く
富
津
館
山
自
動
車
道
が
富

浦
I
C
ま
で
開
通
す
る
予
定
で
す

(図
1
)。

『道
の
駅
と
み
う
ら
』
に
訪
れ
た
方
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
県
内
か
ら
の
来
訪
者
が
最
も
多
く
、
半
数
近
く
を

占
め
て
い
ま
す
。
県
外
で
は
、
千
葉
県
に
隣
接
す
る
東
京

都
や
神
奈
川
県
か
ら
の
来
訪
者
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
二

一
%
、
エ
ハ
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
市
区
町
村
別

に
見
る
と
、
図
2
の
と
お
り
で
、
東
京
湾
岸
沿
い
の
市
区

が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

旅
行
の
日
程
は
、日
帰
り
が
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
　
　

~
＼
‘
!
j

　
　　　　

　
　

　
　　メノ

図 1 南房総の主な市町村の位置図

　

　

那

た
示

答

れ
表

訪
を

図 2 道の駅を訪れた人の主な市区町村の割合
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旅行の日程 回答数 割合(%)

日帰り l29 48･7

薄白2 日 116 43
.
8

2泊 3日 脂 鯛
3泊 4日 nv AV
その他 Û nV
無回答 n乙 第
合 265 鰍

市
市
町
町
町
町
町
町
町
町
村
城
他
答

山
川
淌
蘭
浜
倉
湊
浦
山
山
芳
広
の
回

ー
"hp

o

(3

館
鴎
富
館
白
干
小
勝
丸
富
三

そ
無

　
　
　

　

　　

　

- li"
178

図3 来訪者の旅行日程

主な目的地 回答数 割合( %)

館山市 65 23
.
3

鴨川市 17 6
.1

富浦町 19 6
.
8

鋸南町 2 0
･
7

白浜町 3l =
･
1

千倉町 22 7,
9

天津小湊町 hD u
勝浦市 にJ 郎
丸山町 ･I1- 飼
富山町 ワ･‘ 芻
三芳村 饅
広 域 78 加
その他 u 鵜
無回答 “ 鑓
合 計 279 ◎

図 5 来訪者の目的地

60
90
脚

~
~
~
~

　
　
　
　

l

“

鏑
学

旅

そ
し
て
、
こ
れ
に
一
泊
二
日
を
合
わ
せ
る
と
九
割
を
超
え

が
、
さ
ら
に
こ
の
方
向
軸
の
利
用
者
は
館
山
市
付
近
で
、

図 4 来訪者の旅行コースの方向軸

主な目的地 回答数 割合(% )

館山市 26 18,
8

鴨川市 13 9 4

富浦町 19 13.8

富山町 8 5
.
8

鋸南町 7 5
.
l

白浜町 32 23
.
2

千倉町 9 6
,5

天津小湊町 フー 証
勝浦市 でb 儼
御宿町 11̂ 館
一宮町 館
木更津市 館
富津市 ･I1- 館
その他 に〉 鴻
無回答 n乙 顔
合 計 鯛 ㈱図6 来訪者の宿泊地

道行セ 2004.4 2 Z

,
沁

ギ
者

る
。
こ
れ
は
県
内
及
び
近
隣
都
県
か
ら
の
旅
行
者
が
多
い

東
西
方
向

(国
道
-
-
一八
号
方
向
)
と
白
浜
方
向
に
向
か

燃
酵

糟
纖
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

(図
3
)o

う
窮

回
周
軸

(国
道
四
-
0
号
方
向
)
と
に
分
か
れ
て

‘蝋
響
4

旅
行
の
コ
!
ス
と
し
て
簗

盪

沿
い
の
南
北
軸

い
ま
虎

富

川

図

(国
道

一
二
七
号
方
向
)
の
利
用
が
最
も
多
く
、
二
二
三

こ
の
両
軸
は
丸
山
町
･
千
倉
町
付
近
で
、
鴨
川
市
･
勝

人

(ほ
ぼ
全
員
)
が
こ
の
方
向
軸
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

浦
市
方
向
に
向
か
う
国
道
一
二
八
号
方
向
軸
に
合
流
し
ま

こ
の
方
向
軸
で
往
復
し
て
い
る
観
光
客
が
多
い
で
す

す

(図
4
)。



目
的
地
(市
町
村
)
で
集
計
す
る
と
図
5
の
と
お
り
で
、

れ
る
お
客
様
の
視
点
に
た
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り
に
取

館
山
市
、
白
浜
町
、
千
倉
町
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
広
い
範

囲
で
回
避
す
る
方
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

図
6
は
宿
泊
地
を
地
名
で
聞
い
た
も
の
で
す
が
、
宿
泊

地
は
白
浜
町
が
最
も
多
く

(三
二
人
)、
こ
れ
に
館
山
市

(二
六
人
)、
富
浦
町

(
一
九
人
)
が
次
い
で
い
ま
す
。

南
房
総
と
は
、
あ
る
特
定
の
施
設
や
場
所
を
目
的
と
し

て
集
客
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
南
房
総
全
域
の
魅
力
で

集
客
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

二

富
浦
町
の
試
み

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報
発
信
、観
光
P
R
は
、

き
っ
と
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

は
じ
め
た
の
が
二
〇
〇
〇
年

(平
成
一
二
年
)
で
し
た
。

平
成
九
年
度
末
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
率
が
、
九
･

二
%
と
の
総
務
省
の
資
料
で
し
た
が
、
現
在
の
状
況
を
平

成
一
五
年
版
情
報
白
書
に
よ
り
ま
す
と
、
平
成
一
四
年
度

末
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
人
口
は
、
六
、
九
四
二
万

人
に
上
る
と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
五
年
間
の
間
に
全
人

口
の
ほ
ぼ
五
六
%
の
方
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
急
速
に
伸
び
る

と
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
本
当
に
驚
き
ま
す
。

道
の
駅
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
富

浦
町
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
近
隣
市
町
村
の
施
設
や
お

勧
め
の
コ
ー
ス
、
食
事
場
所
な
ど
の
情
報
を
求
め
ら
れ
ま

す
。
広
域
の
情
報
発
信
の
必
要
性
を
感
じ
、
南
房
総
に
訪

り
組
ん
で
い
ま
す
。
富
浦
町
は
房
総
半
島
の
南
西
部
に
位

置
し
、
面
積
は
二
五
･
六
九
輔
、
町
の
西
側
は
東
京
湾

(富
浦
湾
)
に
面
し
、
北
は
富
山
町
、
東
は
三
芳
村
と
二

〇
0
m
級
の
山
脈
で
接
し
、
南
の
館
山
市
と
の
境
界
は
小

丘
陵
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
は
五
、
七
五
四
人

(平
成

一
六
年
三
月
一
日
現
在
)
の
小
さ
い
町
で
す
。

自
分
の
町
に
来
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
来
訪
者
に
南
房

総
に
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
情
報
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
南
房
総
を
十
分
紹
介
す
る
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り
を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
訪
問
者
も
富
浦
町
に
お
越
し
い
た
だ

く
訪
問
者
も
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
来
訪

者
数
を
増
や
す
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
南
房
総
と
い
う
窓

口
を
作
り
、
そ
の
中
で
富
浦
を
更
に
売
っ
て
い
く
と
い
う

考
え
で
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
は
二
〇
〇

一
年

一

月
で
、

一
日
に

一
五
〇
件
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た

(図
7
)。

次
に
考
え
た
の
は
、
広
域
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
配
信
す

る
こ
と
で
し
た
。
南
房
総
の
イ
ベ
ン
ト
を
集
め
て
発
信
し

た
ら
、
き
っ
と
欲
し
い
と
い
う
方
も
い
る
は
ず
だ
、
ま
た

来
る
動
機
付
け
に
も
な
る
は
ず

!
。
ま
た
、
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
側
に
と
っ
て
も
見
せ
る
場
所
は
多
い
ほ
う
が
効

果
的
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
、
印
刷
物
に
す
る
だ
け
で

も
大
変
な
経
費
で
す
し
、
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
方
か
ら

掲
載
し
た
い
と
い
う
要
望
の
も
の
は
書
き
込
め
る
開
放
型

/
/＼

'ふ
℃‐‘′

/ / -- ＼

~＼ / ~ノ
メメ粁/ ＼ノ[＼ 、し

ノ一げ/ ノ、 .} へ 、 ]･ ･

月 2月 3月 4月 5月

ホームページのアクセス数

に
し
ま
し
た
。
カ
レ
ン
ダ
J
を
使
い
日
付
か
ら

!
、

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
地
域
か
ら

!
、
と
南
房
総
に

来
訪
す
る
方
に
も
、
地
域
の
方
に
も
探
し
や
す
い
工
夫
を

し
て
い
ま
す

(図
8
)
。

4004

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報
検
索
や
情
報
収
集

2セ

は
、
一
般
化
し
そ
の
重
要
性
は
増
し
て
お
り
、
テ
レ
ビ
、

行

新
聞
に
並
ぶ
重
要
な
情
報
収
集
メ
デ
ィ
ア
に
な
っ
て
い
ま

消

す
か
ら
、
い
か
に
新
鮮
な
情
報
を
提
供
で
き
る
か
と
い
う

22
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イベント情報リスト表示

図 8 ホームページ上の広域イベント情報

-イベント磯叢ダ-から!

こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
一
般
的
に
施
設
情
報
な
ど
形
式

い
と
き
に
は
面
倒
だ
か
ら
伝
え
な
く
て
も
い
い
や
な
ん
て

"

的
な
と
こ
ろ
は
頻
繁
に
変
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

思
っ
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
?

新
し
い
情
報
を
入
力
す

4

｢今
こ
ん
な
花
が
咲
い
て
ま
す
よ
。｣
と
か
、
｢今
夕
日
が

き
れ
い
に
見
え
ま
す
よ
。｣
な
ん
て
い
う
の
は
、
そ
の
と

き
に
お
知
ら
せ
し
な
い
と
新
鮮
さ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
H
T
M
L
の
書
き
換
え
を
し
て
F
T
P
で
サ
ー
バ

に
U
P
す
る
の
は
ち
ょ
っ
と
し
た
情
報
を
お
知
ら
せ
し
た

フォームから投稿するだけで、トップページ等のニュースが自動的に更新されます。
ホームページの情報を常に最新の状態に保つ事が出来ます。

　　
　

　
　

蝋ゞ箋慮鱗川筋団
固

い
ス

　　　

　
　

　

　

ノ
メ

ば
せ

鰓

殴

f 記事の一覧、詳細を表示 i

れ

鞠お

る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
慣

m

れ
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
な
ん
で
も
な
い
作
業
か
も
し
れ

ャ　　

ま
せ
ん
が
、
ワ
ー
プ
ロ
が
打
て
る
程
度
の
方
に
も
情
報
を

餅

入
力
し
て
欲
し
い
と
考
え
、
W
e
b
上
か
ら
新
し
い
情
報

を
更
新
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ォ
ー
ム
へ
入

力
す
る
だ
け
で
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
が
自
動
で
更
新
さ
れ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
訪
問
さ
れ
た
方
に
は
常
に
最
新
の
状

態
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

(図
9
)。

三

地
域
情
報
を
電
子
地
図
上
に
掲
載

旅
行
者
か
ら
、
｢0
0
に
は
ど
う
い
く
の
?
こ
と
聞
か

れ
る
こ
と
が
多
く
、
地
図
上
に
目
的
地
を
描
い
て
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
旅
行
を
す
る
際
に
地
図

は
必
需
品
で
す
。
現
在
は
カ
ー
ナ
ビ
な
ど
も
出
て
い
ま
す

が
、
地
図
、
カ
ー
ナ
ビ
の
ど
ち
ら
も
細
か
い
観
光
情
報
ま

で
は
掲
載
し
切
れ
ま
せ
ん
。縮
尺
も
細
か
い
地
図
情
報
は
、

観
光
情
報
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
手
書
き
の
地
図
を

作
成
し
て
ご
案
内
し
て
い
ま
し
た
。
詳
細
な
観
光
ル
ー
ト

や
利
用
交
通
機
関
の
確
認
な
ど
、
車
や
電
車
、
バ
ス
、
歩
き

と
そ
の
目
的
に
合
せ
た
地
図
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

来
訪
者
に
と
っ
て
は
目
的
地
の
確
認
や
ル
ー
ト
作
成
に

役
立
つ
よ
う
に
、
ま
た
地
域
の
方
々
に
と
っ
て
は
地
域
が

活
性
化
し
、
日
常
的
に
も
使
っ
て
も
ら
え
る
地
図
シ
ス
テ

ム
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
や
市
販
さ



れ
て
い
る
地
図
に
は
、
都
心
部
ほ
ど
詳
細
な
地
図
は
存
在

し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
最
初
は
、
一
枚
一
枚
地
図
を
書
い

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も

!

と
及
び
腰
に
な

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
国
土
地
理
院
か
ら
発
表
さ
れ
た

｢電
子
国
土
｣
へ
の
参
加
募
集
の
発
表
で
状
況
が
一
変
し

ま
し
た
。
地
理
情
報
を
扱
う
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
構
築
す
る

場
合
に
は
、
発
信
し
た
い
地
理
情
報
と
別
に
背
景
と
な
る

地
図
情
報
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

国
土
地
理
院
が
背
景
デ
ー
タ
を
配
信
し
て
く
れ
る
と
い
う

も
の
で
す
。
早
速
応
募
し
て
、
何
と
か
採
択
さ
れ
た
の
で

す
が
、
こ
の

｢電
子
国
土
｣
と
い
う
取
組
み
が
な
け
れ
ば

今
の
シ
ス
テ
ム
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
様
々
な
縮
尺
の
地
図

上
に
、
点
在
す
る
観
光
資
源
な
ど
を
重
ね
合
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
集
め
ら
れ
た
地
域
の
情
報
を
表
現
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。
電
車
の
時
刻
や
バ
ス
の
路
線
、
飲
食

店
や
宿
泊
施
設
な
ど
が
表
現
可
能
と
な
り
、
掲
載
さ
れ
て

い
る
店
舗
に
は

｢ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
来
ま
し
た
｣
と

の
反
応
も
多
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た

(図
中
)。

四

道
の
鰍
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

｢道
の
駅
｣
は

一
般
道
路
の

｢た
ま
り
｣
と
し
て
、

人
々
に
態
と
や
す
ら
ぎ
を
与
え
、
道
路
情
報
や
地
域
の
文

化

･
歴
史
･
名
所

･
物
産
品
な
ど
を
紹
介
す
る
情
報
発
進

の
場
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
と
利
用
者
の
交
流
の
場
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
道
の
駅
が
ス
タ
ー
ト
し
て
一
○

年
が
経
過
し
、
今
で
は
全
国
で
七
四
三
駅
と
な
っ
て
い
ま

3‐2 バーチャルプランナ -

‐

礒 ^ 蝸一躍騨鬮
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図10

す
。
南
房
総
に
は
八
つ
の
道
の
駅
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
、
個
性
あ
る
道
の
駅
で
す
。
総

務
省
関
東
総
合
通
信
局
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
形
成
を
目
的
と
し
て
、
地
元
の
N
P
O

法
人

｢南
房
総
I
T
推
進
協
議
会
｣
と
八
ヵ
所
の

｢道
の

駅
｣
が
連
携
し
、
道
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
し

た
。
各
道
の
駅
に
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー

(う
ち
一
駅
は
A
D

S
L
回
線
)
が
敷
設
さ
れ
、
I
T
を
活
用
し
た
情
報
発
信
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滋
を
壺
籍
髪

し
よ
う
と
い
う
取
組
み
で
す
。

各
道
の
駅
で
は
す
で
に
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
イ
ン
ラ
イ
ン
フ
レ
ー
ム

〈
瑞
攝
B
①
〉
と
い
う
タ
グ
を
使
い
、
ご
自
分
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン

ニ
ュ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
、
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
の
表
示
を

組
み
入
れ
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ン
ニ
ュ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
で
ニ
ュ
ー
ス
を
入
力
い
た
だ
く



と
、
ご
自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
反
映
さ
れ
る
の
と
同
時

に
、
複
数
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
イ
ベ

埋め駅のネ貧り ｣ " 化によう
1 ノ、

地鰔問交流『お国こ閣するf毀萓田究 ム l
　　　　　　　　　　 　 　

ベ

南麗総 道の駅素ットワーク
　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　 　

◇使用 "れる方へ

幽臀g B□れル岡野樹で車新し按ず

ン
ト
情
報
も
カ
レ
ン
ダ
ー
表
示
と
地
域
を
絞
っ
て
表
示
さ

れ
る
も
の
で
す

(図
=
)。
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　図

光
ケ
ー
ブ
ル
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
れ
た
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
環
境
を
十
分
に
使
い
、
現
在
の
道
の
駅
の
様
子
や
道
の

駅
周
辺
の
花
の
開
花
状
況
、
海
の
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
映
像
情
報
を
配
信
す
る
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
道
の
駅
に
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
お
お
む
ね
内
房
か
ら
外
房
に
か
け
て
カ

バ
ー
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
出
か
け
の
際
に
は
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ

ク
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
八
つ
の
道
の
駅
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋

が
っ
た
パ
ソ
コ
ン
や
無
線
L
A
N
が
整
備
さ
れ
、
来
訪
者

の
方
々
が
無
料
で
情
報
収
集
に
使
え
る
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

(P
D
A
)
+
無

線
L
A
N
カ
ー
ド
、
又
は
無
線
L
A
N
機
能
内
蔵
の
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
や
、
無
線
L
A
N
八
〇
二

･
一
一
b
の
規
格

に
対
応
し
た
パ
ソ
コ
ン

(P
D
A
)
で
、
利
用
が
可
能
で

す
。
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
P
D
A
に
は
無
線
機
能
が
標
準

装
備
さ
れ
た
も
の
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
新
た
な
道
の
駅

の
魅
力
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す

(図
惚
)。

南
房
総
で
の
道
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
組
み
は
、
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
訪
問
者
や
旅
行
予
定
者
か
ら

の
質
問
に
、
地
域
で
意
見
交
換
で
き
る
よ
う
道
の
駅
関
係

者
間
を
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
つ
な
ぎ
、
質
問
に
答
え
る

試
み
も
始
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
地
図
情
報
や
地
域
か
ら

の
情
報
入
力
、
デ
ー
タ
の
共
有
や
蓄
積
な
ど
、
連
携
し
た

取
組
み
が
さ
ら
に
活
発
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
ま
す
。



特
集
/
道
の
駅

農
業
⑭
鬮
鬮
⑭
稾
流
麗
点
聴
講

道
の
駅

『あ
い
と
う
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』

駅
長

藤
関

明
雄

一
は
じ
め
に

愛
東
町
は
、
滋
賀
県
東
部
の
鈴
鹿
山
脈
に
位
置
し
、
東

西
一
一
如
、
南
北
六
蝿
、
総
面
積
四
、
0
八
九
蹴
。
総
面

積
の
う
ち
、
田
畑
は
約
二
五
%
、
山
林
が
五
七
%
を
占
め

る
。
総
人
口
は
五
、
七
〇
〇
人
、
世
帯
数
一
、
四
〇
〇
戸

で
、
人
口
は
85
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。
当
町

南
部
は
一
級
河
川
の
愛
知
川
を
挟
ん
で
八
日
市
市
に
接
し

て
い
る
。
ま
た
、
北
東
方
向
は
鈴
鹿
山
脈
を
越
え
て
三
重

県
と
な
り
、
南
西
方
向
に
行
け
ば
琵
琶
湖
、
東
海
道
新
幹

線
が
、近
く
に
は
名
神
高
速
道
路
を
臨
む
こ
と
が
で
き
る
。

八
日
市
I
C
か
ら
名
神
高
速
道
路
を
利
用
す
れ
ば
、
京
都

ま
で
約
一
時
間
、
大
阪
ま
で
約
二
時
間
、
名
古
屋
ま
で
約

二
時
間
の
距
離
で
あ
る
。
施
設
は
国
道
三
〇
七
号
線
に
接

し
て
お
り
、
近
江
鉄
道
八
日
市
駅
か
ら
近
江
バ
ス
で
約
二

〇
分
、
タ
ク
シ
ー
利
用
な
ら
約
一
〇
分
の
位
置
に
あ
る
。

観
光
名
所
と
し
て
は
、
湖
東
三
山

(西
明
寺
、
金
剛
輪
寺
、

百
済
寺
)
の
ひ
と
つ
百
済
寺
が
愛
東
町
に
あ
る
。
百
済
寺

は
、
湖
東
三
山
の
内
で
も
最
も
古
く
、
聖
徳
太
子
の
御
願

に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
古
刹
で
、
信
長
の
兵
火
に
遭
う
ま

で
は
隆
盛
を
極
め
、三
百
余
坊
を
擁
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
遺
跡
が
多
数
み
ら
れ
る
。

道
の
駅

｢あ
い
と
う
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ス
テ
J
シ
ョ
ン
｣

は
、
農
業
に
関
す
る
体
験
学
習
、
交
流
、
情
報
の
収
集
、

愛
東
イ
メ
ー
ジ
の
発
信
、
新
し
い
農
産
物
の
研
究
、
開
発
、

普
及
等
の
事
業
を
通
じ
て
、
①
愛
東
町
の
自
然
の
恵
を
生

か
し
た
産
業
の
振
興
を
図
り
、
②
田
園
に
根
付
い
た
文

化
=
農
業
へ
の
理
解
を
高
め
、
広
く
各
地
域
住
民
と
心
の

触
れ
合
う

｢新
農
業
文
化
｣
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
に

建
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
愛
東
町
は
農
業
を
基
幹
産
業
と

し
て
、
農
業
を
主
体
と
し
た
町
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

特
産
品
は
、
メ
ロ
ン
、
ブ
ド
ウ
、
梨
、
イ
チ
ゴ
、
ト
マ
ト

を
中
心
と
し
た
果
樹
。
加
え
て
、
約
一
五
〇
品
目
の
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
む
野
菜
、
柿
の
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

道
の
駅
は
こ
れ
ら
農
産
物
の
流
通
、
加
工
、
人
的
交
流
、

観
光
、
情
報
の
五
つ
を
統
括
し
た
愛
東
町
の
田
園
公
園
化

拠
点
づ
く
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

二

町
花

｢
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
｣
を
名
称
に

愛
東
町
は
、
一
九
六
三
年
に
名
神
高
速
道
路
に
関
連
し

た
ほ
場
整
備
を
開
始
、
こ
れ
と
平
行
し
て
第
一
次
、
二
次

農
業
構
造
改
善
事
業
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
、
さ

ら
に
農
村
集
落
排
水
事
業
な
ど
を
推
進
し
、
農
業
の
近
代

化
、
生
産
基
盤
の
整
備
、
生
活
環
境
整
備
な
ど
を
図
っ
て

き
た
。
92
年
に

｢道
の
駅
｣
計
画
が
具
体
化
、
同
年
末
に
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は
一
部
着
工
と
な
り
、
こ
れ
と
平
行
し
て
農
業
農
村
活
性

化
農
業
構
造
改
善
事
業

(需
要
創
造
型
)
の
指
定
を
受
け

る
た
め
、
県
と
協
議
を
開
始
。
翌
九
三
年
に
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
企
画
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し

た
。
さ
ら
に
同
年
四
月

｢平
成
五
年
度
農
業
農
村
活
性
化

農
業
構
造
改
善
事
業
計
画
地
区
｣
の
指
定
を
受
け
、
全
体

計
画
の
策
定
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。
94
年
五
月
、
道
の

駅

(駐
車
場
、
屋
外
ト
イ
レ
、
休
憩
所
)
が
竣
工
し
、
供

用
を
開
始
し
た
。
同
年
一
〇
月
、
田
園
公
園
の
拠
点
と
な

る
メ
イ
ン
施
設

｢あ
い
と
う
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
｣
の
敷
地
造
成
工
事
に
着
手
、
翌
95
年
一
月
に
直
売
館

(産
地
形
成
促
進
施
設
)、
田
園
生
活
館

(農
林
漁
業
体
験

実
習
館
)
の
建
設
に
着
工
し
、
同
年
五
月
に
直
売
館
を
仮

開
業
、

一
〇
月

一
五
日
に
田
園
生
活
館
を
開
業
し
た
。

｢
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
｣
は
町
花
で
あ
り
、
名
称
に
入
れ
た
。

さ
ら
に
、
96
年
九
月
に
フ
ル
ー
ツ
&
ハ
i
ブ
工
房
ラ
ブ

テ
ィ

(農
畜
産
物
処
理
加
工
施
設
)
、
ふ
れ
あ
い
広
場

(ふ
れ
あ
い
広
場
施
設
)
の
建
設
に
着
工
し
、
97
年
四
月

二
六
日
に
当
初
計
画
通
り
の
事
業
が
完
了
し
、
全
面
開
業

の
運
び
に
至
っ
た
。
ま
た
、
01
年
三
一月
に
は
高
齢
者
の

健
康
増
進
の
た
め
の
拠
点
施
設
な
ら
び
に
冬
場
の
集
客
対

策
と
し
て
愛
東
い
き
い
き
元
気
館

(介
護
予
防
拠
点
整
備

事
業
)
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

運
営
母
体
で
あ
る
財
愛
の
田
園
振
興
公
社

(理
事
長
植

田
茂
大
郎
愛
東
町
長
)
は
、
愛
東
町
、
旧
西
小
椋
農
業
協

同
組
合

(01
年

一
〇
月
に
湖
東
農
業
協
同
組
合
と
合
併
、

現
湖
東
農
協
)、
湖
東
農
業
協
同
組
合
、
愛
東
町
商
工
会

の
出
捐
に
よ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
出
捐
は
、
愛
東

町
一
億
円
、
各
農
協
が
そ
れ
ぞ
れ
一
、
0
0
〇
万
円
、
商

工
会
五
0
0
万
円
で
、
合
計
一
億
二
、
五
〇
〇
万
円
と
な

る
。
そ
の
う
ち
、
五
、
0
0
0
万
円
を
基
本
財
産
と
し
、

五
、
0
0
0
万
円
を
運
転
資
金
と
し
て
い
る
。
当
所
の
投

資
額
は
約
一
二
億
円
で
あ
る
が
、
愛
東
町
の
一
般
財
源
か

ら
約
五
〇
%
、
残
る
約
五
0
%
が
国
及
び
滋
賀
県
か
ら
の

補
助

(農
業
農
村
活
性
化
農
業
改
善
構
造
事
業
=
需
要
創

造
型
)
と
な
っ
て
い
る
。
約
一
二
億
円
の
う
ち
、
建
物
に

約
八
億
円
を
要
し
、残
り
が
造
成
･
外
構
工
事
等
で
あ
る
。

三

地
域
連
帯
機
能
を
発
揮
す
る

メ
イ
ン
施
設
で
あ
る

｢田
園
生
活
館
｣
は
英
国
カ
ン
ト

リ
ー
風
の
建
物
。
塔
屋
の
三
角
屋
根
が
特
徴
で
、
愛
東
町

の
指
す

｢新
し
い
豊
か
な
田
園
生
活
｣
を
施
設
全
体
で
提

案
す
る
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
で
あ
る
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
前
に
各

種
の
屋
外
イ
ベ
ン
ト
が
可
能
な
広
場
が
あ
る
ほ
か
、
憩
い

の
広
場
の
中
庭
が
あ
る
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
抜
け
る
と
、

一
階
に
は
吹
き
抜
け
の
明
る
く
開
放
的
な
メ
イ
ン
ホ
ー

ル
。
英
国
の
農
家
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
つ
く
り
で
、
ホ
ー
ル

写真2 愛東いきいき元気館内風景
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右
が

｢
レ
ス
ト
ラ

ト群

ン

マ
ー
ガ

レ

ッ

　

　

ト
｣
(
三

一テ
ー

“

基ゞ

試ゞ

で
翠

ブ
ル
、
七
〇
席
、

で

m題

商
工
会
に
委
託
)、

、
一

館

左
が
土
産
物
、
ド

飜製
に

活

歩

も

生

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ミ

′餅
弓
翻

蛔

ハ
ー
ブ

･
ポ
プ
リ

　
　
　
　

　
　

　
　

　　

案
内
コ
ー
ナ
ー
及

び
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
、
奥
に
は
休
息
コ
ー
ナ

ー
が
あ
る
。
さ
ら
に
左
奥
に
は
各
種
教
室
を
開
催
す
る
花

工
房
と
事
務
室
が
あ
る
。
花
工
房
に
は
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ

チ
ン
が
あ
り
、
ハ
ー
ブ
の
料
理
教
室
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
教
室
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。
二
階
は
研
修
会

や
各
種
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
の
ラ

ベ
ン
ダ
ー
ル
ー
ム
。
四
階
に
あ
た
る
塔
屋
部
分
は
展
望
ル

ー
ム

(田
園
ビ
ュ
ー
デ
ッ
キ
)
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の

と
お
り
、
同
館
は
リ
ビ
ン
グ

(く
つ
ろ
ぐ
)
、
ダ
イ
ニ
ン

グ
キ
ッ
チ
ン

(レ
ス
ト
ラ
ン

･
食
す
)
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム

(工
房
･
工
作
す
る
)、
ベ
ラ
ン
ダ

(展
望
ル
ー
ム
･
眺
め

る
)
、
ガ
ー
デ
ン

(楽
し
む
)、
集
会
室

(多
目
的
ホ
ー

ル

･
集
う
)
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

(シ
ョ
ッ
プ

･
買
う
)
、
パ

ー
キ
ン
グ

(駐
車
場
･
と
め
る
)
と
い
っ
た
各
種
の
機
能

を
有
す
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
愛
東
町
で
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
を
販
売
す
る

｢あ
い
と
う
直
売
館
｣
は
、
四
季
折
々
の
朝
採
れ
た
て
の

野
菜
、
果
樹

(メ
ロ
ン
、
梨
、
ブ
ド
ウ
、
イ
チ
ゴ
な
ど
)、

雑
穀
、
加
工
品

(
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
漬
物
、
ジ
ャ
ム
)
を
販

売
し
て
い
る
。
さ
ら
に
田
園
生
活
館
に
隣
接
し
た

｢
フ
ル

ー
ツ
&
ハ
ー
ブ
工
房
ラ
ブ
テ
ィ
｣
で
は
、
新
鮮
な
地
元
農

畜
産
物

(牛
乳
、
果
物
、
野
菜
)
を
利
用
し
て
、
手
づ
く

り
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
手
づ
く
り
ク
ッ
キ
ー
、
ジ
ュ
ー
ス
、

ジ
ャ
ム
な
ど
を
加
工
販
売
し
て
い
る
。

田
園
生
活
館
の
裏
に
は
、
あ
い
と
う
い
き
い
き
元
気
館

(植
物
温
室
ハ
ウ
ス
)
が
あ
り
、
愛
東
産
の
ハ
ー
ブ
苗
や

山
野
草
、
サ
ボ
テ
ン
な
ど
の
直
売
、
花
苗
や
観
葉
植
物
の

販
売
の
他
、
寄
せ
植
え
教
室
や
展
示
会
な
ど
を
開
催
し
て

い
る
。
ま
た
、
そ
の
隣
に
は
小
高
い
丘
に
芝
生
と
遊
戯
を

設
置
し
た

｢ふ
れ
あ
い
広
場
｣
が
あ
る
。
そ
の
他
、
道
の

駅
施
設
で
あ
る
駐
車
場
、
屋
外
ト
イ
レ
、
休
憩
所
を
配
置

し
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
以
来
、
こ
の
三
月
で
来
訪
者
三
〇
〇
万
人
を

写真4 フルーツ& ハーブ工房
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突
破
し
た
。
こ
れ
は
リ
ピ
ー
タ
ー
客
の
積
み
重
ね
の
数
字

で
あ
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
、
道
の
駅
は
気
楽
に
立

ち
寄
れ
る
休
憩
場
所
で
あ
る
が
、
あ
ち
ら
に
行
け
ば
必
ず

寄
り
た
い
、
あ
の
季
節
に
な
れ
ば
必
ず
行
き
た
い
、
買
う

な
ら
あ
そ
こ
で
、
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
施
設
に
し
た
い
、

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
事
業
目
的
の
一
番
に

｢農
業

所
得
の
向
上
｣
｢都
市
と
農
村
の
交
流
｣
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
れ
が
、
道
の
駅
の

｢地
域
の
連
帯
機
能
｣
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

農
業
所
得
の
向
上
を
目
指
す

｢あ
い
と
う
直
売
館
｣
で

は
年
間
約
一
八
〇
品
目
の
農
産
物
や
花
、加
工
品
が
並
ぶ
。

全
て
が
愛
東
産
で
あ
る
。
朝
の
八
時
三
0
分
に
農
家

容
云

員
数
二
人
0
名
)
が
我
先
に
と
農
産
物
を
出
荷
す
る
。
九

時
開
店
と
同
時
に
待
っ
て
お
ら
れ
る
お
客
さ
ん
で
賑
わ
う

毎
日
だ
。
時
に
は
農
作
業
の
途
中
で
農
家
が
顔
を
出
し
、

売
れ
て
い
れ
ば
顔
が
ほ
こ
ろ
び
、
残
っ
て
い
れ
ば
渋
い
顔

に
な
る
。
ま
た
、
お
客
さ
ん
に
自
分
の
作
っ
た
自
慢
の
野

菜
を
勧
め
、
栽
培
方
法
や
料
理
方
法
で
会
話
が
弾
み
、
お

客
さ
ん
が
野
菜
の
も
ぎ
取
り
を
し
た
い
と
な
れ
ば
、
自
分

の
畑
ま
で
誘
い
体
験
し
て
も
ら
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
施
設
だ
か
ら
、
｢こ
の
間
の
野
菜
美
味

し
か
っ
た
よ
｣
、
｢ま
ず
か
っ
た
｣
、
｢腐
っ
て
い
た
｣
な
ど
、

遠
慮
な
く
感
想
を
言
っ
て
い
た
だ
く
。
作
る
人
の
顔
が
見

え
、
買
っ
て
い
た
だ
く
人
の
顔
が
見
え
る
場
所
が

｢あ
い

と
う
直
売
館
｣
で
あ
る
。
お
客
さ
ん
に
支
援
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
声
と
受
け
止
め
、
こ
の
声
が
無
く
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な
れ
ば
こ
の
施
設
は
お
し
ま
い
と
思
い
な
が
ら
、
よ
り
以

上
に
良
い
施
設
に
と
事
業
を
進
め
て
い
る
。

｢あ
い
と
う
直
売
館
｣
が
朝
採
れ
た
て
地
元
農
産
物
な

ら
ば
、
本
館
の

｢田
園
生
活
館
｣
で
は
、
あ
い
と
う
産
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
る
。
当
初
は
仕
入

れ
て
い
た
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
五
年
前
か
ら
生
産

組
合
を
立
ち
上
げ
、
今
は
ほ
と
ん
ど
が
愛
東
産
で
あ
る
。

秋
に
は
近
く
の
山
へ
｢ふ
じ
つ
る
｣
を
取
り
に
行
き
、
ツ

ル
篭
や
リ
ー
ス
を
作
り
、
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ

の
素
材
を
使
っ
て
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ジ
メ
ン
ト
や
押
し
花
、

ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
ポ
プ
リ
教
室
な
ど
開
催
し
、
農
家
と
都

市
の
方
と
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

加
工
施
設
の

｢ラ
ブ
テ
ィ
｣
で
は
、
毎
朝
一
〇
時
ご
ろ

に
近
く
の
酪
農
家
の
所
へ
そ
の
朝
に
搾
っ
た
生
乳
を
引
き

取
り
に
行
く
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
直
売
館
の
開
館
前
に
そ
の

日
に
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
を
品
定
め
し
な
が
ら
、
本
日
の

材
料
と
し
て
、
加
工
室
へ
持
ち
帰
り
、
加
工
す
る
。
時
に

は
農
家
が
、
｢た
く
さ
ん
収
穫
し
す
ぎ
た
｣
、
｢傷
が
い
っ

た
｣
と
、
加
工
室
へ
持
ち
込
ん
で
く
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
品

質
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
引
き
取
り
加
工
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
旬
な
も
の
を
旬
な
時
に
、
を
モ
ッ
ト
ー
に
地
元
の

農
産
物
を
加
工
販
売
し
て
い
る
の
で
美
味
し
い
と
喜
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
敷
地
奥
に
あ
る
植
物
温
室

｢愛
東
い
き
い
き
元
気

館
｣
で
は
、
あ
い
と
う
産
ハ
ー
ブ
苗
を
中
心
に
鋭
葉
直
物
、

花
苗
、
サ
ボ
テ
ン
な
ど
の
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
ハ
ー
ブ

苗
は
今
で
は
一
五
0
種
類
の
栽
培
を
さ
れ
、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
に
も
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ハ
ー
ブ
生
産
出
荷

組
合
も
誕
生
し
た
。
こ
の
館
の
中
で
も
、
花
の
寄
せ
植
え

教
室
や
、
サ
ボ
テ
ン
教
室
、
ハ
ー
ブ
フ
ェ
ア
な
ど
、
農
家

と
都
会
の
方
と
の
交
流
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

四

季
節
の
花
が
来
訪
者
を
迎
え
る

都
市
と
農
村
の
交
流
に
は
イ
ベ
ン
ト
は
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
り
、
同
時
に
リ
ピ
ー
タ
ー
客
に
な
っ
て
い
た
だ
け

る
。
当
施
設
の
周
辺
の
農
地
二
･
三
m
を
お
借
り
し
て
、

お
花
畑
に
し
て
い
る
。
昨
年
で
言
え
ば
、
四
月
中
旬
か
ら

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
か
け
て
菜
の
花
が

一
･
五
m
、

五
月
中
旬
か
ら
六
月
初
旬
ま
で
ポ
ピ
ー
が
0
･
三
蹴
、
六

月
下
旬
か
ら
七
月
初
旬
に
ラ
ベ
ン
ダ
ー
が
0
･
三
加
、
七

月
下
旬
か
ら
八
月
下
旬
ま
で
ヒ
マ
ワ
リ
が
0
･
六
m
、
九

月
中
旬
か
ら

一
〇
月
下
旬
ま
で
コ
ス
モ
ス

一
･
五
齦
、

一

一
月
初
旬
~
下
旬
に
は
今
回
初
め
て
で
あ
る
が
ヒ
マ
ワ
リ

を
0

･
三
蹴
行

っ
た
。

一
一
月
の
ヒ
マ
ワ
リ
は
珍
し
く
、

訪
れ
る
方
々
に
感
動
を
与
え
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
、

交
流
人
口
も
売
上
も
伸
び
、
大
成
功
に
終
了
し
た
。
し
か

し
、
菜
の
花
が
終
了
す
れ
ば
、
す
ぐ
コ
ス
モ
ス
の
種
や
ヒ

マ
ワ
リ
の
種
を
ま
き
、
コ
ス
モ
ス
が
終
わ
れ
ば
、
す
ぐ
菜

の
花
や
ポ
ピ
ー
の
種
を
ま
く
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
は

大
変
な
作
業
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
お
花
畑
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は

ゴ
ー
ル
デ
ン
フ
ェ
ス
タ
菜
の
花
祭
、
ポ
ピ
ー
の
時
期
に
は

　
　

　
　

　

　　　

ベ
ン
ダ
ー
フ
ェ
ス

タ
、
ヒ
マ
ワ
リ
祭
、

繖

コ
ス
モ
ス
フ

ェ
ス

タ
な
ど
を
開
催
、

畑

摘
み
取
り
も
可
能

g

U

　

　

　

宥

料
)
に
し
、

V

長

迷
路
を
作
り
、
フ

~
レ

にU

だ

コ
ン
テ
ス

頚

ト
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
時
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
し
て

賑
わ
い
を
深
め
て
い
る
。

菜
の
花
と
い
え
ば
、
一
般
的
に
は
二
月
か
ら
三
月
の
花

で
あ
る
が
、
当
町
で
は

｢菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣

の
一
環
と
し
て
、食
用
油
の
品
種
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、

こ
の
時
期
に
咲
い
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
と
重
な
り
、
咲
い
て
い
る
時
期
の
観
光
と
そ
の
後
の

搾
油
し
、
菜
の
花
油
と
し
て
商
品
化
の
両
立
で
、
一
石
ニ

鳥
の
効
果
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
天
ぷ
ら
油
と

し
て
使
用
後
の
廃
食
油
を
バ
イ
オ
燃
料

(軽
油
の
代
替
燃

料
)
と
し
て
、
お
花
畑
を
耕
運
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー
の
燃
料

と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
ま
さ
に
農
業
も
循
環
型
環
境
社

会
が
創
れ
る
の
で
は
と
進
め
て
い
る
。
将
来
的
に
は
愛
東

町
の
休
耕
田
が
菜
の
花
で
一
杯
に
な
り
、
ま
た
そ
の
搾
油

し
た
油
が
全
農
家
の
農
機
具
の
燃
料
に
な
れ
ば
、
一
石
二

鳥
ど
こ
ろ
か
、
五
鳥
、
六
鳥
と
夢
は
広
が
る
。
こ
れ
が
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｢菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣
で
あ
る
。

農
産
物
の
収
穫
時
期
に
は
、
メ
ロ
ン
ま
つ
り
、
ス
イ
カ

ま
つ
り
、
梨
ま
つ
り
、
ぶ
ど
う
ま
つ
り
、
秋
に
は
大
収
穫

祭
を
開
催
し
、
年
に
一
度
の
消
費
者
と
生
産
者
が
ふ
れ
あ

う
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で

一
番
人
気
の
あ

る
祭
り
は

｢
メ
ロ
ン
ま
つ
り
｣
で
あ
る
。
メ
ロ
ン
農
家
が

一
堂
に
集
ま
り
、
参
加
型

(無
料
)
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
。

ま
ず
は
種
飛
ば
し
大
会
で
あ
る
。
ド
ラ
コ
ン
賃
と
ニ
ア
ピ

ン
賞
を
狙
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
方
が
挑
戦
さ
れ
る
。
当
然

賞
品
は
メ
ロ
ン
で
あ
り
、
事
前
に
練
習
し
て
く
る
方
も
あ

る
ほ
ど
だ
。
そ
の
他
目
方
当
て
ク
イ
ズ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

試
食
会
、
バ
ザ
ー
な
ど
盛
り
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
一

日
が
終
わ
る
。
そ
の
日
売
上
は
非
常
に
高
い
。
そ
の
他
、

周
辺
五
〇
0
m
圏
内
農
地
で
は
、
イ
チ
ゴ
狩
り
を
さ
れ
て

い
る
農
家
が
三
軒
、
ハ
ウ
ス
で
花
摘
み
や
野
菜
の
も
ぎ
取

り
園
を
さ
れ
て
い
る
農
家
が
一
軒
、
市
民
農
園
を
さ
れ
て

い
る
農
家
が
一
軒
、
芋
掘
り
農
園
を
さ
れ
て
い
る
農
家
グ

ル
ー
プ
が
一
団
体
お
ら
れ
る
。
当
地
の
芋
掘
り
は
独
特
の

盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
。
す
べ
て
オ
ー
ナ
ー
制
に
な
っ
て

い
る
。
冬
の
間

(四
月
末
ま
で
)
に
募
集
を
か
け
る
。
毎

年
六
月
の
第
一
日
曜
日
に
苗
の
植
え
込
み
に
来
て
い
た
だ

く
。
そ
の
後
の
管
理
は
グ
ル
ー
プ
が
行
う
。
そ
し
て
一
〇

月
の
第
一
日
曜
日
に
収
穫
に
来
て
い
た
だ
く
企
画
に
し
て

い
る
。
収
穫
日
に
は
、
農
家
グ
ル
ー
プ
家
族
総
出
で
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
。
バ
ザ
ー
で
は
、
お
に
ぎ
り
味
噌
汁
セ

ッ
ト
、
焼
そ
ば
、
ラ
ー
メ
ン
、
う
ど
ん
な
ど
の
販
売
。
芋

写真 6 餅つき大会

の
目
方
コ
ン
テ
ス
ト
、
焼
芋
、
ス
イ
カ
割
り
な
ど
も
行
わ

れ
る
。
だ
か
ら
、
年
々
参
加
者
も
多
く
な
り
、
今
で
は
三
、

0
0
0
甘
に
二
五
〇
区
画
約
一
五
〇
家
族
の
方
が
一
堂
に

集
合
さ
れ
る
の
で
、
総
勢
五
〇
〇
人
あ
ま
り
の
方
で
賑
わ

う
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
季
節
そ
の
季
節
を
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
る
来
訪
者
も
大
勢
お
ら
れ
、
毎
月
が
交
流
の
場
と

な
っ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
七
夕
に
は

｢あ
な
た
の
願
い
を

叶
え
ま
し
ょ
う
｣
、
盆
に
は
帰
省
さ
れ
る
方
の
た
め
の

｢盆
フ
ェ
ス
タ
｣
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
は

｢
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
コ
ン
テ
ス
ト
｣
、
お
正
月
に
は

｢餅
つ
き
大
会
｣
、
バ
レ

ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
は

｢お
見
合
い
田
園
パ
ー
テ
ィ
ー

(農

業
後
継
者
に
お
嫁
さ
ん
が
欲
し
い
と
始
め
た
企
画
)｣、
ま

た
、
町
主
催
の
夏
祭
り
や
文
化
祭
、
消
防
署
や
警
察
署
の

啓
発
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
加
わ
り
、
月
に
一
回
以
上
の
イ
ベ

ン
ト
で
盛
り
上
が
る
。

五

お
わ
り
に

年
間
来
訪
者

一
〇
万
人
を
目
標
に
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

こ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る
数
字
は
、
イ
ベ
ン
ト
効
果
も
そ

の
一
つ
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
で
も
、
都
市
の
人
た

ち
に

｢親
近
感
｣
｢愛
着
｣
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

ま
た
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
も
っ
と

｢新
し
い

企
画
力
｣
が
必
要
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
住
民
皆
さ

ん
の
協
力
を
お
願
い
し
、
活
気
あ
る
施
設
づ
く
り
に
努
め

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
地
域
の
こ
れ
か
ら
の
農
業

に
必
要
な
も
の
は

｢交
流
｣
や

｢体
験
｣
で
あ
り
、
さ
ら

に
観
光
農
園
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
る
農
家
を
今
後
も
支
援

し
て
い
く
た
め
に
も
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
が
こ
の

｢道
の
駅
｣
で
あ
る
と
思
う
。
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

農
業
所
得
も
増
え
、
こ
の

｢あ
い
と
う
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
｣
の
繁
栄
も
続
い
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
｢道
の
駅
｣
の
も
つ

『集
客
力
』
は
町
に
い
ろ
ん

な
活
力
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
れ

か
ら
は

｢農
業
｣
だ
け
で
な
く
、
｢商
業
｣
、
｢観
光
｣
と

い
っ
た
分
野
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
住
民
が

｢道
の
駅
｣
と
か

か
わ
っ
て
い
け
る
に
違
い
な
い
。
次
の
時
代
に
向
か
っ
て

新
た
な
取
組
み
が
芽
生
え
れ
ば
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に

も

｢道
の
駅
｣
は
、
し
っ
か
り
と
目
標
を
も
ち
、
い
つ
ま

で
も
魅
力
の
あ
る
施
設
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
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一

は
じ
め
に

平
成
一
六
年
一
月
六
日
、
司
法
制
度
改
革
推
進
本
部
に

設
置
さ
れ
た
行
政
訴
訟
検
討
会
が

｢行
政
訴
訟
制
度
の
見

直
し
の
た
め
の
考
え
方
｣
を
公
表
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き

行
政
事
件
訴
訟
法
の
一
部
改
正
案
が
去
る
三
月
九
日
に
閣

議
決
定
さ
れ
、
第
一
五
九
回
国
会

(常
会
)
に
提
出
さ
れ

て
い
る
。

現
行
の
行
政
事
件
訴
訟
法
は
、
昭
和
三
七
年
に
制
定
さ

れ
、
以
後
四
〇
年
余
、
実
質
的
な
改
正
は
ほ
と
ん
ど
な
く

現
在
に
至
っ
て
お
り
、
実
務
界
、
学
界
を
含
め
耐
用
年
数

が
過
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
声
も
あ
っ

た
が
、
制
度
改
革
の
具
体
的
な
き
っ
か
け
が
な
い
ま
ま
今

日
ま
で
き
て
い
た
。
平
成
一
四
年
一
月
に
行
政
訴
訟
検
討

会
が
設
け
ら
れ
、
政
府
と
し
て
の
制
度
改
革
の
検
討
が
な

さ
れ
る
に
至
り
、
計
二
七
回
の
審
議
を
経
て
、
改
正
案
が

取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

今
回
改
正
で
は
、
義
務
付
け
訴
訟
や
差
止
め
訴
訟
等
の

行
政
処
分
の
事
前
段
階
で
提
訴
で
き
る
新
た
な
訴
訟
類
型

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
原
告

適
格
の
拡
大
も
留
意
が
必
要
な
事
項
で
あ
る
。
訴
訟
提
起

件
数
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
が
、
適
正
な
行
政
遂
行
を
行

っ
て
い
る
限
り
敗
訴
す
る
こ
と
は
考
え
難
い
の
で
、
従
来

ど
お
り
道
路
行
政
の
推
進
を
適
正
に
行
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
問
題
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

以
下
、
改
正
事
項
と
留
意
事
項
を
簡
潔
に
紹
介
す
る
。

三

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と
道
路
管
理
者
と
し
て

留
意
す
べ
き
事
項

法
の
施
行
は
公
布
日
以
降
一
年
以
内
で
あ
る
か
ら
、
順

調
に
法
案
審
議
が
進
め
ば
、
来
年
の
四
月
な
い
し
六
月
中

に
施
行
と
い
う
運
び
に
な
る
。
本
法
案
の
改
正
事
項
の
う

ち
、
法
令
上
処
分
権
限
を
有
す
る
道
路
管
理
者
に
影
響
が

及
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
原
告
適
格
の
拡
大
、
新
た

な
訴
訟
類
型
の
創
設
、
管
轄
裁
判
所
の
見
直
し
で
あ
り
、

前
二
者
は
事
業
の
進
め
方
に
、
最
後
は
訴
訟
体
制
に
若
干

の
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
ず
、
原
告
適
格
の
拡
大
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
、
道
路
区
域
決
定
と
い
う
処
分
に
つ
い
て
原
告
適

格
を
有
す
る
者
の
範
囲
が
、
当
該
区
域
内
の
土
地
所
有
者

等

(現
行
規
定
は

｢法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
｣
に
限

る
。)
に
加
え
、
沿
道
法
や
環
境
ア
セ
ス
法
な
ど
道
路
法

の
法
体
系
の
中
で
当
該
処
分
を
通
じ
個
別
的
利
益
を
保
護

す
べ
き
も
の
と
み
ら
れ
る
当
該
区
域
外
の
沿
道
の
住
民
に

ま
で
広
が
る
可
能
性
も
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
解
釈
は
原
告
適
格
の
判
断
に
係
る
過
去
の
最
高
裁
の

判
断
で
あ
る
が
、
今
回
の
改
正
に
お
い
て
こ
れ
を
立
法
者

の
裁
判
所
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
明
文
化
し
た
も
の
で

あ
り
、
｢国
民
の
権
利
利
益
の
実
効
的
救
済
を
図
る
｣
た

め
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
新
た
な
訴
訟
類
型
の
創
設
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て

は
、
道
路
管
理
者
が
処
分
を
行
う
前
段
階
に
お
い
て
、
一
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定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
義
務
付
け
や
差
止
め
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
図
1
を

参
照
し
て
い
た
だ
く
と
イ
メ
ー
ジ
し
易
い
が
、
例
え
ば
、

道
路
区
域
決
定
を
行
う
前
に
差
止
め
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
差
止
め
訴
訟
で
原
告
が
敗
訴
し

た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
判
断
の
基
準
時
、
救
済
の
必
要
性

の
事
件
が
異
な
る
た
め
、
当
該
原
告
は
当
該
道
路
区
域
決

定
後
、
改
め
て
当
該
区
域
決
定
の
取
消
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
見
す
る
と
、
本
改
正
は

と
て
つ
も
な
く
事
業
の
遅
延
原
因
と
な
る
も
の
と
懸
念
さ

れ
る
が
、
処
分
の
前
段
階
で
争
う
義
務
付
け
や
差
止
め
に

つ
い
て
は
、
行
政
庁
の
第
一
次
判
断
権
の
尊
重
と
い
う
行

政
と
司
法
の
適
切
な
役
割
分
担
に
係
る
理
念
を
掛
酌
し
、

提
起
で
き
る
た
め
の
要
件
と
し
て
、
｢重
大
な
損
害
｣
を

被
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
｢適
当
な
回
避
方
法
が
他
に

な
い
｣
(い
わ
ゆ
る

｢
一
義
性
｣)
こ
と
と
い
う
厳
格
な
要

件
が
付
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
如
何
な
る
ケ
ー
ス
が
原

告
適
格
あ
り
と
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
判
例
の
積

上
げ
を
見
守
る
し
か
な
い
が

(圏
央
道
の
代
執
行
の
停
止

申
立
て
に
対
す
る
最
高
裁
判
決

(平
成
一
六
年
三
月
一
七

日
)
で
一
定
の
指
針
は
出
さ
れ
て
い
る
。)、
道
路
管
理
者

の
処
分
が
あ
ら
か
じ
め
差
し
止
め
ら
れ
る
よ
う
な
事
例

は
、
法
令
に
基
づ
き
、
適
正
な
手
続
を
踏
ん
で
処
分
を
行

っ
て
い
る
限
り
想
定
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
重
要
な

こ
と
は
、
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
道
路
管
理
者

の
行
お
う
と
す
る
又
は
行
っ
た
処
分
に
つ
い
て
は
、
制
度

表 1 改正のポイント
改 正 事 項 現 行 改 正 案

= 改正趣旨;行政(附する司法審査穣籔強他、国民の権利利益のより実効的救淺囲る。 =
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上
執
行
不
停
止
の
原
則
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
該
処
分
の
違
法
性
が
裁
判
所
に
認

め
ら
れ
敗
訴
が
確
定
し
な
い
限
り
、
当
該
処
分
及
び
処
分

後
の
事
業
手
続
を
適
法
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
裁
判
を
受
け
る
権
利
は
何
人
に

も
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
い
る
た
め
、
訴
訟
を
提
起
す
る
こ

と
は
自
由
で
あ
り
、
極
論
す
れ
ば
、
道
路
事
業
の
反
対
派

に
よ
る
濫
訴
が
生
じ
る
懸
念
も
十
分
想
定
し
得
る
の
で
あ



表 2 行政事件訴訟法各類型の要件等比較
訴訟類型 原告の提訴要件 裁判所の考慮等すべき事

I 了~…"‐--,

執行停止
(申立て)

法律上の利益があること
(以下、共通要件)

･法令 (関係法令参酌)趣旨 ･日的
処分利益の内容 ･性質等
(以下、共通要件)

,回復困難の程度 (注2) (損害･処分の性質等勘案)
･緊急性

★次①又は②該当は執行停止決定不可
①公共の福祉に重大影響及ぼすおそれ
②本案に理由がないとみえる

(当事者の意見聴取義務)

･回復困難の程度 (損害･処分の性質等勘案)

法令の規定から処分すべきこと明らか又は処分
しないことが裁量超え ･濫用

法令の規定から処分すべきこと明らか又は処分
しないことが裁量超え ･濫用

次の①及び②該当
①償うことができない損害 ･緊急性
②本案に理由があるとみえる

★次要件該当は執行停止決定不可
･公共の福祉に重大影響及ぼすおそれ

(当事者の意見聴取義務)

.回復困難の程度 (損害･処分の性質等勘案)

次の①及び②該当
の償うこナができない損害 ･緊急性
②本案に理由があるとみえる

★次要件該当は執行停止決定不可
･公共の福祉に重大影響及ぼすおそれ

(当事者の意見聴取義務)

執行停止
(申立て)

重大な損害 (注1) ･緊急性 ----------
(効力停止は、執行停止等で目的達成なら不可)

(l)一定の処分をしない場合
次の①及び②該当
①重大な損害のおそれ ----……----≧
②適当な回避方法が他になし

(2)法令に基づく申請ある場合
次の①又は②該当
①相当期間内に何ら処分なし
②取り;肖すべき等却下された
(取消訴訟等と併合提起義務)

= 義務付け訴訟

仮の義務付け
(申立て)

仮の義務付け
(申立て) 償うことができない損害 (注3 ) ･緊急性

例① 公的保険 ･年金や生活保護等について
資格認定や保険給付等の処分を求める場
合などで、処分を求めることが、生活の
維持に必要である場合。

② 保育所への入所や通学校の指定の処分
を求める場合などで、処分がされないま
ま時間が経過すると、保育や教育などの
目的を実現することが極めて困難になる
場合。

③ 特定の日に公共施設の使用許可等の処
分を求める場合などで、判決確定前に処
分がされないと訴えの利益がなくなる場
合。 ~次の①及び②該当

①重大な指害のおそれ ---- - ------;
綸滴当な同器方沸く注4)が他!‐なし
償うこナができない損害 ･緊急性
例① 営業秘密やプライバシーに関する文書

を公開する処分が執行停止を受ける間も
なくなされる場合などで、いったん公開
されると生活や事業活動などに償うこと
ができない損害が生ずる場合。

② 規制権限に基づく監督処分や営業停止
等の処分がされて執行停止を受ける間も
なく公表される場合などで、いったん公
表されると名誉や信用等が著しく害され
る場合。

次の①及び②該当
①処分等の継続処分等で損害のおそれ
②処分等前提の訴訟で目的達成できない
処分等の申請者

=- 差止め訴訟

仮の差止め
(申立て)

仮の差止め
(申立て)

N 無効等確認訴訟

V不作為違法確認訴訟

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
多
種
多
様
な
時
代
の
要
請
に
し

鱈

な
や
か
に
対
応
し
な
が
ら
、
道
路
管
理
者
の
果
た
す
役
割

4

を
適
切
に
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
長
き
に

節

渡
る
こ
の
よ
う
な
世
論
の
強
い
思
い
が
本
法
に
よ
う
や
く

セ

吹
き
込
ま
れ
た
よ
う
に
思
え
る
o

断

る
。
確
か
に
、
訴
訟
が
一
旦
提
起
さ
れ
る
と
、
世
論
に
よ

に
改
め
て
そ
の
取
消
を
求
め
て
き
た
よ
う
な
場
合
、
つ
ま

る
批
判
の
矛
先
は
道
路
管
理
者
に
向
け
ら
れ
る
の
は
世
の

り
、
前
訴
に
お
け
る
裁
判
所
の
判
断
等
を
勘
案
し
当
該
訴

常
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
道
路
管
理
者
は
こ
の
よ
う
な

訟
提
起
が
濫
訴
の
疑
い
が
相
当
程
度
高
い
よ
う
な
場
合
に

社
会
的
影
響
を
あ
る
程
度
蟄
酌
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
こ

は
、
梼
踞
す
る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
堂
々
と
適
正
な
当

と
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。し
か
し
な
が
ら
、

該
処
分
等
に
係
る
手
続
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

処
分
の
差
止
め
を
求
め
て
敗
訴
し
た
原
告
が
当
該
処
分
後

な
い
だ
ろ
う
か
。

(執行停止･義務付け訴訟･差止め訴訟の提起要件)
注2)回復困難の程度…金銭賠慣又は原状回復による損害の回復困難の程度。

(執行停止･義務付け訴訟･差止め訴訟の裁判所の考慮事項)
注3)償うことができない損害… ｢重大な損害｣より性質、程度が著しい損害。金銭賠償できない損害のみならず、金銭賠償のみによっ

て損害を甘受させること力著しく不相当と評価される損害を含む。
(仮の義務付け･仮の差止めの申立て要件、裁判所の考慮事項)

注4)適当な回避方法…法令上の根拠がある方法に代替可能性がみえる方法であって、直裁的に法令上の根拠のない行政指導や要請行動
等は含まない。
(義務付け訴訟･差止め訴訟の提起要件)
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行政事件訴訟 民事訴訟

対 象
行政庁の処分その他公権力の行使 私法上の行為による権利侵害

原 告
法律上保護された利益を侵害され又

は侵害されるおそれのある者

権利の救済を求める者

被 告
行政庁 権利の侵害を行っているとされる者

手 続
民事訴訟法の規定を準用 民事訴訟法の規定による
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一

は
じ
め
に

民
事

･
刑
事

･
行
政
裁
判
を
問
わ
ず
、
全
て
の
裁
判
に

つ
い
て
、
一
審
判
決
ま
で
の
期
間
を
二
年
以
内
と
す
る
目

標
が
設
定
さ
れ
た
裁
判
迅
速
化
法
が
、
第
一
五
六
回
国
会

(常
会
)
(会
期
…
平
成
一
五
年
一
月
二
〇
日
~
六
月
一
八

日
)
に
お
い
て
成
立
し
、
平
成
一
五
年
七
月
一
六
日
か
ら

施
行
さ
れ
た
。

同
法
の
施
行
と
併
せ
て
、
民
事
裁
判
の
充
実

･
迅
速
化

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
民
事
訴
訟
制
度
を
よ
り
国
民
に
利

用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
同
国
会
に
提
出
さ
れ
、
成
立

し
た
の
が
、
民
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
で

あ
る
。

民
事
訴
訟
法
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
に
現
行
法
が
制

定
さ
れ
、
争
点
整
理
手
続
の
活
用
、
集
中
証
拠
調
べ
の
実

施
等
に
よ
り
、そ
の
充
実
･
迅
速
化
が
図
ら
れ
て
き
た
が
、

れ
る
こ
と
と
す
る
。

近
年
の
社
会
経
済
情
勢
の
複
雑
化
･多
様
化
、
科
学
技
術

の
進
展
等
に
応
じ
、
例
え
ば
、
大
規
模
な
公
害
事
件
、
医

療
過
誤
事
件
、
建
築
関
係
事
件
、
知
的
財
産
権
事
件
又
は

金
融
関
係
事
件
等
民
事
訴
訟
の
中
で
も
争
点
が
多
岐
に
わ

た
る
複
雑
な
事
件
や
審
理
に
専
門
的
な
知
見
を
要
す
る
事

件
が
増
加
し
て
い
る
。最
高
裁
判
所
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

一
審
判
決
ま
で
三
年
を
超
え
る
事
件
は
、
民
事
で
四
･

七
%
、
刑
事
で
0
･
四
%
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
今
後
、

こ
れ
ら
の
裁
判
は
益
々
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
一
層
の
充
実
及
び
迅
速
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
訴
訟
担
当
者
に
お
い
て
、
引
き
続
き
、
適
正

か
つ
効
率
的
な
訴
訟
業
務
の
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
平

成
一
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
民
事
訴
訟
法
の
改

正
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
、
訴
訟
遂
行
上
の
留
意
点
に
触

二

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と
留
意
事
項

1

計
画
審
理
の
推
進

ポ
イ
ン
ト
…争
点
の
主
張
立
証
時
期
や
証
人
申
請
の
時

期
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
改
正
事
項

･
裁
判
所
及
び
当
事
者
は
、
適
正
か
つ
迅
速
な
審
理

の
実
現
の
た
め
、
訴
訟
手
続
の
計
画
的
な
進
行
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(法
第

一
四
七
条
の

　
　

･
裁
判
所
は
複
雑
な
事
件
等
に
つ
い
て
、
当
事
者
双

方
と
の
協
議
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
内
容
と
す
る
審
理
の
計
画
を
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
(法
第
一
四
七
条
の
三
)

裁
判
の
充
実
と
迅
速
化
へ
の
対
応

ー
民
事
訴
訟
法
の
一
部
改
正
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係
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①
争
点
及
び
証
拠
の
整
理
を
行
う
期
間

②
証
人
及
び
当
事
者
本
人
の
尋
問
を
行
う
期
間

③
口
頭
弁
論
の
終
結
及
び
判
決
言
渡
し
の
予
定
時
期

囮
留
意
事
項

計
画
審
理
は
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
目
的
で
は
な

く
、
合
理
的
な
計
画
を
立
て
、
充
実
し
た
内
容
の
審
理

が
迅
速
に
実
現
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
国
側
が
被
告
と

な
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
訴
状
送
達
後
、
で
き
る
限
り

早
期
に
担
当
法
務
局
と
打
合
わ
せ
の
機
会
を
設
け
る
と

と
も
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
作
業
が
必
要
な
の
か
と
い

う
認
識
を
初
期
の
段
階
か
ら
担
当
者
間
で
共
有
す
る
た

め
、過
去
の
判
例
及
び
事
件
対
応
の
例
を
参
照
し
つ
つ
、

審
理
計
画
案
を
大
ま
か
に
立
て
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
事
実
関
係
の
調
査
は
も
と
よ
り
、
必
要

な
書
証
の
調
査
を
従
前
以
上
に
速
や
か
に
行
う
必
要
が

あ
る
。

な
お
、
実
際
の
運
用
と
し
て
は
、
法
第
一
四
七
条
の

三
の
規
定
を
厳
格
に
適
用
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
弾

力
的
に
一
四
七
条
の
二
の
規
定
の
趣
旨
に
沿
っ
て
計
画

的
な
審
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

(審
理
計
画
の
素
案
例
)

①
争
点
及
び
証
拠
の
整
理
の
行
う
期
間

六
か
月

②
証
人
及
び
当
事
者
本
人
の
尋
問
を
行
う
期
間
六
か
月

③
そ
の
他
必
要
な
手
続

(検
証
･
鑑
定
等
)

六
か
月

④
主
張
立
証
の
補
充
及
び
整
理

四
か
月

⑤
判
決
言
渡
し

結
審
後
二
か
月

2

証
拠
収
集
手
段
の
拡
充

ポ
イ
ン
ト
…訴
え
の
提
起
前
に
お
い
て
必
要
な
証
拠
や

情
報
の
収
集
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
訴
え
の

提
起
後
、
早
期
段
階
か
ら
裁
判
所
及
び
当
事
者
が
そ

の
後
の
審
理
の
見
通
し
を
立
て
ら
れ
る
。

の

予
告
通
知
制
度
と
提
訴
前
照
会
の
創
設

口
改
正
事
項

･
通
知
者
は
、
被
通
知
者
に
対
し
、
そ
の
予
告
通
知

を
し
た
日
か
ら
四
か
月
以
内
に
限
り
、
訴
え
の
提

起
前
に
、
訴
え
を
提
起
し
た
場
合
の
主
張

･
立
証

を
準
備
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

な
事
項
に
つ
い
て
、
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、
書

面
で
回
答
す
る
よ
う
、
書
面
で
照
会
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
(法
第
一
三
二
条
の
二
)

･
被
通
知
者
は
、
通
知
者
に
対
し
、
予
告
通
知
の
書

面
に
記
載
さ
れ
た
請
求
の
用
紙
及
び
紛
争
の
要
点

に
対
す
る
答
弁
の
用
紙
を
記
載
し
た
書
面
で
返
答

を
す
れ
ば
、
通
知
者
に
対
し
、
提
訴
前
照
会
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
(法
第
一
三
二
条
の
三
)

圏
留
意
事
項

例
え
ば
、
国
に
対
す
る
国
家
賠
償
訴
訟
を
予
定
し
て

法
務
大
臣
あ
て
に
予
告
通
知
が
送
付
さ
れ
た
と
き
は
、

法
務
省

(又
は
担
当
法
務
局
)
か
ら
所
管
行
政
庁
に
対

し
、
当
該
事
案
に
係
る
事
実
関
係
に
つ
い
て
調
査
依
頼

が
あ
る
。行
政
庁
に
予
告
通
知
が
送
付
さ
れ
た
と
き
は
、

当
該
事
件
の
処
理
を
担
当
す
る
こ
こ
と
な
る
担
当
法
務

局
に
対
し
関
係
資
料
を
添
付
し
て
報
告
す
る

(現
行
も

同
じ
)
。

提
訴
前
の
昭
容
云
に
対
し
て
は
、
回
答
す
べ
き
義
務
が

あ
る
の
で
誠
実
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

に
正
当
な
理
由
な
く
拒
絶
し
た
場
合
の
効
果
と
し
て

は
、
提
訴
後
の
当
事
者
照
会

(法
第
一
六
三
条
)
の
場

合
と
同
様
、特
段
の
制
裁
が
予
定
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、

国
の
対
応
と
し
て
不
適
当
と
非
難
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
と
も
に
、
訴
訟
係
属
後
の
裁
判
官
の
心
証
に
も
悪

影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。

一
方
で
、訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、

工
事
へ
の
反
対
等
行
政
の
円
滑
な
遂
行
に
支
障
を
与
え

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
よ
う
な
本
制
度
の
濫
用
事
例
も

想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
お
そ
れ
の

あ
る
場
合
に
は
、
照
会
者
と
の
間
で
紛
争
に
係
る
具
体

的
な
事
実
を
確
認
す
る
た
め
の
交
渉
を
行
う
な
ど

(規

則
第
五
二
条
の
八
)、
通
知
者
の
真
意
を
把
握
す
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
法
務
省

(又
は
担
当
法
務
局
)

か
ら
予
告
通
知
が
あ
っ
た
旨
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は

直
ち
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
行
政
庁
に
予
告
通
知

が
送
付
さ
れ
た
と
き
も
直
ち
に
法
務
局
担
当
と
具
体
的

な
対
応
方
法
を
相
談
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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②

提
訴
前
証
拠
収
集
処
分
の
申
立
て

□
改
正
事
項

裁
判
所
は
、
予
告
通
知
を
し
た
者
又
は
返
答
を
行
っ

た
被
通
知
者
の
申
立
て
に
よ
り
、
当
該
予
告
通
知
に
係

る
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
場
合
の
立
証
に
必
要
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
な
証
拠
と
な
る
べ
き
も
の
に
つ
い
て
、
申

立
人
が
自
ら
収
集
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
予
告
通
知
又
は
返
答
の
相
手
方
の
意
見

を
聴
い
て
、
訴
え
の
提
起
前
に
そ
の
収
集
に
係
る
次
に

掲
げ
る
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

(法
第
一
三
二
条

の
四
)。

①
文
書
の
送
付
嘱
託

②
官
公
署
等
の
団
体
に
対
す
る
調
査
嘱
託

③
専
門
家
に
対
す
る
意
見
陳
述
の
嘱
託

④
執
行
官
に
対
す
る
現
況
調
査
命
令

三

専
門
委
員
制
度
の
創
設

ポ
イ
ン
ト

…特
殊
な
専
門
的
な
知
見
が
問
題
と
な
る
事

件
の
審
理
を
充
実

･
迅
速
化
す
る
た
め
、裁
判
所
は
、

専
門
委
員
に
訴
訟
手
続
へ
の
関
与
を
求
め
、
当
事
者

が
提
出
し
た
主
張
や
証
拠
等
に
つ
い
て
専
門
委
員
の

説
明
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

口
改
正
事
項

･
争
点
･
証
拠
整
理
等
、
証
拠
調
べ
各
段
階
に
お
い

て
、
裁
判
所
が
、
証
拠
関
係
又
は
証
拠
調
べ
の
結

果
の
趣
旨
を
明
瞭
に
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
当
事
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
決
定

で
、
専
門
委
員
を
手
続
に
関
与
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る

(法
第
九
二
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
)

･
裁
判
所
が
和
解
を
試
み
る
に
当
た
り
、
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
事
者
の
同
意
を
得
て
、

決
定
で
、
当
事
者
双
方
が
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き

る
和
解
を
試
み
る
期
日
に
お
い
て
専
門
的
な
知
見

に
基
づ
く
説
明
を
聴
く
た
め
に
専
門
委
員
を
手
続

に
関
与
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

(同
条
第
三
項
)。

囲
靱窒
息事
項

専
門
委
員
は
、
裁
判
所
の
非
常
勤
職
員
で
あ
る

(法

第
九
二
条
の
五
第
三
項
)。
そ
の
関
与
は
、
争
点

･
証

拠
の
整
理
及
び
証
拠
調
べ
に
お
い
て
、
専
門
的
な
知
見

に
基
づ
き
説
明
を
さ
せ
る
場
合
に
は
、
当
事
者
の
意
見

を
聴
い
て
裁
判
所
が
判
断
す
る
が
、
証
拠
調
べ
に
お
い

て
専
門
委
員
が
直
接
証
人
等
に
発
問
を
許
し
た
り
、
和

解
に
関
す
る
た
め
に
は
当
事
者
双
方
の
同
意
が
必
要
と

さ
れ
る
。
訴
訟
の
当
事
者
と
し
て
は
、
裁
判
所
か
ら
専

門
委
員
の
関
与
に
つ
い
て
意
見
を
聴
か
れ
又
は
同
意
を

求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
所

が
当
該
専
門
委
員
を
ど
の
よ
う
な
点
に
関
与
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
を
確
認
し
、
国
側
と
し
て
そ
の
関
与

の
要
否
等
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
知
る
必
要
が
あ
る
。

四

そ
の
他

口

簡
易
裁
判
所
の
機
能
拡
充

(少
額
訴
訟
の
上
限
額

の
引
き
上
げ
等
)

･
簡
易
裁
判
所
で
、
原
則
と
し
て
一
日
で
審
理
を
終

え
、
即
決
判
決
を
言
い
渡
す
少
額
訴
訟
は
三
〇
〇

万
円
か
ら
六
〇
万
円
に
引
き
上
げ
る
。
等

□
経
過
措
置

･
改
正
法
の
制
定
は
、
附
則
に
特
別
の
定
め
が
あ
る

場
合

(施
行
前
に
提
起
さ
れ
た
少
額
訴
訟
等
は
従

前
の
例
)
を
除
い
て
、
そ
の
施
行
前
に
沿
う
自
他

事
項
に
も
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(参
考
)

別
添
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別添

睫裁判の迅速化に関する法律琢斑匿竇覇g

‘ 喜入□の大幅な増加
裁判所及び検察庁の人的体制の充実
国民にとつて利用しやすい弁護士の体制の盤備等

迅速化を推進するために必姿な施策を策定
し, 及び実施する責務を育する。

0 国民による弁護士の利用を容易にするた
めの弁護士の態勢の鑿儲

0 その他弁護士の体制の整備に努める。

民事訴訟法等の一部を改正する法律の概要

顫判所は.次のような麗合{ご 当事者双方と協議して鵞理の計画を定める。
① 奮理すべき事項が多数であり, 又は錯綜しているなと事件が複雑であること
② その他の事情
により.適正がコ迅速な審理を行うため必要なとき

5 4月以内に限り認められる手続で.
返答をしたと ‘ 同様の‐予告通知に対

訴えを提起したと'場合の主張又は立証をするために必要であることが明らかな事項に
ついて. 響面で回答するよう欝面で照会する。

訴えが提起された場合の立証に螂襞であることが明らかな証拠となるべきものにつ
いて,申立人が自ら収漿 ることが困難であると認められるときに. 裁判所が相手方
の意見を聴いて. 次の処分をする。
① 文書の所持者にその文窩の送付を嘱託すること
② 必要な調査を官庁著しくは公礬. 外国の官庁著しくは公窩又は学校. 商工会議
所, 取引所その他の団体に幟託すること

③ 専門的な知識縫甕鳶を有する者にその蔓門的な知識経験に基づく意見の陳述の嘱
託をすること

④ 執行官に対し.物の形状, 占有関係その他の現況について調査を諭す-ること

訟において, 盤 統に奪F
ことができる制度が設けられた。

具体的に‘& 次の
観 点一しくは
り, 訴訟閨係を明瞭にし。又は訴訟手続の円滑な進行を図るために必要があ
とき

2 . 証拠調べをするに当たり, 訴訟関係又顔証拠調べの結果の趣旨を明瞭にす
要があると認めるとき

◎ の

裁 判 の 迅 速 化

= 2年以内のできるだけ短い期間内に終局させる
0 繁‐籤の訴舩翹

‘ , 短 ■■ “■ “ {
○ その他の裁判所における手続

= それぞれの手続に応じてできるだけ短い期間内に終局させる。0 方 策 = ; 蓼 漆 霧 鱗霊び体制の竪備を図る。

検証結果の活用
検証の結果は. 国の施策の

策定及び一契施に当たつて, 適
切な活用が圏られなければな
らない.

最高裁判所による検証

0 裁判の迅速に係る総合的. 客観的かつ多角的な検証を行う。
･ 裁判所における手続に要した期間の状況, その長期化の原因その他必要な
蓼項について調麓 ･分析

0 結果を2年ことに, 国民に明らかにするため公表する。

蕎理計画において定める事項
① 争点及び証拠の整理を行う期間
② 証人及び当事者本人の尋問を行う期間
⑧ 口頭弁論の終結及び判決の雪渡しの予定時期

① 知的財産権関係訴訟の管轄等
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郡
市
再
壁
特
脚
晴
置
撚
の
一
部
暎
正
に
よ
る

遭
離
整
備
に
係
る
権
臟
の
移
譲
に
つ
い
て
補
足
)

国
土
交
通
省
道
路
局

本
誌
3
月
号

(35
~
幻
ペ
ー
ジ
)
で
紹
介
し
た

｢国
の

補
助
金
等
の
整
理
及
び
合
理
化
等
に
伴
う
国
土
利
用
計
画

法
及
び
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
)｣
に
つ
い
て
は
、

先
般
、
三
月
三
一
日
に
国
会
に
お
い
て
可
決
成
立
し
、
関

係
す
る
政
令
及
び
省
令
の
改
正
と
併
せ
て
四
月
一
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
法
律
改
正
に
よ
る
道
路
整
備
に
係
る

権
限
の
移
譲
に
関
し
て
、
｢政
令

(又
は
省
令
)
で
定
め

る
｣
と
さ
れ
て
い
た
た
め
3
月
号
発
行
時
点
で
は
確
定
し

て
い
な
か
っ
た
事
項
を
紹
介
し
ま
す
。

1

市
町
村
施
行
国
道
等
事
業
の
範
囲

(都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
四
六
条
第
七
項
の
政
令
)

今
回
の
法
律
改
正
に
よ
り
、
市
町
村
は
、
都
道
府
県
の

同
意
を
得
た
上
で
、
都
市
再
生
整
備
計
画
に
位
置
付
け
ら

れ
た
指
定
区
間
外
国
道
又
は
都
道
府
県
道
の
新
設
又
は
改

築
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の

(市
町
村
施
行
国
道
等
事

業
)
を
実
施
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
施
行
さ

れ
た
都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
第
九
条
及
び
都
市
再

生
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
一
三
条
で
は
、
こ
の
市
町
村

施
行
国
道
等
事
業
の
具
体
的
範
囲
を
以
下
の
と
お
り
規
定

し
て
い
ま
す
。

【道
路
本
体
の
新
設
又
は
改
築
】

①
歩
道
、
自
転
車
道
、
自
転
車
歩
行
者
道
等
の
新
設
又

は
改
築
、
横
断
歩
道
橋
の
設
置

※
例
え
ば
、
市
町
村
が
県
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

②
沿
道
の
施
設

(大
規
模
商
業
施
設
、
ホ
ー
ル
等
)
へ

の
駐
車
待
ち
車
両
に
よ
り
発
生
す
る
局
地
的
な
渋
滞

を
解
消
す
る
た
め
の
付
加
車
線
の
設
置

③
舗
装
の
設
置

※
例
え
ば
、
市
町
村
が
県
道
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
を
行

う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

【道
路
附
属
物
の
新
設
又
は
改
築
】

④
電
線
共
同
溝
の
整
備

※
例
え
ば
、
市
町
村
が
自
ら
管
理
す
る
道
路
と
併
せ

て
県
道
に
つ
い
て
電
線
地
類
中
化
事
業
を
実
施

し
、
観
光
地
や
駅
前
な
ど
で
面
的
に
地
中
化
を
行

う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

⑤
自
動
車
駐
車
場
、
自
転
車
駐
車
場
、
街
灯
、
並
木
、

さ
く
、
ベ
ン
チ
及
び
そ
の
上
屋
の
設
置

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
道
路
管

理
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
な
い
範
囲
で
、
地
域
の
実
情
を
熟

知
し
た
市
町
村
の
創
意
工
夫
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進



す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
市
町
村
施
行
国
道
等
事
業
と
し

て
規
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

2

市
町
村
施
行
国
道
等
事
業
を
実
施
す
る
市
町
村
が
代

行
す
る
道
路
管
理
者
の
権
限
の
範
囲

(都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
五
八
条
第
四
項
の
政
令
)

今
回
の
法
律
改
正
に
お
い
て
は
、
市
町
村
が
市
町
村
施

行
国
道
等
事
業
を
実
施
す
る
際
に
は
、
工
事
実
施
に
伴
っ

て
必
要
と
な
る
道
路
管
理
者
の
権
限
を
代
行
す
る
こ
と
が

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
施
行
さ
れ
た
都
市
再
生
特
別

措
置
法
施
行
令
第
一
一
条
で
は
市
町
村
が
代
行
す
る
権
限

の
具
体
的
な
範
囲
を
規
定
し
て
い
ま
す
が
、
工
事
実
施
に

伴
っ
て
必
要
と
な
る
権
限
は
個
々
の
事
業
に
よ
っ
て
異
な

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
以
下
に
掲
げ
る
権
限
の
中
か
ら

市
町
村
と
道
路
管
理
者
が
協
議
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

【道
路
法
上
の
権
限
】

①
附
帯
工
事
の
施
行

(道
路
法
第
二
三
条
第
一
項
)

②
他
人
の
土
地
の
立
入
又
は
一
時
使
用

(道
路
法
第
六

六
条
第
一
項
)

③
長
時
間
放
置
さ
れ
た
車
両
の
移
動
等

(道
路
法
第
六

七
条
の
二
)

④
土
地
の
一
時
使
用
等
に
伴
う
損
失
の
補
償

(道
路
法

第
六
九
条
)

⑤
道
路
の
新
設
又
は
改
築
に
伴
う
損
失
の
補
償

(道
路

法
第
七
〇
条
)

⑥
道
路
標
識
又
は
区
画
線
の
設
置

(道
路
法
第
四
五
条

第
一
項
、
第
四
七
条
の
四
)

⑦
道
路
に
関
す
る
工
事
の
た
め
や
む
を
得
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
通
行
の
禁
止
又
は
制
限

(道

路
法
第
四
六
条
第
一
項
第
二
号
)

⑧
通
行
の
制
限
等
を
行
う
場
合
に
お
け
る
都
道
府
県
公

安
委
員
会
と
の
調
整

(道
路
法
第
九
五
条
第
一
項
)

【電
線
共
同
溝
法
上
の
権
限
】

⑨
電
線
共
同
溝
整
備
計
画
又
は
電
線
共
同
溝
増
設
計
画

の
策
定

金
冠
線
共
同
溝
法
第
五
条
第
二
項
、
第
八
条

第
三
項
･

⑩
電
線
共
同
溝
の
占
用
許
可
申
請
の
却
下

(電
線
共
同

溝
法
第
四
条
第
四
項
、
第
八
条
第
三
項
)

⑪
電
線
共
同
溝
の
占
用
予
定
者
の
地
位
承
継
の
届
出
の

受
理

(電
線
共
同
溝
法
第
六
条
第
二
項
、
第
八
条
第

三
項
)

濁

上
記
の
権
限
の
う
ち
⑥
⑦
⑨
⑲
⑪
に
つ
い
て
は
、

権
限
を
行
使
し
た
市
町
村
は
遅
滞
な
く
道
路
管
理
者

に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
権
限
は
、
市
町
村
が
工
事
を
実
施
す
る
際
に

必
要
と
な
る
権
限
と
い
う
観
点
か
ら
規
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
占
用
許
可
を
は
じ
め
と
す
る
通
常
の
維
持
管
理
に

関
す
る
権
限
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
町
村
は
、

道
路
管
理
者
と
の
協
議
の
結
果
、
自
ら
が
代
行
す
る
こ
と

に
な
っ
た
権
限
の
範
囲
に
つ
い
て
、
道
路
利
用
者
を
は
じ

め
と
す
る
一
般
公
衆
に
対
し
て
明
ら
か
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
た
め
、
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す

(都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
五
八
条
第
三
項
に
基

づ
く
市
町
村
施
行
国
道
等
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
の
公
示

と
併
せ
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。)
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指
電
管
理
者
剛
魔
に
よ
る
遭
鞘
の
誉
鯉
に
つ
い
て

勉
道

道
路
局
路
政
課

一

経
緯

平
成
一
五
年
九
月
二
日
に
施
行
さ
れ
た

｢地
方
自
治
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
｣
に
お
い
て
指
定
管
理
者
制
度

が
創
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
法
の

｢指
定
管
理

者
制
度
｣
と
個
別
の
公
物
管
理
法
は
、
一
般
法
と
特
別
法

の
関
係
に
あ
る
た
め
、
個
別
の
公
物
に
つ
い
て
地
方
自
治

法
の

｢指
定
管
理
者
制
度
｣
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
は
、

個
別
法
の
規
定
に
よ
る
と
さ
れ
、
道
路
の
管
理
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
明
確
で
は
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
昨
年
三

月
二
二
日
の
経
済
財
政

諮
問
会
議
に
お
い
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
開
放
の
観

点
か
ら
、指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、

国
土
交
通
省
所
管
施
設
に
つ
い
て
は
、
石
原
国
土
交
通
大

臣
よ
り
最
大
限
積
極
的
に
取
り
組
む
方
針
が
示
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
昨
年
一
二
月
二
六
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
た

｢規
制
改
革
の
推
進
に
関
す
る
第
三
次
答
申
｣
に

お
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

『
公
の
管
理
に
お
け
る

｢指
定
管
理
者
制
度
｣
の
活

用
促
進

【平
成
一
六
年
度
中
に
措
置
】。

本
年
六
月
の
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
九
月
か

ら
施
行
さ
れ
て
い
る

｢指
定
管
理
者
制
度
｣
と
は
、
こ

れ
ま
で
地
方
公
共
団
体
等
の
有
す
る
公
の
施
設
の
管

理
･
運
営
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
第

三
セ
ク
タ
ー
な
ど
に
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
昨
年
度
の
当
会
議
の
答
申
等
を
受
け
、

｢指
定
管
理
者
｣
と
し
て
の
民
間
事
業
者
一
般
に
こ
れ

を
容
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
現
在
で
も
、
各
種
公
物
管
理
法
に
よ
り

｢管
理
者
｣
が
国
や
地
方
公
共
団
体
等
に
限
定
さ
れ
て

い
る
公
の
施
設
の
場
合
、
都
市
公
園
を
除
き
、
民
間
事

業
者
が

｢指
定
管
理
者
｣
と
し
て
そ
の
管
理
･
運
営
を

行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
は
明
確
に
さ
れ
て
い

な
い
。

し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
指
定
管
理
者
制
度
の
一
層

の
活
用
を
図
る
た
め
、
本
制
度
を
地
方
公
共
団
体
が
活

用
し
た
場
合
に
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
が
指
定
し
た

｢管
理
者
｣
は
、
各
種
公
物
管
理
法
に
関
係
す
る
公
の

施
設
等
に
つ
い
て
、
そ
の
管
理
･
運
営
等
を
行
う
こ
と

が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
必
要
に
応
じ
通
知
す
る
な
ど
、

所
要
の
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

』

加
え
て
、
本
年
二
月
二
七
日
に
地
域
再
生
本
部
決
定
さ



れ
た

｢地
域
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
に
お
い
て
も
、
次
の
よ

う
に
指
定
管
理
者
制
度
の
積
極
的
活
用
に
つ
い
て
指
摘
が

な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

③
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
促
進

の
指
定
管
理
制
度
の
積
極
的
活
用

地
方
公
共
団
体
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
潜
在

的
ニ
ー
ズ
を
民
間
の
創
意
工
夫
で
顕
在
化
さ
せ
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
、
雇
用
の
機
会
を
創
設
す
る
観
点
か
ら
、

積
極
的
に
民
間
開
放
を
行
う
。
特
に
、
河
川
、
道
路
、

公
営
住
宅
等
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
も
、
指
定
管
理
者

制
度
等
も
活
用
で
き
る
旨
を
新
た
に
通
知
す
る
。

二

地
方
公
共
団
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

道
路
管
理
に
お
け
る
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
検
討

す
る
に
当
た
り
、
地
方
公
共
団
体
の
業
務
実
態
や
意
向
に

つ
い
て
把
握
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
県
･
政
令
市
で
は
約
二
七
%
、
市
町
村
で
は

約
一
九
%
が
、
清
掃
や
除
草
な
ど
の
業
務
に
つ
い
て
、
道

路
管
理
の
経
費
節
減
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
指
定
管

理
者
制
度
を

｢導
入
し
た
い
｣
又
は

｢導
入
を
検
討
｣
と

考
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

(別
紙
)。

三

通
知
に
当
た
っ
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
等
を
踏
ま
え
、
｢指
定
管
理
者

制
度
に
よ
る
道
路
管
理
に
つ
い
て

(国
土
交
通
省
国
道
政

第
九
二
号
、
国
道
国
防
第
四
三
三
号
、
国
道
地
調
第
九
号
、

各
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
道
路
管
理
担
当
部
長
あ
て

平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
通
知
)｣
に
お
い
て
、
道
路
管

理
に
係
る
事
務
の
う
ち
、
占
用
許
可
、
監
督
処
分
等
の
行

政
権

(公
権
力
)
の
行
使
を
伴
う
も
の
以
外
の
事
実
行
為

(清
掃
、
除
草
、
単
な
る
料
金
の
徴
収
業
務
で
定
型
的
な

行
為
に
該
当
す
る
も
の
等
)
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
体
の

条
例
に
お
い
て
明
確
に
範
囲
を
定
め
た
上
で
、
指
定
管
理

者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
こ
れ
ら
に
事
実
行

為
を
包
括
的
に
指
定
管
理
者
に
委
託
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
旨
通
知
し
た
。

国

道

政

第

九

二

号

国
道
国
防
第
四
三
三
号

国

道

地

調

第

九

号

平
成
一
六
年
三
月
三
一
日

各
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
、
道
路
管
理
担
当
部
局
長
殿

道

路

局
路

政

課

長

道
路
局
国
道
･
防
災
課
長

道
路
局
地
方
道
･環
境
課
長

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
道
路
の
管
理
に
つ
い
て

平
成
一
五
年
九
月
二
日
に
施
行
さ
れ
た

｢地
方
自
治
法
の
"
部
を
改
正

す
る
法
律
｣
(平
成
一
五
年
法
律
第
八
一
号
)
に
お
い
て
指
定
管
理
者
制
度

が
創
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
各
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
指
定
管
理
制
度
に
よ
る
道
路
の
管
理
に
つ
い
て
、
下
記
の

事
項
に
留
意
の
上
、
適
切
に
対
応
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
貴
都
道
府
県
内
市
町
村

(政
令
指
定
都
市
を
除
く
。)
に
も
こ
の

旨
周
知
方
お
願
い
し
ま
す

(※
都
道
府
県
道
路
管
理
担
当
部
局
長
の
み
)。

お
っ
て
、
今
回
の
通
知
に
よ
り
、
道
路
管
理
に
係
る
指
定
管
理
者
制
度

の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
新
た
に
お
示
し
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
制
度

は
、
地
域
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
も
活
用
で
き
る
旨
申
し
添
え

ま
す
。

記

1

指
定
管
理
者
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
道
路
管
理
に
係
る

事
務
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法

(昭
和
二
二
年
法
律
第
六
七
号
)
第
三

国
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
o

2

指
定
管
理
者
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
道
路
の
管
理
の
範
囲
は
、
行
政

判
断
を
伴
う
事
務

(災
害
対
応
、
計
画
策
定
及
び
工
事
発
注
等
)
及
び

行
政
権
の
行
使
を
伴
う
事
務

(占
用
許
可
、
監
督
処
分
等
)
以
外
の
事

務

(清
掃
、
除
草
、
単
な
る
料
金
の
徴
収
業
務
で
定
型
的
な
行
為
に
該

当
す
る
も
の
等
)
で
あ
っ
て
、
地
方
自
治
法
第
二
四
四
条
の
二
第
三
項

及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
各
自
治
体
の
条
例
に
お
い
て
明
確
に
範

囲
を
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

な
お
、
こ
れ
ら
を
指
定
管
理
者
に
包
括
的
に
委
託
す
る
こ
と
は
可
能

で
す
。
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別紙

指定管理者制度に関する自治体へのアンケート調査

1 目的
(1) 道路維持管理について、 現在の業務委託の状況を把握
(2) 指定管理者制度の導入について自治体の意向を把握

2 調査対象
47 都道府県、 13 政令都市、 約 330 市、 約 500 町村

3 調査項目
① 一般道路の場合、 道路巡視、 清掃、 除草、 小規模修繕などの業務
② 駐車場の場合、料金徴収、清掃、施設保守点検などの業務

について、 以下の項目を調査
･委託の有無
･指定管理者活用の意向とその理由

4 調査結果
(1) 一般道路については、 経費節減やサービス向上のため、都道府県 ･政令都市の

約 27%、 市町村の約 19 % が指定管理者制度を ｢導入したい｣ 又は ｢導入を検討｣
と回答。

(2) 駐車場については、 管理効率化のため、 都道府県 ･政令市の約 49% が、 市町
村の約 33% が、指定管理者制度を ｢導入したい｣ 又は ｢導入を検討｣ と回答。

◎一般道の管理の状況
道路巡視 路面清掃 除草 小規模修繕

委託 直営 委託 直営 委託 直営 委託 直営

都道府県･政令市 30 ,2 % 69,8 % 94.8 % 5 .2 % 96.4 % 3 ,6 % 79.6 % 20,4 %

市町村
(政令市除く)

6 .7 % 93 .3 % 5 7 ,1 % 4 2 .9 % 7 1.9 % 28 ,1 % 39 ,3 % 60 .7 %

制度を導入したい、 導入を検討している割合 (一般道)

道路巡視 路面清掃 除草 小規模修繕 平均

都道府県･政令市 22.0 % 28.8 % 32 .2 % 25 .4 % 27 .1 %

市町村(政令市除く) 17 .1 % 19.7 % 19.9 % 19,2 % 19,0 %

･導入 (を検討) したい主な理由
経費節減、 サービス向上

･導入 (を検討) したいその他の業務
除雪業務、街路樹管理等

◎駐車場の管理の状況
料金徴収、 清掃、 施設保守点検のいずれの業務も、 都道府県、 政令市については

95% 以上、 市町村 (政令市除く) については、 85% 以上委託されていた。
◎指定管理者制度を導入したい、導入を検討している割合 (駐車場)

料金徴収 清掃 施設保守点検 平均

都道府県･政令市 50 .0 % 45,8 % 50 .0 % 4 8 ,6 %

市町村(政令市除く) 35,9 % 32.8 % 29.7 % 3 2 .8 %

･導入 を本言寸 したい主な理由
管理の効率化

･導入 (を検討) したいその他の業務
警備、誘導等
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は
じ
め
に

我
が
国
の
社
会
経
済
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
大

き
な
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
、
地
域
や
企
業
は
、
様
々
な

変
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
厳
し

い
条
件
や
環
境
等
に
直
面
し
な
が
ら
、
様
々
な
努
力
と
工

夫
に
よ
り
、
内
外
の
交
流
人
口
の
拡
大
や
新
規
市
場
の
開

拓
を
実
現
す
る
な
ど
、
成
果
を
上
げ
、
ま
た
、
成
果
を
上

げ
つ
つ
あ
る
地
域
･
企
業
の
多
彩
な
取
組
み
が
存
在
し
ま

す
。国

土
交
通
行
政
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
事
例

を
踏
ま
え
、
我
が
国
に
お
け
る
活
き
活
き
と
し
た
地
域
づ

く
り
と
企
業
活
動
を
支
え
る
施
策
を
展
開
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
本
白
書
の
第
I
部
で

は
、
｢活
き
活
き
と
し
た
地
域
づ
く
り
と
企
業
活
動
に
向

け
た
多
彩
な
取
組
み
と
国
土
交
通
施
策
の
展
開
｣
を
テ
ー

マ
と
し
て
取
り
上
げ
、
具
体
的
事
例
を
収
集

･
分
析
し
、

お
お
む
ね
共
通
す
る
要
素
を
抽
出

･
整
理
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
国
土
交
通
施
策
の
展
開
方
向
に
つ
い
て
議
論

し
て
い
ま
す
。

以
下
、
第
I
部

｢活
き
活
き
と
し
た
地
域
づ
く
り
と
企

業
活
動
に
向
け
た
多
彩
な
取
組
み
と
国
土
交
通
施
策
の
展

開
｣
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

第
I
部

活
き
活
き
と
し
た
地
域
づ
く
り
と
企

業
活
動
に
向
け
た
多
彩
な
取
組
み
と
国
土
交

通
施
策
の
展
開

第
l
章

活
き
活
き
と
し
た
地
域
･
企
業
へ
の
確

か
な
胎
動

第
1
節

地
域
･企
業
の
挑
戦

我
が
国
の
社
会
経
済
は
、
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
お

り
、
地
域
や
企
業
に
と
っ
て
画
一
的

･
一
律
的
な
目
標
を

設
定
し
、
活
動
す
る
こ
と
に
限
界
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
｢平
均
的
｣

･
｢標
準
的
｣
な
発
想
で
は
捉

え
き
れ
な
い

｢個
性
的
｣
な
地
域
や
企
業
の
あ
り
方
へ
の

確
か
な
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
動
き
を
踏
ま
え
、
活
き
活
き
と
し
た
地

解Û

域

･
企
業
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
我
が
国
の

2

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
企

業
に
お
い
て
実
際
に
行
わ
れ
て
い

律

る
取
組
み
の
事
例
を
収
集
し
、
分
析
す
る
こ
と
と
し
た
。

道

収
集
し
、
分
析
し
た
事
例
の
中
か
ら
、
活
き
活
き
と
し

44
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た
地
域
づ
く
り
や
企
業
活
動
に
取
組
み
、
ま
た
、
取
り
組

ど
川
越
の
蔵
造
り
の
街
並
み
の
行
方
に
関
心
を
持
つ
広
範

も
う
と
し
て
い
る
地
域

･
企
業
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
は
、

今
後
の
国
土
交
通
施
策
の
展
開
を
議
論
す
る
上
で
参
考
と

な
る
と
考
え
ら
れ
る
事
例
を
掲
載
し
、
お
お
む
ね
共
通
し

て
見
ら
れ
る
、
成
果
へ
と
つ
な
が
る
要
素
を
抽
出
･
整
理

す
る
こ
と
と
し
た
。

第
2
節

地
域
･
企
業
の
多
彩
な
取
組
み

1

地
域
の
取
組
み

地
域
の
取
組
み
と
し
て
、
｢街
並
み
の
景
観
を
活
か
し

た
事
例
｣、
｢水
辺
を
活
か
し
た
事
例
｣、
｢文
化
･
文
学
を

活
か
し
た
事
例
｣
、
｢地
域
の
暮
ら
し
と
環
境
を
活
か
し
た

事
例
｣、
｢地
域
の
基
幹
産
業
を
活
か
し
た
事
例
｣
｢特
色

あ
る
住
民
中
心
の
活
動
が
見
ら
れ
る
事
例
｣、
｢新
た
な
賑

わ
い
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
｣
、
｢国
際
交
流
を

活
か
し
た
事
例
｣、
｢他
市
町
村
と
の
連
携
に
取
り
組
ん
で

い
る
事
例
｣
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
下
記
に
主
な
も

の
を
記
載
し
た
。

=

街
並
み
の
景
観
を
活
か
し
た
事
例

[埼
玉
県
川
越
市
]
~
歴
史
を
活
か
し
た
活
性
化
~

川
越
市
で
は
、
昭
和
四
〇
年
代
以
降
、
商
業
の
中
心
は

利
便
性
の
高
い
駅
周
辺
に
移
り
、
蔵
造
り
の
商
店
街
は

徐
々
に
衰
退
し
て
い
っ
た
。
蔵
造
り
の
街
並
み
の
文
化
財

的
価
値
は
専
門
家
の
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

街
並
み
全
体
の
保
存
の
具
体
化
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
若
手
商
店
主
や
研
究
者
、
建
築
家
な

な
人
々
に
よ
っ
て
、
昭
和
五
人
年
に

｢川
越
蔵
の
会
｣
が

発
足
し
た
。

一
番
街
商
店
街
で
は
、
蔵
造
り
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
自
主
的
な
申
合
せ
と
し
て
｢町
づ
く
り
規
範
｣

を
制
定
し
、
店
舗
の
改
修
等
を
行
う
場
合
に
は

｢町
並
み

委
員
会
｣
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。
委
員
会
は
、

商
店
街
と
地
域
住
民
、
専
門
家
、
行
政
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
方
式
は
隣
接
す
る
川
越
銀
座
商
店
街
で
も
導
入

さ
れ
、
平
成
六
年
に

｢大
正
浪
漫
委
員
会
｣
が
発
足
し
て

い
る
。
市
は
、
こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
、
文
化
財
、
商

工
、
都
市
計
画
等
の
関
係
分
野
が
連
携
し
て
、
文
化
財
指

定
に
よ
る
保
存
、
商
工
振
興
と
し
て
の
改
装
に
対
す
る
補

助
、
都
市
景
観
条
例
の
制
定

(平
成
元
年
施
行
)
と
こ
れ

に
基
づ
く
補
助
、
電
線
類
の
地
中
化
等
の
道
路
整
備
な
ど

写真 1 一番街商店街

写真2 ゆう然楼周辺の街並み

に
よ
り
支
援
し
て
い
る

(写
真
1
)。

こ
の
よ
う
に
、
歴
史
的
街
並
み
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
は
着
実
に
進
ん
で
お
り
、
昭
和
五
〇
年
代
半
ば
に
は
年

間
約
二
六
〇
万
人
で
あ
っ
た
観
光
客
が
約
四
〇
〇
万
人
と

な
っ
て
い
る
。

②

文
化
･
文
学
を
活
か
し
た
事
例

[長
野
県
小
布
施
町
]

、
う
る
お
い
の
あ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
~

小
布
施
町
内
に
は
数
多
く
の
葛
飾
北
斎
の
作
品
が
残
さ

れ
て
お
り
、
作
品
の
散
逸
防
止
と
保
存
展
示
の
た
め
に
建

設
し
た
美
術
館

｢北
斎
館
｣
が
昭
和
五
一
年
に
開
館
し
、

五
人
年
に
は
北
斎
が
滞
在
し
た

｢ゆ
う
然
楼
｣
が
記
念
館

と
し
て
開
館
し
た
。
そ
の
際
、
周
辺
住
民
か
ら
地
域
の
特

性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の

提
案
が
あ
り
、
関
係
者
に
よ
り
協
定
が
結
ば
れ
、
住
民
や
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企
業
は
土
地
の
交
換
や
景
観
に
配
慮
し
た
住
宅
や
店
舗
の

建
設
を
行
い
、
町
は
特
産
の
栗
の
木
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
き

詰
め
た
歩
道
の
整
備
等
を
行
っ
た

(写
真
2
)。

昭
和
六
一
年
に
は
、
｢う
る
お
い
の
あ
る
美
し
い
町
｣

を
町
の
総
合
計
画
に
新
た
に
位
置
付
け
、
建
物
の
形
式
、

色
彩
や
素
材
等
に
つ
い
て
誘
導
す
る
指
針

｢環
境
デ
ザ
イ

ン
協
力
基
準
｣
や
地
域
の
歴
史
や
風
土
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
ゾ
ー
ン
を
設
け
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
。
平
成

元
年
に
は

｢住
ま
い
づ
く
り
相
談
所
｣
が
開
設
さ
れ
、
翌

年
に
は
助
成
や
表
彰
制
度
等
を
盛
り
込
ん
だ

｢う
る
お
い

の
あ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
｣
が
制
定
さ
れ
、
環
境

デ
ザ
イ
ン
協
力
基
準
に
沿
っ
た
建
物
の
建
築
、
広
告
物
の

変
更
、
生
け
垣
づ
く
り
な
ど
に
助
成
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
に
よ
り
、
景
観
に
対
す
る
関
心
が
町

全
体
に
波
及
し
、
小
布
施
町
の
伝
統
建
築
様
式
の
切
妻
、

大
壁
造
の
家
が
建
築
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
公
･
私
立
の

美
術
館
等
の
文
化
施
設
が
次
々
と
立
地
し
た
こ
と
も
あ

り
、
小
さ
な
町
に
全
国
か
ら
年
間
一
二
○
万
人
以
上
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

③

地
域
の
基
幹
産
業
を
活
か
し
た
事
例

[千
葉
県
富
浦
町
]
~
枇
杷
倶
楽
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
~

富
浦
町
は
、
房
州
ビ
ワ
を
二
五
〇
年
以
上
前
か
ら
栽
培

し
、
代
表
的
な
産
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
基
幹
産
業
で
あ

る
農
漁
業
と
観
光
が
い
ず
れ
も
右
肩
下
が
り
の
状
況
と
な

り
、
ま
た
、
過
疎
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
町
長
が
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

写真3 道の駅とみうら

プ
を
発
揮
し
て
、
役
場
内
に
町
産
業
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
た
。
地
域
に
点
在
す
る
資
源
を
結

び
、
面
と
し
て
活
用
す
る
事
業
の
実
施
が
検
討
さ
れ
た
結

果
、
｢枇
杷
倶
楽
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣
が
誕
生
し
、
そ
の

拠
点
と
な
る

｢道
の
駅
と
み
う
ら
･
枇
杷
倶
楽
部
｣
が
平

成
五
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

(写
真
3
)。

｢道
の
駅
と
み
う
ら
｣、
花
摘
み
試
験
園
で
あ
る

｢花
倶

楽
部
｣
、
イ
チ
ゴ
狩
り
が
楽
し
め
る

｢苺
試
験
園
｣、
温
室

と
露
地
の

｢枇
杷
狩
り
試
験
園
｣
が
分
散
配
置
さ
れ
、
体

験
型
の
観
光
客
を
誘
致
す
る
た
め
に
品
種
改
良
や
栽
培
方

式
ま
で
も
見
直
す
観
光
農
業
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
ほ
か
、
枇
杷
の
規
格
外
品
を
加
工
し
て
、
ジ
ャ

ム
や
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、
ゼ
リ
ー
な
ど
の
独
自
商
品
の
開

発
も
行
っ
て
い
る
。
こ
の
商
品
開
発
の
成
功
で
、
廃
棄
さ

れ
て
い
た
出
荷
規
格
外
の
枇
杷
に
も
商
品
価
値
が
生
ま
れ

た
。
な
お
、
｢花
倶
楽
部
｣
は
平
成
言
五
年
に
町
内
二
つ

目
の
道
の
駅
に
登
録
さ
れ
た
。

枇
杷
倶
楽
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
施
設
全
般
の
管
理
、

文
化
事
業
等
の
公
共
性
や
地
域
波
及
効
果
の
高
い
分
野
を

町
が
、
売
店
の
営
業
や
観
光
客
の
誘
致
等
の
営
利
事
業
を

町
全
額
出
資
の
第
三
セ
ク
タ
ー

｢㈱
と
み
う
ら
｣
が
担
当

し
て
お
り
、
里
m字
運
営
を
目
指
し
た
効
率
的
な
事
業
運
営

に
成
功
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
の
結
果
、
年
間
四
、
0
0
0
台
の
観

光
バ
ス
ツ
ア
ー
の
誘
致
に
成
功
し
、
道
の
駅
と
み
う
ら
の

利
用
者
は
年
間
六
七
万
人
に
の
ぼ
り
、
㈱
と
み
う
ら
の
経

営
も
里
m字
経
営
を
続
け
、
町
の
人
口
の
約
一
%
に
相
当
す

る
雇
用
の
創
出
や
地
元
農
業
の
生
産
の
安
定
化
な
ど
地
域

へ
の
波
及
効
果
も
大
き
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
事
業
活
動

を
通
じ
て
、
高
度
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
人
材
を
地
域
内
に

育
て
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
町
内
の
民
間
企
業
に
よ
る
物
販
･
飲
食
施
設

の
開
業
、
道
の
駅
で
の
販
売
を
目
指
し
た
住
民
に
よ
る
商

品
開
発
な
ど
、地
域
づ
く
り
の
取
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。

㈲

特
色
あ
る
住
民
中
心
の
活
動
が
見
ら
れ
る
事
例

[岩
手
県
遠
野
市
]
~
女
性
が
活
躍
す
る
地
域
づ
く
り
~

遠
野
市
西
部
の
田
園
地
帯
に
位
置
す
る
綾
織
地
区
で

は
、
地
区
内
の
全
世
帯
が
参
加
す
る

｢綾
織
町
地
域
づ
く

り
連
絡
協
議
会
｣
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
も
と
で
、

多
様
な
団
体
が
連
携
し
な
が
ら
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
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て
い
る
。

特
に
、
女
性
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
取
組
み
が
活
発
に

行
わ
れ
て
お
り
、
ほ
場
整
備
事
業
が
導
入
さ
れ
た
際
に
、

農
家
の
女
性
達
が
行
っ
た
要
望
の
結
果
、
平
成
九
年
に
全

国
初
と
な
る
ほ
場
整
備
で
の
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
が
実
現

し
た
。
こ
の
要
望
に
際
し
て
結
成
さ
れ
た

｢あ
や
お
り
夢

を
咲
か
せ
る
女
性
の
会
｣
で
は
、
こ
の
成
功
を
契
機
に
、

積
極
的
に
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
成
一
○
年
に
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー

｢遠
野
風
の
丘
｣

(平
成

三

年
道
の
駅
に
登
録
)
が
開
設
さ
れ
る
と
、
会

で
は
、
地
元
の
多
彩
な
農
産
物
を
食
材
と
し
て
ふ
る
さ
と

の
味
を
提
供
す
る

｢夢
咲
き
茶
屋
｣
を
開
店
し
、
一
一
年

か
ら
は
企
業
組
合
で
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
販
売
す
る
農

　　　

　　　

　

　　

　

,.

顔

　

　

　　　　

鑿
真

　　
　　
　
　

　
　　

　

産
物
は
、
地
区
の
若
者
の
農
業
担
い
手
グ
ル
ー
プ
か
ら
仕

入
れ
た
り
、
地
元
の
中
学
校
で
学
校
農
園
を
設
け
て
栽
培

し
て
も
ら
う
な
ど
し
て
お
り
、
地
産
地
消
の
取
組
み
を
地

域
に
広
げ
て
い
る

(写
真
4
)。

2

企
業
の
取
組
み

企
業
の
取
組
み
と
し
て
、
｢オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
商
品
開

発
｣、
｢新
規
市
場
の
開
拓
｣
、
｢環
境
ビ
ジ
ネ
ス
｣、
｢多
様

な
主
体
と
の
連
携
｣
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
下
記
に

｢新
規
市
場
の
開
拓
｣
に
つ
い
て
記
載
し
た
。

の

新
規
市
場
の
開
拓

[無
料
巡
回
バ
ス
に
よ
る
地
域
活
性
化
]

東
京
の
臨
海
副
都
心
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
施
設

を
巡
る
交
通
手
段
が
あ
れ
ば
、
来
訪
者
に
域
内
を
回
遊
し

て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
、
地
域
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が

生
ま
れ
る
と
い
う
貸
切
バ
ス
事
業
を
行
う
G
社
の
提
案
の

下
、
同
社
と
連
携
し
て
、
"
ベ
イ
シ
ャ
ト
ル
"
の
運
行
を

開
始
し
た
。
ま
た
、
大
手
町
･
丸
の
内

･
有
楽
町
の
都
心

地
区
に
お
い
て
も
、
同
様
に
ビ
ジ
ネ
ス
に
特
化
し
た
街
か

ら
賑
わ
い
の
あ
る
街
に
転
換
す
る
一
助
と
し
て
、
地
元
の

大
手
町
･
丸
の
内

･
有
楽
町
地
区
再
開
発
計
画
推
進
協
議

会
や
N
P
O
法
人
等
と
G
社
が
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
大

手
町
･
丸
の
内
･
有
楽
町
地
区
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
連
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
G
社
と
連
携
し
て
、
"丸
の
内
シ
ャ
ト

ル
“
の
連
行
を
開
始
し
た
。
と
も
に
、
地
域
企
業
と
交
通

企
業
が
連
携
し
て
利
用
者
負
担
の
な
い
都
心
内
回
遊
バ
ス

と
い
う
新
た
な
市
場
を
開
拓
し
た
点
に
特
色
が
あ
る

(写

真
5
)。

こ
れ
ら
の
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
デ
ザ

イ
ン
が
施
さ
れ
た
低
床
バ
ス
で
、
〃丸
の
内
シ
ャ
ト
ル
“

に
お
い
て
は
、
日
本
仕
様
に
あ
わ
せ
て
研
究
開
発
し
た
低

床
、
低
公
害
、
低
騒
音
の
電
気
バ
ス
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
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第
2
章

取
組
み
を
支
え
る
五
つ
の
要
素

活
き
活
き
と
し
た
地
域

･
企
業
へ
の
取
組
み
に
成
果
を

上
げ
、
ま
た
、
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
事
例
は
、
取
組
内

容
も
そ
れ
に
至
る
過
程
も
多
種
多
様
で
あ
り
、
ど
こ
で
も

誰
で
も
が
こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
取
組
み
を
成
功
に
導
く
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
画
一
的
な
モ
デ
ル
は
存
在
し
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
に
は
、
お
お
む
ね

共
通
し
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
要
素
が
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
①
主
体
的
な
参
加
、
②
強
み
･
個
性
の
発
揮
、
③
集

中
、
④
連
携

･
協
働
、
⑤
継
続
･
展
開
の
五
つ
に
整
理
し

た
。第

1
節

主
体
的
な
参
加

努
力
や
工
夫
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
創
造
的
な

行
動
を
伴
う
主
体
的
な
参
加
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

1

意
識
の
醸
成
と
共
有

[創
造
的
な
変
革
意
識
へ
の
進
展
]

地
域
の
行
政
の
長
や
職
員
、
商
店
主
、
住
民
の
一
人
な

ど
が
ま
ず
声
に
し
、
問
題
意
識
を
語
り
合
い
、
ま
た
、
他

地
域
の
取
組
み
、
行
政
の
施
策
や
事
業
等
の
情
報
が
伝
え

ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
を
よ
り
良
く
し
た
い
、
地
域

の
た
め
に
自
分
達
は
何
が
で
き
る
か
と
い
う
思
い
が
生
ま

れ
て
い
る
。

企
業
の
事
例
を
見
て
も
、
リ
ー
ダ
ー
の
明
確
な
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
な
さ
れ
る
行
動
に
よ
る
ほ
か
、
社
内

の
誰
か
が
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
行
政
施
策
の
動
向
、

顧
客
の
声
な
ど
を
背
景
に
声
に
す
る
こ
と
が
、
内
発
的
な

取
組
み
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

[｢参
加
と
貢
献
｣
意
識
の
共
有
と
そ
の
広
が
り
]

地
域
づ
く
り
の
事
例
に
お
い
て
は
、
住
民
や
企
業
、
N

P
O
等
の
幅
広
い
参
加
が
得
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
自
然
発
生
的
に
広
範
な
参
加
が
実
現
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
次
第
に
参
加

者
が
増
加
し
て
い
っ
た
も
の
や
、
次
第
に
民
間
に
よ
る
取

組
み
の
比
重
が
増
し
て
い
っ
た
も
の
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
意
識
の
広
が
り
に
つ
な
が
っ
た
原
因
は
、

そ
の
取
組
み
が
、
①
共
感
さ
れ
る
目
標
と
内
容
、
②
情
報

の
共
有
、
③
自
由
な
意
見
形
成
と
い
う
条
件
を
満
た
し
て

い
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2

明
確
か
つ
適
切
な
目
標
像
の
設
定

[顧
客
と
参
加
者
の
双
方
か
ら
共
感
さ
れ
る
目
標
像
]

目
標
像
が
、
そ
の
顧
客
と
し
て
想
定
し
た
利
用
者
･
需

要
者
の
欲
求
を
満
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
同
時
に
、
目
標
像
が
参
加
者
に
と
っ
て
も
興
味

を
も
つ
こ
と
が
で
き
、自
己
実
現
な
ど
の
欲
求
を
満
た
し
、

共
感
を
得
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
自
発
的
な
参

加
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
目
標
像
は
、
地
域

で
暮
ら
す
住
民
の
生
活
の
質
を
向
上
し
、
地
域
へ
の
誇
り

を
強
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
過
程
と
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

[わ
か
り
や
す
く
、
将
来
性

･
発
展
性
の
あ
る
目
標
像
]

実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
地
域
の
姿
が
、
わ
か
り
や
す

く
、
具
体
的
に
想
い
描
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
、
共
感
を
得
ら
れ
、
そ
の
目
標
像
の
実
現
へ

向
け
た
整
合
的
な
取
組
み
へ
と
つ
な
が
る
。

ま
た
、
将
来
の
社
会
経
済
を
見
据
え
、
長
期
的
な
効
果

を
有
し
、
持
続
的
に
取
組
み
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
目

標
像
を
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

3

強
い
愛
着
を
持
ち
、
革
新
的
･
創
造
的
な
発
想
と
粘

り
強
さ
を
持
つ
多
様
な
人
材

[中
心
と
な
る
先
導
役
と
調
整
役
の
存
在
]

多
く
の
人
々
の
共
感
や
賛
同
を
得
な
が
ら
、
具
体
的
な

地
域
づ
く
り
の
取
組
み
へ
と
発
展
し
て
い
く
過
程
に
は
、

中
心
と
な
っ
て
地
域
づ
く
り
を
先
導
し
て
い
く
人
材
が
見

ら
れ
、
よ
り
良
い
地
域
の
実
現
に
向
け
た
強
い
情
熱
と
行

動
力
、
そ
し
て
粘
り
強
さ
を
備
え
、
周
囲
を
巻
き
込
む
魅

力
や
説
得
力
を
有
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
、
多
数
の
関
係
者
を
調

整
し
て
い
く
調
整
役
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

[専
門
家
の
参
加
と
外
を
知
る
人
材
の
活
用
]

地
域
づ
く
り
の
取
組
み
を
進
め
て
い
く
中
で
は
、
事
例

に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
有
す

る
専
門
家
を
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
も
多
い
。

企
業
に
お
い
て
は
、
外
部
の
人
材
あ
い
は
研
修
等
に
よ
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り
他
産
業
や
他
企
業
の
技
術
･
商
品
･
サ
ー
ビ
ス
等
を
学

ん
だ
人
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
自
社
の
特
性
を
生
か
す

工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

[ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
]

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
ト
ッ
プ
に
は
、
先

頭
に
立
っ
て
取
り
組
む
積
極
性
、
過
去
に
固
執
す
る
こ
と

な
く
新
た
な
取
組
み
を
行
い
、
あ
る
い
は
創
造
的
な
取
組

み
を
受
け
入
れ
る
革
新
性
が
認
め
ら
れ
る
。

第
2
節

強
み
･
個
性
の
発
揮

活
き
活
き
と
し
た
地
域
づ
く
り
や
企
業
へ
の
取
組
み
が

特
色
あ
る
個
性
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
、
そ
の

地
域
や
企
業
が
有
す
る
資
源
を
有
効
に
利
用
し
て
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

[地
域
資
源
の
発
掘
･
選
択
]

地
域
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
て
い
る
資
源
と
し
て
は
、
伝

統
的
な
街
並
み
、
歴
史
や
文
化
、
小
説
、
祭
り
等
の
行
事
、

地
元
の
産
業
や
産
物
、
温
泉
と
い
っ
た
も
の
に
加
え
、
地

域
の
普
段
の
生
活
や
地
形
等
の
自
然
条
件
、
気
風
、
お
も

て
な
し
の
心
な
ど
、
多
種
多
様
な
有
形
無
形
の
も
の
が
あ

る
。こ

の
よ
う
な
地
域
資
源
の
発
見
に
つ
な
が
っ
た
原
因
と

し
て
は
、
①
地
域
を
知
る
、
②
柔
軟
な
発
想
、
発
想
の
転

換
、
③
既
存
資
源
の
新
た
な
活
用
、
④
外
部
の
目
の
活
用
、

⑤
強
み
の
あ
る
資
源
の
選
択
と
い
う
取
組
み
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

[地
域
資
源
の
維
持
･
保
全
･
伸
長
]

必
要
に
応
じ
て
、多
様
な
地
域
資
源
を
維
持
･
保
全
し
、

長
所
を
よ
り
伸
長
さ
せ
、
あ
る
い
は
将
来
の
再
生
に
備
え

て
記
録
化
し
、将
来
の
地
域
に
残
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

[外
部
資
源
の
積
極
的
活
用
]

自
ら
の
資
源
の
価
値
を
高
め
る
た
め
、
外
部
の
資
源
と

の
組
合
せ
を
行
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
事
例
に
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
参
考
と
な
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
遠
隔
地
間
や
相
乗
効
果
を
期
待
す
る
隣
接
地
域
間
の

連
携
な
ど
を
行
う
場
合
も
あ
る
。

企
業
に
お
い
て
も
、
産
学
連
携
や
企
業
間
連
携
に
よ
る

共
同
研
究
、
共
同
開
発
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

[企
業
に
お
け
る
資
源
の
発
掘
、
強
み
を
活
か
せ
る
選

択
、
維
持
･
保
全
･
伸
長
]

小
さ
な
潜
在
需
要
や
隙
間
的
な
潜
在
需
要
を
つ
か
み
、

顧
客
を
発
掘
し
、
そ
れ
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
活
性
化
し

て
い
る
企
業
が
あ
る
。

第
3
節

集
中

[企
業
の
得
意
分
野
へ
の
集
中
的
な
投
資
]

企
業
は
、
自
社
の
持
ち
味
が
活
か
せ
る
得
意
分
野
を
選

択
し
、
市
場
占
有
率
の
上
昇
を
図
る
た
め
、
限
ら
れ
た
経

営
資
源
を
集
中
的
に
投
資
し
、
そ
の
業
界
で
独
自
の
地
位

を
確
保
し
て
い
る
。

[地
域
づ
く
り
に
お
け
る
施
策
の
集
中
と
戦
略
的
な
宣

伝

･
広
告
]

地
域
の
行
政
に
お
い
て
は
、
地
域
づ
く
り
に
係
る
施
策

を
で
き
る
限
り
集
中
的
に
実
施
し
、
成
果
の
早
期
発
現
と

相
乗
効
果
の
最
大
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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第
4
節

連
携
･
協
働

地
域
づ
く
り
が
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
地
域
の
関

係
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
特
色
を
生
か
し
た
活
動
を
行

い
、
時
に
は
そ
れ
ら
の
活
動
が
重
な
り
合
い
な
が
ら
、
同

じ
目
標
像
に
向
か
っ
て
調
和
し
、
連
携
･
協
働
し
て
取
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
企
業
に
お

い
て
も
、
行
政
や
大
学
の
研
究
者
と
の
協
働
に
よ
る
新
た

な
技
術
の
開
発
、
あ
る
い
は
異
業
種
の
企
業
と
の
連
携
に

よ
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
な
ど
、
様
々
な
関
係
者
と

の
協
働
･
連
携
が
重
要
で
あ
る
。

1

目
標
像
の
共
有
化
と
実
践
へ
の
反
映

数
多
い
参
加
主
体
に
目
標
像
が
共
有
さ
れ
ず
、
ま
た
実

践
に
移
さ
れ
な
い
と
し
た
ら
、
目
標
像
に
到
達
す
る
こ
と

は
期
待
で
き
な
い
。

こ
の
た
め
、
行
政
と
住
民
や
企
業
等
が
協
議
会
等
を
構

成
し
、
共
通
の
将
来
像
を
策
定
し
て
い
る
事
例
や
、
目
標

像
を
条
例
化
す
る
事
例
も
あ
る
。

企
業
に
お
い
て
は
、
リ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た

経
営
方
針
等
に
し
た
が
っ
て
、
取
組
み
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
企
業
を
取
り
巻
く
関
係
者
か
ら
も
共
感
を
得

ら
れ
る
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。



2

連
携
･
協
働
に
よ
り
、
調
和
が
と
れ
、
相
乗
効
果
を

発
揮
す
る
よ
う
な
取
組
み

[調
整
役
を
介
し
た
連
携
･協
働
]

多
数
の
関
係
者
に
よ
る
取
組
み
を
進
め
て
い
く
場
合
、

複
雑
な
利
害
関
係
を
調
整
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

行
政
が
こ
の
調
整
役
の
役
割
を
担
う
場
合
に
お
い
て

は
、
行
政
部
内
の
縦
割
り
の
枠
を
超
え
た
総
合
的
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
例
も
見
ら
れ
る
。

企
業
の
技
術

･
商
品

･
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
お
い
て
も
、

行
政
が
調
整
役
と
な
っ
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

[資
金
調
達
面
で
の
連
携

･
協
働
]

地
域
づ
く
り
の
資
金
調
達
面
に
お
い
て
も
、
民
間
資
金

の
活
用
や
、
会
費
等
の
参
加
者
に
よ
る
負
担
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
参
加
意
識
や
費
用
対
効
果
意
識
の
向
上
が

図
ら
れ
て
い
る
。

企
業
に
お
い
て
も
、
関
係
企
業
が
技
術
研
究
組
合
を
つ

く
り
、
官
民
が
資
金
を
拠
出
し
、
新
た
な
技
術
の
開
発
に

取
り
組
む
例
が
あ
る
。

[地
域
の
産
業
と
の
連
携
]

地
域
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
地
域
の
産
業
と
連
携
し
た

取
組
み
を
進
め
た
り
、
産
業
の
垣
根
を
超
え
た
地
域
の
産

業
の
連
携
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
に
新
た
な

魅
力
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
地
産
地
消
な
ど
地
域
内
で

の
経
済
循
環
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

[地
域
間
の
連
携

･
協
働
]

地
域
間
の
連
携
･
協
働
も
、
幅
広
い
選
択
肢
の
提
供
な

ど
、
単
一
の
地
域
で
は
実
現
が
困
難
な
競
争
力
の
形
成
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
間
で
相
互
に
情
報
を
交

換
し
、
自
ら
の
取
組
み
を
見
直
し
た
り
、
宣
伝

･
広
告
活

動
の
共
同
実
施
に
よ
り
、
情
報
の
発
信
力
を
高
め
る
こ
と

な
ど
も
有
効
で
あ
る
o

[
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
連
携
]

地
域
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
施
設
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド

面
で
の
取
組
み
と
、
そ
れ
を
活
用
し
た
ソ
フ
ト
面
の
取
組

み
の
連
携
も
欠
か
せ
な
い
。
例
え
ば
、
伝
統
的
建
築
物
の

保
存

･
修
復
、
電
線
類
の
地
中
化
、
舗
装
の
変
更
等
と
合

わ
せ
た
景
観
保
全
の
た
め
の
協
定
の
締
結
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
等
の
取
組
み
な
ど
の
事
例
が
あ
る
。

ハ
ー
ド
面
の
取
組
み
に
お
い
て
は
、
地
域
の
魅
力
を
演

出
す
る
た
め
の
色
彩
、
意
匠
、
照
明
、
周
辺
を
含
め
た
空

間
形
成
へ
の
配
慮
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。

[企
業
間
や
他
産
業
、
研
究
機
関
等
と
の
連
携
]

企
業
に
お
け
る
新
た
な
技
術
･
商
品
･
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
に
お
い
て
は
、限
ら
れ
た
内
部
の
資
源
だ
け
で
は
な
く
、

他
の
企
業

･
産
業
や
有
識
者
の
知
見
を
活
用
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

第
5
節

継
続
･
展
開

取
組
み
は
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
継
続
し
て
行
わ

れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
地
域
や
企
業
を
よ
り
良
く
す

る
た
め
の
努
力
を
絶
え
間
な
く
継
続
し
、
取
組
み
を
展
開

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

[資
源
の
劣
化
の
防
止
と
絶
え
間
な
い
改
善
]

景
観
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
景
観
保
全
の

た
め
の
条
例
に
よ
る
規
制
の
導
入
な
ど
、
地
域
資
源
の
保

全

･
維
持
･
管
理
を
行
い
、
そ
の
劣
化
を
防
ぐ
こ
と
は
、

取
組
み
を
持
続
し
て
い
く
前
提
と
な
る

(図
1
)。

[線
的
･
面
的
な
展
開
]

地
域
づ
く
り
の
取
組
み
は
、
紹
介
し
た
取
組
事
例
の
ほ

と
ん
ど
に
お
い
て
は
、
点
的
な
取
組
み
か
ら
線
的

･
面
的

な
取
組
み
へ
と
発
展
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
取
組
み
の

長
期
的
な
効
果
を
持
続
さ
せ
つ
つ
、
そ
れ
ま
で
の
取
組
み

を
発
展
さ
せ
、
ま
た
は
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
新
た
な

取
組
み
を
追
加
し
て
行
う
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。

企
業
に
お
い
て
も
、
一
定
の
地
域
や
小
さ
な
市
場
で
の

実
験
的
な
試
み
か
ら
、
全
国
的
な
展
開
や
大
き
な
市
場
へ

挑
戦
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

[参
加
意
識
の
持
続
]

地
域
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
参
加
者
の
や
る
気
を
持
続

さ
せ
る
た
め
の
工
夫
が
重
要
で
あ
る
。
参
加
者
間
の
交
流

な
ど
楽
し
ん
で
参
加
で
き
る
よ
う
な
工
夫
や
表
彰
制
度
な

ど
に
よ
り
、参
加
意
識
の
持
続

･
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

企
業
に
お
い
て
も
、
知
的
好
奇
心
や
興
味
が
持
て
る
課

題
、
社
会
的
に
貢
献
し
て
い
る
と
満
足
が
得
ら
れ
る
課
題

等
に
対
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
企
業
の
環

境
や
風
土
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

60 道テテセ 2004.4



(市
町
村
数
)

　
　　　　
　
　
　

:

‐
:

;

･

(

交

…
…
…
…
…-
.
･
･
･

　
　
　
　
　

　資料) 国土交通省

俄
数

累

村

村

町

一期

市

中

定

定

生
卿
“燕

□
◆

1975

図 1 景観条例制定市町村数の推移

1980 l985 1990 1995

即
徽
400
350
300
250
200
拗
100
50
0

(市
町
村
累
計
数
)

第
3
章
国
土
交
通
施
策
の
役
割
と
今
後
の
展
開

今
後
、
我
が
国
の
地
域

･
企
業
が
活
き
活
き
と
し
た
地

域
と
企
業
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
･
弱
み

を
踏
ま
え
つ
つ
、
発
掘

･
選
択
し
た
資
源
を
活
用
し
て
、

自
ら
進
む
べ
き
方
向
と
目
標
像
を
設
定
し
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
資
源
を
集
中
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
地
域

づ
く
り
と
企
業
活
動
を
支
え
る
国
土
交
通
施
策
を
展
開
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

国
土
交
通
行
政
に
お
い
て
は
、
個
別
の
取
組
み
に
応
じ

て
主
体
の
最
適
な
組
合
せ
と
役
割
分
担
を
追
求
し
つ
つ
、

様
々
な
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
･
企
業
の
自

主
的
･
主
体
的
な
取
組
み
を
前
提
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

を
尊
重
し
、多
様
性
を
重
視
し
た
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

こ
の
た
め
、
地
域
や
住
民
、
企
業
、
N
P
O
等
と
協
働

(パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
)
関
係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

創
意
工
夫
を
活
か
す
柔
軟
か
つ
総
合
的
な
推
進
手
法
を
導

入
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
1
節

行
政
と
民
間
の
役
割

1

役
割
分
担
の
様
々
な
あ
り
様

[意
識
の
醸
成
･
取
組
み
の
契
機
づ
く
り
]

地
域
づ
く
り
の
事
例
の
一
連
の
取
組
み
の
端
緒
を
見
る

と
、
地
域
づ
く
り
に
関
心
の
高
い
人
々
に
よ
る
自
発
的
な

意
識
の
発
生
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
事
例
や
、
地
域
の
行
政

が
主
体
と
な
っ
て
取
組
み
を
始
め
た
事
例
、
ま
た
、
行
政

の
誘
導
に
よ
り
組
織
化
さ
れ
た
地
域
づ
く
り
協
議
会
な
ど

に
よ
り
取
組
み
が
始
め
ら
れ
た
事
例
も
あ
る
。

民
間
の
行
動
が
端
緒
と
な
っ
た
場
合
に
も
、
地
域
の
行

政
が
、
資
金
援
助
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
の
行
政
に
よ
る
方
針
･
方
向
性
や
支
援
策
の
提
示
が

取
組
み
の
呼
び
水
と
な
っ
た
事
例
や
、
高
速
交
通
網
の
整

備
が
ま
ち
の
あ
り
方
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
事
例

も
あ
る
。

こ
う
し
た
民
間
、
地
域
の
行
政
に
よ
る
取
組
み
の
端
緒

に
つ
い
て
は
、
国
に
よ
る
基
本
的
な
方
針
･
方
向
性
の
提

示
や
支
援
策
の
策
定
な
ど
が
背
景
と
な
っ
た
場
合
や
、
他

地
域
の
取
組
み
を
参
考
と
し
て
、
自
ら
の
地
域
の
特
性
を

活
か
し
た
内
容
を
考
案
し
て
い
く
こ
と
も
あ
る
。

企
業
に
お
い
て
も
、
経
済
的
規
制
の
改
革
や
、
行
政
に

よ
る
施
策
や
規
制
、
調
達
に
関
す
る
方
針
･
方
向
性
の
提

示
に
対
応
す
る
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
新
技
術
や
新
商

品
の
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
事
例
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

行
政
が
企
業
間
連
携
や
産
学
連
携
を
推
進
す
る
際
に
必
要

な
情
報
の
提
供
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
場
合
も
あ
る
。

[人
材
の
確
保

･
育
成
]

地
域
づ
く
り
の
中
心
と
な
っ
た
人
材
は
、
そ
の
所
属
す

る
組
織
如
何
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、

取
組
み
の
当
初
か
ら
そ
の
よ
う
な
人
材
が
得
ら
れ
て
い
た

わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
。
取
組
み
を
続
け
る
中
で
人
材

が
育
つ
場
合
も
多
く
、
地
域
づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育
成

自
体
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
も
あ
る
。
行
政
の
施
策
と
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し
て
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。

殻
に
わ
た
り
、
住
民
、
企
業
、
N
P
O
等
が
主
体
的
に
参

該
地
域
を
超
え
て
有
す
る
効
果
や
影
響
に
か
ん
が
み
て
、

企
業
に
お
い
て
も
、
従
業
員
の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で

加
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
取
組
み
を
展
開
し
て
い
く

広
域
的
ま
た
は
全
国
的
な
観
点
や
国
際
的
な
観
点
か
ら
･小

い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
は
、
積
極
的
に
外
部
の
人
材
も

活
用
す
る
こ
と
も
有
力
な
手
段
で
あ
る
。

[特
色
･
個
性
を
活
か
し
た
目
標
像
の
設
定
と
取
組
み

の
実
施
、
変
革
努
力
の
継
続
]

地
域
づ
く
り
の
取
組
み
の
実
践
段
階
に
お
い
て
は
、
行

政
、
住
民
、
企
業
、
N
P
O
な
ど
多
様
な
主
体
に
よ
る

様
々
な
取
組
み
が
複
合
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
取
組
み
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
行
政
は
、
民
間

に
よ
る
取
組
み
の
効
果
を
高
め
る
た
め
の
関
連
す
る
公
共

施
設
の
改
良
や
、
条
例
に
よ
る
規
制
な
ど
の
役
割
を
民
間

の
取
組
み
と
連
携
･
協
働
し
な
が
ら
行
う
と
と
も
に
、
民
間

の
取
組
み
に
対
す
る
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
民
間
に
お
い

て
は
、
公
共
的
な
施
設
を
活
用
し
た
活
動
や
事
業
、
住
宅
や

商
店
の
改
装
、
新
規
事
業
の
創
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

企
業
に
お
い
て
は
、
市
場
を
自
ら
調
査
し
、
目
標
や
計

画
を
設
定
し
て
い
る
が
、
行
政
や
関
係
者
が
一
体
と
な
っ

て
、
技
術
開
発
等
に
取
り
組
む
場
合
や
、
一
体
と
な
っ
て

市
場
調
査
を
行
う
場
合
も
あ
る
。

2

基
本
的
な
役
割
分
担
の
考
え
方

[行
政
と
民
間
]

最
終
的
に
は
民
間
の
主
体
的
な
取
組
み
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
が
、
成
功
へ
の
重
要
な
要
素
と
な
る
。

こ
の
た
め
、
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
そ
の
過
程
全

加
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
取
組
み
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
、
地
域
を
事
業
活
動
の
場
と

す
る
企
業
は
、
地
域
の
重
要
な
主
体
と
し
て
、
地
域
づ
く

り
に
参
加
し
、
取
組
み
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

ま
た
、
企
業
活
動
に
お
い
て
は
、
潜
在
的
需
要
を
積
極

的
に
発
掘
し
、
そ
の
事
業
を
拡
大
す
る
こ
と
や
、
新
た
な

市
場
を
開
拓
し
、
利
用
者
に
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
行
政
に
お
い
て
は
、
民
間
が
活

動
し
や
す
い
市
場
環
境
を
整
備
し
、
そ
の
機
能
が
最
大
限

発
揮
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
市
場
で
は
供
給
さ

れ
な
い
社
会
資
本
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
安
全
、
環
境
、

利
便
性
な
ど
に
関
す
る
基
本
的
ル
ー
ル
の
設
定
と
監
査
等

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
近
年
、
行
政
と
民
間
の
中
間
領
域
が
拡
大
し

つ
つ
あ
り
、
N
P
O
等
に
は
行
政
と
民
間
の
媒
介
と
し
て

の
役
割
が
期
待
さ
れ
る

(図
2
)。

ま
た
、
主
体
的
、
積
極
的
に
参
加
す
る
気
風
の
醸
成
等

に
行
政
と
民
間
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
。

[国
と
地
域
]

地
域
づ
く
り
は
、
地
域
の
民
間
や
行
政
が
自
ら
の
創
意

工
夫
に
よ
り
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、地
域
が
、

主
体
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
国
は
地
域
の

自
主
的

･
自
発
的
な
取
組
み
に
対
し
、
そ
の
取
組
み
が
当

資料)内閣府｢NPOホームページ｣より作成

広
域
的
ま
た
は
全
国
的
な
観
点
や
国
際
的
な
観
点
か
ら
必

要
な
支
援
を
行
う
。

ま
た
、
国
が
施
策
の
推
進
を
図
る
立
場
か
ら
、
積
極
的

な
支
援
を
行
い
、
地
域
と
協
働
し
て
取
組
み
を
進
め
る
場
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合
に
お
い
て
も
、
地
域
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

高
速
道
路
や
新
幹
線
、
空
港
、
重
要
港
湾
と
い
っ
た
国

内

･
国
際
の
基
幹
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
安

全
、
環
境
、
利
便
性
な
ど
に
関
す
る
基
本
的
な
ル
ー
ル
は
、

地
域
づ
く
り
と
企
業
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
ま
た
、
大
都
市
圏
と
海
外
、
国
内
各
地
、
各
地
域
間

を
結
ぶ
人
流
、
物
流
の
あ
り
方
や
国
の
内
外
の
市
場
の
あ

り
方
は
、
地
域
や
企
業
に
と
っ
て
一
層
重
要
と
な
る
。
こ

の
た
め
、
国
は
、
地
域
等
が
創
意

･
工
夫
･
知
恵
の
競
争

に
参
加
す
る
機
会
の
均
等
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
国
際

的
な
観
点
か
ら
も
企
業
活
動
上
魅
力
と
な
る
環
境
を
形
成

す
る
た
め
に
必
要
な
安
全
で
質
の
高
い
居
住
･
生
活
環
境

等
を
含
む
基
礎
的
条
件
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、
重
要
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
地
域
間
の
連
携
･
協
働
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
近
隣
地
域
内
や
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
内
、

さ
ら
に
は
全
国
的
な
複
合
的

･
重
層
的
な
分
担
･
依
存
関

係
が
求
め
ら
れ
る
観
点
か
ら
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地

域
の
取
組
み
の
一
層
の
推
進
が
図
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
国
際
的
な
連
携
･
協
調
体
制
の
構
築
や
国
際

的
な
競
争
条
件
の
整
備
や
国
際
基
準
等
へ
の
取
組
み
に
つ

い
て
は
、国
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

活
き
活
き
と
し
た
地
域
や
企
業
活
動
へ
の
取
組
み
を
促

進
す
る
社
会
環
境
の
形
成
に
は
、
国
と
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
る
。

第
2
節

地
域
や
住
民
、
企
業
、
N
P
O
等
と
の
協
働

(パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
)
関
係
の
構
築

[住
民
、
企
業
、
N
P
O
等
と
の
協
働
]

国
土
交
通
行
政
に
お
い
て
は
、
地
域
づ
く
り
は
、
行
政

と
住
民
、
企
業
、
N
P
O
等
が
協
働
関
係

(パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
)
に
立
っ
て
進
め
る
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
の
も

と
、
活
き
活
き
と
し
た
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
の
全

般
に
つ
い
て
、
住
民
や
民
間
の
積
極
的
な
参
画
と
意
見
の

反
映
を
促
進
し
て
い
く
。

今
後
は
、
民
間
に
よ
る
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
公
共
空

間
の
活
用
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
交
通
等
に
お
け

る
住
民
、
N
P
O
等
の
協
働
領
域
を
拡
大
し
て
い
く

(写

真
6
)。

ま
た
、
企
業
の
先
駆
的
な
取
組
み
や
、
適
切
な
競
争
が

行
わ
れ
る
よ
う
、政
策
の
立
案
や
市
場
の
監
視
に
あ
た
り
、

企
業
、
国
民
の
意
見
を
十
分
反
映
し
て
い
く
。
市
場
で
は

十
分
に
対
応
で
き
な
い
分
野
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
ル
ー

ル
設
定
や
支
援
を
行
い
、
関
係
者
の
協
働
で
問
題
の
解
決

を
図
っ
て
い
く
。

[地
域
の
目
標
像
の
共
有
化
]

地
域
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
地
域
の
目
標
像
の
共
有
化

を
通
じ
て
、
各
主
体
が
目
標
像
の
達
成
に
向
け
そ
れ
ぞ
れ

の
果
た
す
役
割
を
認
識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
整
合
的

に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
乗
効
果
が
最
大
限
に
発
揮

さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

[国
民
に
開
か
れ
た
行
政
運
営
と
対
話
型
行
政
の
推
進
]

地
方
ブ
ロ
ッ
ク
戦
略
会
議
の
活
用
や
説
明
責
任
の
向

上
、
公
共
事
業
の
実
施
過
程
全
般
に
関
す
る
透
明
性
の
向

上
な
ど
、
国
民
に
開
か
れ
た
行
政
運
営
と
対
話
型
行
政
を

推
進
し
て
い
く
。
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第
3
節

創
意
工
夫
を
活
か
す
柔
軟
か
つ
総
合
的
な
推

進
手
法
の
導
入

[地
域
の
特
性
に
応
じ
た
柔
軟
な
規
格
･
基
準
の
設
定
]

地
域
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

色

･
個
性
を
発
揮
し
た
地
域
づ
く
り
を
支
援

･
協
働
し
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
特
性
や
目
標
像
に
応
じ
て
適
切

な
社
会
資
本
を
整
備
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
柔
軟
な
規
格
･
基
準
の
設
定

(ロ
ー
カ
ル

写真6 歩道を利用したオープンカフェ



ル
ー
ル
の
導
入
)
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
平
成
一
五
年
の
一
･
五
車
線
的
道
路
整
備
等
の
導

入
に
加
え
、
さ
ら
に
合
流
式
下
水
道
の
改
善
手
法
の
多
様

化
、
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
の
研
究
開
発
な
ど
の
取
組

み
を
進
め
る

(図
3
)。

[柔
軟
な
地
域
づ
く
り
推
進
手
法
の
構
築
]

施
策
の
本
格
的
な
実
施
に
先
立
ち
試
行
的
に
効
果
を
測

定
す
る
手
法
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
集
約
的
な
都
市
構

.な
ら
3
復
讐
//

‐&

　　　
　
　　
　
　

参

′

舵

乾
き
を
離
し

　

　

　
　
　

　　

　
　
　　　　
　
　
　

　

　
　

　　
　
　

　
　
　

　

う

嬉

.
)艘
に

車

　

　
　

造
へ
の
転
換
に
取
り
組
む
場
合
に
お
け
る
都
市
空
間
の
再

編
と
合
理
的
な
土
地
利
用
を
円
滑
に
促
進
す
る
政
策
的
な

対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

[地
域
の
自
主
性
･
裁
量
性
を
追
求
し
た
支
援
措
置
]

支
援
措
置
に
つ
い
て
も
、
現
に
挑
戦
す
る
取
組
み
を
行

お
う
と
す
る
地
域
に
必
要
な
支
援
を
行
い
つ
つ
、地
域
が
、

そ
の
実
情
に
応
じ
、
自
ら
の
選
択
に
よ
る
創
意
工
夫
を
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
取
組
み
の
進
捗
に
応
じ
柔

軟
な
対
応
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
の
魅
力
を
形
成
す
る
ソ
フ
ト
を

重
視
し
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
き
め
細
や
か
な
支
援

や
、
成
果
を
評
価
す
る
手
法

･
指
標
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
成
果
を
通
じ
た
効
率
的
･
効
果
的
な
支
援
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

[最
先
端
の
研
究
の
推
進
]

企
業
が
独
力
で
行
う
に
は
リ
ス
ク
の
大
き
な
最
先
端
の

研
究
で
あ
っ
て
、
我
が
国
の
産
業
の
競
争
力
や
社
会
基
盤

の
強
化
を
進
め
て
い
く
上
で
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
、
今

後
と
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

[規
制
･
手
続
の
見
直
し
]

規
制
や
行
政
手
続
に
つ
い
て
は
、
構
造
改
革
特
区
を
活

用
す
る
こ
と
と
し
た
事
例
や
、
市
の
窓
口
の
一
本
化
に
よ

る
手
続
の
迅
速
化
を
図
っ
た
事
例
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

構
造
改
革
特
区
の
推
進
や
、
行
政
手
続
の
電
子
化
な
ど

に
よ
る
国
民
-
企
業
の
負
担
軽
減
と
利
便
性
の
向
上
を
通

じ
、
企
業
の
競
争
力
の
強
化
や
国
民
資
源
の
有
効
活
用
を

促
進
し
て
い
く
。

[市
場
機
能
の
活
用
]

税
制
、
補
助
金
、
規
制
な
ど
行
政
の
各
種
施
策
を
総
合

的
に
活
用
し
、
企
業
の
積
極
的
な
開
発
へ
の
動
機
付
け
と

な
る
よ
う
措
置
す
る
と
と
も
に
、
環
境
へ
の
影
響
等
の
社

会
的
費
用
の
低
減
に
つ
な
が
る
技
術
や
商
品
な
ど
を
行
政

が
率
先
的
に
使
用
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
市
場
機
能
を
通

じ
た
促
進
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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筆
者
は
、
平
成
エ
ハ年
三
月
一
日
~
一
〇
日
ま
で
米
国

に
出
張
し
、
現
在
米
国
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
交
通
予

算
法
案

(S
A
F
E
T
E
A
等
)
に
関
連
し
、
交
通
安
全

施
策
、
革
新
的
な
資
金
調
達
手
法
等
に
つ
い
て
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
及
び
実
地
調
査
を
行
っ
た
。
本
稿
は
、
そ
の
う
ち
一

九
九
〇
年
代
後
半
よ
り
米
国
で
試
行
さ
れ
て
い
る
革
新
的

な
資
金
調
達
手
法

(]bg
く巴
増
の
四
□営
遂

に
つ
い
て
、

そ
の
報
告
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

米国出張報告

I n m◎V a 鍾ve 亜流m a n eeについて

道路局企画課道路経済調査室課長補佐 武藤

い

榔

一

沿
革

米
国
の
道
路
政
策
は
、
長
年
に
わ
た
る
道
路
投
資
額
の

少
な
さ
等
に
起
因
す
る
道
路
及
び
混
雑
の
悪
化
、
高
止
ま

り
し
て
い
る
交
通
事
故
率
等
を
改
善
す
る
た
め
、
道
路
投

資
額
に
つ
い
て
一
九
九
八
年
度
か
ら
二
〇
〇
三
年
度
に
か

け
て
の
予
算
法
で
あ
る
T
E
A
21
で
過
去
最
大
の
道
路
投

資
額
を
実
現
し
、
そ
の
後
継
法
案
で
は
、
さ
ら
な
る
投
資

額
の
増
大
を
検
討
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
道
路
な
ど
の
交
通
予
算
の
財
源
と
し

て
燃
料
税
を
主
た
る
資
金
源
と
す
る
米
国
ハ
イ
ウ
ェ
イ
信

託
基
金

(霞
幅
け
そ
環

弓
日
盟
淳
且

(H
T
F
)
)
は
、
そ
う

し
た
道
路
整
備
事
業
の
需
要
に
追
い
つ
か
な
く
な
り
つ
つ

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
資
金
調
達
手
法
に
と
ら
わ
れ
な
い
資

表 1 -nno vative F ina n ce 関連法案

　　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

年

年

年
に

94

%

98

時

19

19

19

同 に、 Innova t ive F in ance 連邦プログラムとして交通インフラ資金及び革新法

(T ranspo rta t ion In fras truc ture F inance an d Innov at ion Act (TIFIA)) を制定。

テストプログラム (TE - 045) 実施

国家ハイウェイシステム (Nationa1 H ighw ay System (NHS)) 法で法制化

金
の
途
を
拓
く
必
要
が
あ
っ
た
。

げ
た
。

そ
こ
で
、
一
九
九
0
年
代
後
半
よ
り
、
累
次
の
法
制
度

日日
}:
巴
-≦
罷
目
穹
8
は
依
然
と
し
て
試
行
段
階
で
あ
る

整
備

(表
1
参
韶
巴
等
に
よ
り
、
｢革
新
的
な
資
金
調
達

が
、
T
E
A
21
後
継
法
案
に
お
い
て
も
、
上
･
下
院
に
お

手
法
｣
(]□8
ふ
き
の
胡
自
営
&

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上

い
て
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
後
に
紹
介
す
る
州
社
会
資
本
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(料金徴収等による) 独立
採算プロジェクト

へ
)

の

A

湖
厩

　
　

　

　
　

　

　
　

政

一

日州=
。

T
▲

外
靭
条

T

運

　

　
　

ジ

ヂ
第

連邦助成金期待収入債
G A R V E E B onds)

連邦から州政府への融資
(第129条ローン)

収入を生むが、
信用補完が必要

ク

ロ

エ

フ

･1′

ジロ

な

※

　

　

　

な

図 1 ln n o v a tiv e Fin a n ceプログラムの類型 (※ 1 )

収入を生まないプロジェクト

銀
行

(の
ぶ
言
甘
言
弱
冠
歪
曰
の
切
目
一h
(s
I
B
)
)
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
各
地
の
州
政
府
か
ら
拡
大
す
べ
く
要
請
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

二

資
金
調
達
の
ツ
ー
ル

日目
0
<
砦
禁
の
坦
自
営
oのに
つ
い
て
は
、
図
1
に
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
連
邦
助
成
金
の
柔
軟
な
運
用
か
ら
、
料
金

徴
収
等
に
よ
る
独
立
採
算
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ま
で
、
様
々
な

ツ
ー
ル
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
･
以
下
で
は
、
そ
の
中

間
的
な
存
在
で
あ
る

｢T
I
F
I
A
｣
及
び

｢州
社
会
資

本
銀
行

(s
I
B
)｣
に
つ
い
て
、
連
邦
政
府
の
見
解
と

実
際
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
例
を
も
と
に
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

ね
ら
い
と
そ
の
成
果
を
概
観
す
る
。

1

T
I
F
ー
A

(交
通
イ
ン
フ
ラ
財
政
改
革
法
)
プ
ロ

グ
ラ
ム

国

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

T
E
A
刎
で
は
、
資
金
調
達
の
負
担
を
軽
減
す
る
目
的

で
、
T
I
F
I
A

(交
通
イ
ン
フ
ラ
財
政
改
革
法
)
が
施

行
さ
れ
、
連
邦
政
府
が
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
事

業
主
体

(州
政
府
、
地
方
自
治
体
、
民
間
主
体
等
)
に
対

し
て
事
業
コ
ス
ト
の
三
三
%
を
上
限
と
し
て
、
一
般
金
融

市
場
か
ら
の
資
金
調
達
よ
り
も
借
り
手
に
有
利
な
利
率
で

柔
軟
な
償
還
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
定
し
つ
つ
、
ハ
イ
ウ
ェ

イ
ト
ラ
ス
ト
フ
ァ
ン
ド
か
ら
直
接
融
資
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た

(※
2
)
。
T
I
F
I
A
の
ロ
ー
ン
は
、
州
政
府
へ

の
貸
し
付
け
で
は
な
く
、
事
業
そ
の
も
の
に
対
し
て
連
邦

道
路
庁

(恐
Q
の攝
｣
出
超
け
そ
環

>
Q
自
己
の町
鐵
o
已

が
直
接

審
査
･
貸
し
付
け
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る

(※
3
)。

融
資
対
象
事
業
は
、
次
の
交
通
政
策
及
び
金
融
上
の
条

件
に
加
え
、
環
境
改
善
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
配
慮
等
の

政
策
用
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。

T
I
F
I
A
で
は
、
直
接
融
資
を
含
め
て
次
の
三
つ
の

方
法
に
よ
る
財
政
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。
民
間
か
ら
の

直
接
の
資
金
調
達
と
の
違
い
は
、
償
還
に
つ
い
て
特
に
運

営
開
始
の
初
期
に
特
に
手
厚
い
償
還
猶
予
が
与
え
ら
れ
て

い
る
劣
後
債
で
あ
る
点
で
あ
る
。

･
直
接
融
資

建
設
費
用
の
一
部
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
柔
軟

な
長
期
融
資
で
、
返
済
開
始
は
事
業
完
了
五
年
後
ま

で
延
ば
す
こ
と
が
で
き
、
事
業
完
了
後
三
五
年
以
内

に
返
済
を
完
了
す
る

(事
業
立
ち
上
げ
当
初
は
、
利

56 道行セ 2004.4

規
模
…
原
則
と
し
て
総
工
費
一
億
ド
ル
以
上

対
象
…
ハ
イ
ウ
ェ
イ
事
業
、
公
共
交
通
、
旅
客
鉄
道
、

I
T
S
、
イ
ン
タ
ー
モ
ー
ダ
ル
貨
物
輸
送
施
設

収
入
…債
務
返
済
に
充
て
ら
れ
る
収
入
源

(連
邦
資
金

以
外
の
資
金
)
(※
4
)
の
あ
る
こ
と
が
条
件

格
付
…
優
先
債
権

(※
5
)
の
格
付
け
が
投
資
適
格

(□
母
の満
切
中
以
上
)
で
あ
る
こ
と
。

州社会資本銀行

連邦補助の柔軟な活用



子
の
償
還
の
み
で
元
本
を
償
還
し
な
く
て
も
構
わ
な

い
)。

･
債
務
保
証

連
邦
政
府
が
民
間
銀
行
な
ど
営
利
的
貸
手
に
対
し

て
債
務
返
済
保
証
を
行
う
こ
と
で
、
交
通
事
業
に
対

す
る
民
間
の
投
資
を
促
進
す
る
。

･
ク
レ
ジ
ッ
ト
ラ
イ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
成
か
ら
一
〇
年
以
内
の
間
、

事
業
が
収
益
不
足
に
な
っ
た
場
合
は
、
一
つ
ま
た
は

複
数
の
直
接
融
資
を
行
う
と
い
う
連
邦
D
O
T
の
意

志
を
示
す
予
備
的
な
融
資
枠
。

②

こ
れ
ま
で
の
活
用
状
況

一
九
九
九
~
二
〇
〇
三
年
ま
で
で

=
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

(合
計
総
工
費
一
五
〇
億
ド
ル
)
に
合
計
三
六
億
ド
ル

の
信
用
供
与

(約
一
･
九
億
ド
ル
の
財
政
支
出
)
を
行
っ

た
。
二
0
O
四
年
に
お
い
て
も
、
ネ
バ
ダ
州
、
ル
イ
ジ
ア

ナ
州
な
ど
か
ら
、
モ
ノ
レ
ー
ル
拡
張
、
石
油
及
び
天
然
ガ

ス
輸
送
ト
ラ
ッ
ク
の
た
め
の
有
料
道
路
建
設
、
ト
ラ
ッ
ク

用
休
憩
所
の
近
代
化
な
ど
三
つ
の
事
業
に
つ
い
て
融
資
の

申
請
を
受
け
て
い
る
。

③
F
H
W
A
の
す
コ0
く豊
信

四
コ
穹
O
蘂
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
担

当
課
長

(宝
ゅ
署
の
こ
三
<
穹
氏
)
の
T
I
F
I
A
に
対
す

る
コ
メ
ン
ト
･
見
解

･
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
に
は
、
長
期
的
視
野
に
立
つ
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
有
料
道
路
建
設
事
業
で
は
、
特
に
一

年
目
に
は
予
想
し
て
い
た
交
通
量
を
大
幅
に
下
回
る
こ

と
が
多
く
、
債
務
返
済
に
充
て
る
料
金
収
入
が
十
分
得

ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
上
、
料
金
収

入
は
時
間
を
経
る
と
と
も
に
増
大
す
る
傾
向
に
あ
り
、

そ
の
う
ち
に
償
還
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

･
こ
の
よ
う
な
事
業
で
は
、
債
券
の
発
行
な
ど
で
一
般
金

融
市
場
か
ら
も
資
金
を
調
達
す
る
が
、
民
間
の
投
資
家

は
投
資
先
の
年
毎
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
や
流
動
性
な

ど
短
期
的
な
安
定
性
を
気
に
す
る
一
方
、
有
料
道
路
の

収
入
予
測
の
不
正
確
さ
が
頻
繁
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
有
料
道
路
事
業
の
債
券
の
利
率
は
債
券
発

行
者
に
と
っ
て
有
利
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
点
連
邦
政

府
は
、
安
定
し
た
税
収
入
が
あ
り
、
長
期
的
視
野
に
立

っ
て
債
務
者
の
事
情
に
柔
軟
に
対
応
す
る
余
裕
が
あ
る

た
め
、
事
業
の
資
金
調
達
の
支
援
に
適
し
て
い
る
と
い

え
る
。

,
金
融
と
し
て
の
性
質
上
、
連
邦
政
府
に
と
っ
て
リ
ス
ク

は
あ
る
が
、
債
務
不
履
行
と
な
っ
た
例
は
い
ま
だ
か
つ

て
な
い
。

㈱

T
-
F
ー
A
の
活
用
例

(カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
S
R

1
2
5
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
)
(図
2
)

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
郊
外

(内
陸
部
)

に
お
い
て
は
、
人
口
の
急
増
に
伴
い
、
住
宅
地
が
拡
大
し

つ
つ
あ
り
、
海
岸
部
を
走
る
州
際
道
路
は
通
勤
時
を
中
心

に
混
雑
に
悩
ん
で
お
り
、
内
陸
部
に
追
加
的
な
道
路
が
必

要
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
だ
、
メ
キ
シ
コ
と
の
国
境
越
え
の

交
通
活
発
化
に
も
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

s
R
1
2
5
の
必
要
性
は
、
一
九
八
〇
年
代
よ
り
サ
ン

デ
ィ
エ
ゴ
郡
政
府

(
の
き

□
お
増

>
の8
R
巴
5
口
魚

Q
o
く
のB
B
穹
窃

(S
A
N
D
A
G
))
に
お
い
て
認
識
さ
れ

て
き
た
が
、
資
金
繰
り
の
観
点
か
ら
計
画
が
具
体
化
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
当
時
、
S
A
N
D
A
G
は
慢
性
的

な
資
金
不
足
に
悩
み
、
一
九
八
八
年
に
売
上
税
の
う
ち

一
･
五
%
を
交
通
目
的
に
二
〇
年
間
充
当
す
る
こ
と
を
住

民
投
票
に
よ
っ
て
勝
ち
取
っ
た
。
こ
の
結
果
、
S
R
1
2

5
の
北
側
部
分

(約
二
･
五
マ
イ
ル
)
は
、
当
該
財
源
に

よ
り
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
南
側
の
約
九
･
五

マ
イ
ル
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
財
源
の
見
通
し

が
立
た
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
政
府
は
、

一
九
八
九

年
に
成
立
し
た
州
法
六
八
〇
号

(特
定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
民
間
主
体
に
よ
る
資
金
調
達
を
許
可
す
る
法
律
)
に
s

R
1
2
5
を
含
め
る
こ
と
と
し
、
民
間
主
体

(0
鶴
ぎ
目
m

中
g
g
oコ
巴
5
5
<
穹
言
応
の
(C
T
V
)
)
に
よ
る
建
設

･

運
営
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
三
･
九
億
ド

ル
と
推
定
さ
れ
て
い
る
費
用
を
、
料
金
収
入
を
主
た
る
財

源
と
し
て
償
還
す
る
こ
と
と
し
、
純
粋
な
民
営
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
埋
め
ら
れ
な
い
資
金
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
、
T
I

F
I
A
の
直
接
融
資

(0
･
九
四
億
ド
ル
)
と
一
〇
年
間

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
ラ
イ
ン

(0

･
三
三
億
ド
ル
)
に
よ
り
補

完
し
た
。

こ
の
資
金
調
達
に
よ
り
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
め
ど
の
立
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図 2 S R 12 5 プロジェクト図

表 2 S R 12 5プロジェクト資金調達 ･支出の内訳

た
な
か
っ
た
道
路
建
設
が
大
幅
に
迅
速
化
し
、
二
〇
〇
五

に
融
資
を
行
い
、
返
済
さ
れ
た
資
金
を
再
び
別
の
事
業
向

又
は
二
〇
〇
六
年
に
開
通
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る

け
に
融
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(表
2
･
3
)。

一
九
九
五
年
に
成
立
し
た
N
H
S
法
に
よ
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
金
融
目
的
の
連
邦
資
金
の
利
用
が
認
め
ら
れ
、
パ

2

州
社
会
資
本
銀
行

(の
付
言

一三
司
の
[｢こ
8
こ
｢の

イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
一
〇
州
の
参
加
が
認
め
ら

切
雪
六

(S
-
B
))
(図
3
)

れ
た
。

Q

S
I
B
の
概
要

S
I
B
に
よ
る
支
援
可
能
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
連
邦
補

s
I
B
は
、
州
が
行
う
交
通
事
業
向
け
の
金
融
を
目
的

助
の
要
件
に
合
致
す
る
ハ
イ
ウ
ェ
イ
事
業
及
び
公
共
交
通

と
し
て
、
連
邦
道
路
資
金
及
び
州
の
資
金
を
資
本
金
に
州

事
業
で
あ
る
。
連
邦
は
、
S
I
B
の
出
資

･
設
立
に
は
コ

が
設
立
し
管
理
す
る
投
資
基
金
で
あ
り
、
交
通
事
業
向
け

ミ
ッ
ト
す
る
が
、
個
別
事
業
へ
の
融
資
等
に
は
関
与
し
な

銀行からの優先債権 3.21億 ドル

T I F I A 債権 L 54億 ドル

自己資本 1.60億ドル

資金源合計 6.35億 ドル

取得価格 (当時までの開発費用含む) ○.59億 ドル

プロジェクト費用 4 .23億ドル

利子 ･金融費用 0 .96億 ドル

準備金 ○.24億 ドル

その他 0.33億 ドル

合計支出額 6.35億 ドル

表 3 S R 12 5 プロジェクトにおけるT IF IA ローンの償還スケジュール

状 況 年 数 累積年数 償還対象

建 設 3.5 3.5 資本化に際しての利子

猶予期間 5 8.5 資本化に際しての利子

コンソリデーション
(固定化)期間

10 18.5
委任されたものと定期的部分に

利払を分けて支払う

利子支払 5 23,5 利子全般

成熟期 15 38,5 元本及び利子

58 道々テセ 2004 ,4
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い
。
S
I
B
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
、

助
成
金
の
ほ
か
に
次
の
二
つ
が
あ
る
。

償 還

こ
れ
ら
の
信
用
補
完
機
能
に
よ
り
、
投
資
家
の
信
頼
が

一
方
、
州
政
府
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
S
I
B
の

"

増
し
て
、
低
金
利
、
債
券
の
市
場
価
値
の
上
昇
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
全
体
の
費
用
削
減
な
ど
の
効
果
が
得
ら
れ
る
。

S
I
B
の
中
に
は
、
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
や
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
連
邦
や
州
の
資
金
を
資
金

源
に
債
券
を
発
行
し
、
融
資
に
利
用
で
き
る
資
金
を
大
幅

に
増
や
す
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
レ
バ
レ
ッ
ジ
S
I
B

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

②

連
邦
政
府

(宝
m
袋
の
昌
之
穹
氏
)
の
コ
メ
ン
ト
･
見
解

･
賃
金
法
と
S
I
B
の
展
開

s
I
B
は
、
州
の
資
本
を
回
転
資
金
と
し
て
利
用
す

る
と
い
う
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
に
も
関
わ
ら
ず
、
S
I

B
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
連
邦
政
府
に
と
っ
て
、
若
干
期
待

は
ず
れ
の
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
デ
ー

ビ
ス
,
ベ
ー
コ
ン
法

(※
6
)
と
呼
ば
れ
る
労
働
賃
金

法
で
あ
る
。

こ
れ
を
め
ぐ
る
政
治
的
議
論
が
原
因
で
、
一
九
九
七

年
に
プ
エ
ル
ト
リ
コ
を
含
め
て
三
九
州
が
参
加
し
た
s

I
B
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
T
E
A
幻
に
お
い
て
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
、
ミ
ズ
ー
リ
、
フ
ロ
リ
ダ
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン

ド
の
四
州
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
る
の
み
に
な
っ
て
い
る
。
大
統
領
の
S
A
F
E

T
E
A
法
案
の
中
で
も
、
S
I
B
は
依
然
と
し
て
五
州

に
限
っ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
る
。

･
州
政
府
の
立
場

設
立
は
非
常
に
魅
力
的
な
ツ
ー
ル
に
見
え
る
よ
う
で
あ

り
、
各
州
は
、
S
I
B
の
一
層
の
拡
大
を
求
め
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
次
期
オ
ー
ソ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
上
院
案
で

は
、
す
べ
て
の
州
に
対
し
て
、
連
邦
資
金
を
資
本
と
し

た
債
券
発
行
な
ど
に
よ
り
大
き
な
融
資
資
金
を
得
て
事

業
の
財
政
支
援
を
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

③

サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
に
お
け
る
S
I
B
の
利
用

例
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
は
連
邦
予
算
の
配
分
も
少
な
い

上
に
、
州
の
ガ
ソ
リ
ン
税
も
全
国
で
六
番
目
に
低
い
。
一

方
、
経
済
成
長
に
お
い
て
全
州
の
中
で
一
一
番
目
と
、
全

国
平
均
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
交
通
需

要
の
伸
び
も
著
し
い
。
州
の
長
期
交
通
計
画
に
お
い
て
急

務
と
さ
れ
る
交
通
事
業
に
財
源
が
追
い
つ
か
ず
、
一
九
九

九
年
か
ら
二
0
0
八
年
度
の
期
間
に
、
必
要
な
交
通
事
業

を
賄
う
た
め
の
財
源
が
九
億
四
、
0
0
0
万
ド
ル
不
足
し

て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
で
は
、
S
I
B
に

加
え
T
I
F
I
A
ロ
ー
ン
も
受
け
入
れ
る
な
ど
革
新
的
資

金
調
達
の
手
法
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
事
業
の
実
施
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

･
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
S
I
B
の
仕
組
み
と
特
徴

(表

4
)サ

ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
S
I
B
は
、
連
邦
資
金
が

ま
っ
た
く
入
っ
て
い
な
い
こ
と
、
自
己
資
本
を
梃
に
し

道行セ 2004.4

直
接
融
資

“低
利
で
償
還
期
間
が
柔
軟
な
ロ
ー
ン
を
提

供
す
る
。
返
済
さ
れ
た
ロ
ー
ン
も
貸
し
付

け
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
特
徴
。

信
用
補
完
…市
債
発
行
や
民
間
資
金
調
達
を
用
意
に
す



て
債
券
を
発
行
し
、
大
き
な
金
融
資
金
を
運
用
し
て
い

る
こ
と
、
財
政
支
援
の
対
象
が
大
規
模
事
業
で
あ
る
こ

と
、
独
自
の
収
入
源
を
持
ち
、
融
資
だ
け
で
な
く
助
成

金
も
提
供
で
き
る
こ
と
な
ど
の
点
に
お
い
て
、
他
の
S

I
B
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
S
I
B
運
営
の
監
視
は
理

事
会
が
行
っ
て
い
る
。
理
事
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
S
I

B
内
で
、
財
政
支
援
を
行
う
事
業
の
選
択
、
ま
た
そ
の

方
針
の
策
定
、
事
業
主
と
の
契
約
締
結
、
債
券
発
行
、

連
邦
政
府
に
よ
る
財
政
支
援
の
享
受
な
ど
の
業
務
を
行

っ
て
い
る
。

サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
S
I
B
は
、
一
九
九
七
年

六
月
二
七
日
に
成
立
し
た
州
法

(の
o
G茸
狩
[o-目
D

炉
営
考
o詩
既
8
百
出覇
甘
一5
月
①
露
営
パ
ン
邑

に
よ
っ
て

設
立
が
認
め
ら
れ
た
。
当
該
s
I
B
の
設
立
目
的
は
、

総
工
費
一
億
ド
ル
以
上
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
財

政
的
に
支
援
す
る
た
め
、
貸
付
等
の
金
融
支
援
を
行
う

こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
S
I
B
に
よ
る
大
規
模
な
財

政
支
援
に
よ
り
、
従
来
の
や
り
方
で
は
二
七
年
か
か
る

事
業
を
七
年
で
完
了
さ
せ
る
と
い
う
、
積
極
的
な
事
業

促
進
計
画

｢
27
m
7
｣
を
推
進
し
て
い
る
。

･
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
資
金
調
達
の
現
況

サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
S
I
B
で
は
、
合
計
総
工
事

鮴Û

費
三
〇
億
ド
ル
超
の
一
〇
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

2セ

資
金
調
達
を
行
い
、
総
工
事
費
の
約
八
五
%
を
s
I
B

行

か
ら
の
資
金
調
達
に
よ
っ
て
ま
か
な
っ
て
い
る

(図

道

4
)。
償
還
財
源
は
、
州
の
ガ
ソ
リ
ン
税
の
う
ち
ガ
ロ

の

ト
"
'ト.
･ト

る

ト
ー

ン

ン

ン

あ

ン

◇ プロジェクトの運営手法 - 20 ポイント

◇ その他ボーナス (資金調達手法が革新的である、マルチモーダルプロジェクトである等)

サウスカロライナ州S IB運営の仕組み

理事会 (Board o f D irec to rs) による S I B運営の監視団
が
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総工費 1億ドル以上の主要プロジェクトであり、 かつ以下のうち一つ又はそれ

以上の分野において便益を提供する。

◇ 経済発展促進

･サウスカロライナ州D O T 内委員会の委員長

･州下院議会の議長が任命した2名

･グ村上院議会の議長が任命した2名
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◇
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◇

金資本金には、当時の議会の決定により、資本金を連邦資金に頼らず州財政の黒字分が

てられることとなった。 当初の黒字額見積もりは 1,600 万ドル程度であり、 数年かか

って資本金を調達する予定であったが、実際は黒字額が 6 ,600 万ドルとなり、 1年で想

定していた資本金が得られた。
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ン
当
た
り
一
セ
ン
ト
(年
間
二
、
二
〇
〇
万
ド
ル
程
度
)

及
び
ト
ラ
ッ
ク
の
登
録
料

(年
間
五
、
三
〇
〇
万
ド
ル

程
度
)
で
あ
る
。
現
在
ま
で
に
約
一
八
億
ド
ル
の
債
券

を
発
行
し
て
い
る
、
今
後
さ
ら
に
二
億
ド
ル
程
度
発
行

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

･
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
の
ク
ー
パ
ー
リ
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
架
け

替
え
事
業

サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
観
光
地
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン

市
と
隣
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
マ
ウ
ン
ト
プ
レ
ザ
ン
ト
市

を
国
道
一
七
号
線
が
結
ん
で
お
り
、
そ
の
間
に
あ
る
大

き
な
川
ク
ー
パ
ー
用
に
、
現
在
二
本
の
橋
が
か
か
っ
て

い
る
。

一
つ
は
約
七
五
年
前
に
建
設
さ
れ
た
二
車
線
の

も
の
で
、
も
う

一
つ
は
約
四
〇
年
前
に
建
設
さ
れ
た
三

車
線
の
も
の
。
こ
れ
ら
の
橋
を
わ
た
っ
て
通
勤
す
る
利

用
者
も
増
え
て
お
り
、
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
1
で
は

橋
の
渋
滞
が
激
し
く
な
る
。
こ
の
う
ち
特
に
古
い
方
の

グ
レ
ー
ス
橋
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
こ
の
橋
の
架
け
替

え
が
急
が
れ
て
い
る
。

こ
の
橋
の
架
け
替
え
事
業
で
は
、
現
在
あ
る
二
つ
の

橋
に
代
わ
っ
て
、
片
側
四
車
線
ず
つ
往
復
八
車
線
の
吊

形
式
橋
梁
を
建
設
す
る
。
こ
の
ク
ー
パ
ー
リ
バ
ー
ブ
リ

“

ツ
ジ
は
、
全
長
約
四
蹴
、
塔
と
塔
の
間
の
ス
パ
ン
が
四

4

七
一
環

塔
の
高
さ
約
一
七
五
m
と
、
北
米
で
は
最
大

004

級
の
斜
長
橋
で
あ
り
、
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
で
は
史

セ行

上
最
も
大
規
模
な
事
業
と
な
っ
て
い
る

(写
真
1
.

道

2
)
0グ

レ
ー
ス
橋
の
老
朽
化
が
激
し
く
、
早
急
に
進
め
る

必
要
が
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
建
設
工
事
が
遅
れ
れ
ば

事
業
費
が
膨
れ
上
が
る
可
能
性
が
あ
り
、
資
金
コ
ス
ト

も
そ
れ
だ
け
大
き
く
な
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

早
急
に
大
規
模
の
資
金
調
達
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。

総
工
費
六
･
五
億
ド
ル
の
う
ち
、
三
･
二
五
億
ド
ル
が

S
I
B
に
よ
る
助
成
金
、
二
･
一
五
億
ド
ル
が
S
I
B

融
資
に
よ
り
調
達
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
橋
の
建
設

パ
分

一
部
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国

簡
略
の
占
用
に
つ
い
て道

路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

五
十
嵐
係
員

大
野
さ
ん
、
で
き
ま
し
た
よ
。

大
野
係
員

え

っ
、も
う
で
き
ち
や
っ
た
の
?

随
分
と
早
い
ね
。

じ
ゃ
あ
、
ひ
と
と
お
り
説
明
し
て
み
て
よ
。

五
十
嵐
係
員

は
い
。
ま
ず
、
占
用
許
可
の
適
否
に
つ
い
て
は
、
道

路
法
第
三
三
条
第
一
項
の
許
可
基
準
に
照
ら
し
て
判
断

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
順
に
整
理
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
道
路
法
第
三
二
条
第
一
項
各
号
に
該
当
す
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
で
す
が
、
第
二
号
に
規
定
す
る

｢水

管
｣
に
該
当
し
ま
す
。
次
に
、
道
路
の
敷
地
以
外
に
余
地

が
な
い
た
め
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
で
す
が
、
該
当
す
る
道
路
へ
面
し
て
い
る
新
築

住
宅
へ
水
道
管
を
引
き
込
む
と
い
う
こ
と
か
ら
、
歩
道

に
埋
設
す
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
道
路
法
施
行
令
で
定
め
る
許
可
基
準
に

つ
い
て
で
す
が
、
道
路
法
施
行
令
第
三
一条
第
三
号
に

お
い
て
、
埋
設
の
深
度
に
関
す
る
規
定
が
あ
り
ま
す
け

(こ
の
四
月
か
ら
、
坂
上
係
員
の
後
任
と
し
て
、
新
規

採
用
の
五
十
嵐
係
員
が
配
属
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

大
野
係
員
か
ら
五
十
嵐
係
員
に
対
し
て
道
路
占
用
に
つ

い
て
の
説
明
を
行
っ
た
後
、)

大
野
係
員

じ
ゃ
あ
、
水
道
管
の
占
用
に
つ
い
て
相
談
が
来
て
い

る
も
の
が
あ
る
か
ら
、
占
用
許
可
の
適
否
に
つ
い
て
ひ

と
と
お
り
自
分
で
考
え
て
み
て
。
終
わ
っ
た
ら
、
僕
に

説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

五
十
嵐
係
員

は
い
。
え
~
っ
と
、
ど
ん
な
内
容
な
ん
だ

(※
1
)
。

(道
路
法
令
総
覧
と
通
達
集
を
片
手
に
、
内
容
に
つ

い
て
調
べ
始
め
る
五
十
嵐
係
員
)

(
一
〇
分
後
)

ど
、
こ
れ
は
、
水
道
管
の
本
線
を
埋
設
す
る
場
合
の
規

定

(※
2
)
で
す
の
で
、
今
回
の
引
込
み
管
は
直
接
は

当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。
水
道
管
の
本
線
以
外
で
す
と
、

口
径
三
〇
〇
面
以
下
の
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
管
の
場
合

は
、
平
成

=
年
の
通
達
で
、
埋
設
の
深
さ
は
0
･
五

メ
ー
ト
ル
以
下
と
し
な
い
こ
と

(※
3
)
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
埋
設
の
深
度
が
今
回
○
･
六
メ
ー
ト
ル
な

の
で
し
た
ら
、
技
術
的
基
準
を
満
た
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

道行セ 2004 4 63

そ
れ
以
外
の
技
術
的
基
準
に
つ
い
て
も
、
特
に
問
題

と
な
る
よ
う
な
点
は
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

よ
っ
て
、
今
回
の
事
例
に
つ
い
て
、
占
用
を
許
可
す

る
こ
と
は
さ
し
つ
か
え
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

大
野
係
員

※
1

物
件

水
道
管

(住
宅
へ
の
引
込
み
管
)

材
質

硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
管
口
径
二
〇
〇
脚

埋
設
場
所

歩
道
下

埋
設
深
度

0
･
六
メ
ー
ト
ル

申
請
者

0
0
市
水
道
局

等

※
2

道
路
法
施
行
令
第
一
一
一条

水
管
、
下
水
道
管
又
は
ガ
ス
管
の
占
用
に
つ
い
て
は
、

第
十
条
第
一
項
第
二
号
、
第
二
項
本
文
及
び
第
三
項
の

規
定
に
よ
る
外
左
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
及
び
二

三

水
管
又
は
ガ
ス
管
の
本
線
を
埋
設
す
る
場
合
に
お

い
て
は
、
そ
の
頂
部
と
路
面
と
の
距
離
は
、
一
･
二

メ
ー
ト
ル

(工
事
実
施
上
や
む
を
得
な
い
場
合
に
あ

っ
て
は
、
0

･
六
メ
ー
ト
ル
)
以
下
と
し
な
い
こ
と
。

四
及
び
五

(略
)

※
3

｢電
線
、
水
管
、
ガ
ス
管
又
は
下
水
道
管
を
道
路

地
下
に
設
け
る
場
合
に
お
け
る
埋
設
の
深
さ
等
に
つ
い

て
｣
(平
成

一
一
年
三
月
三
一
日
付
け
建
設
省
道
路
局
路

政
課
長
、
国
道
課
長
通
達
)
記
3

(2
)
な
お
書
き

な
お
、
水
管
又
は
ガ
ス
管
の
本
線
以
外
の
線
を
歩
道
の

地
下
に
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
頂
部
と
路
面
と
の
距
離
は

0

･
五

m
以
下
と
し
な
い
こ
と
。
(後
略
)



五
十
嵐
君
、
す
ご
い
な
~
。
そ
の
と
お
り
だ
よ
。
通

達
の
規
定
ま
で
気
が
付
く
と
は
思
っ
て
な
か
っ
た
の

で
、
僕
が
説
明
し
よ
う
か
な
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
赴

任
し
た
ば
か
り
で
そ
こ
ま
で
理
解
し
て
い
る
な
ん
て
。

着
任
す
る
前
に
何
か
勉
強
し
た
の
か
い
。

五
十
嵐
係
員

実
は
、
道
路
占
用
の
担
当
と
な
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
て
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
関
係
す
る
法
律
や

国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
検
索
し
て
自
分
な

り
に
調
べ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
図
書
館
か
ら

道
路
法
解
説
を
借
り
て
、
関
係
す
る
部
分
を
読
ん
で
い

ま
し
た
。

菊
池
課
長

そ
れ
は
い
い
心
が
け
で
す
ね
。
大
野
君
も
見
習
っ
た

方
が
い
い
で
す
よ
。

大
野
係
員

は
ぁ
~
。
(ま
ず
い
な
、
こ
こ
で
は
僕
の
方
が
先
輩

な
ん
だ
か
ら
し
っ
か
り
し
な
い
と
。
だ
け
ど
、
僕
の
パ

ソ
コ
ン
壊
れ
て
い
る
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え

な
い
ん
だ
よ
な
。
早
く
直
そ
う
っ
と
。)

そ
れ
じ
ゃ
あ
、
五
十
嵐
君
、
次
は
ガ
ス
管
の
占
用
に

つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
相
談
が
来
て
い
る
か
ら
、
考
え

て
み
て
よ
。

五
十
嵐
係
員

わ
か
り
ま
し
た
。
今
度
は
ど
ん
な
内
容
な
ん
だ

(※

4
)
。

五
十
嵐
係
員

あ
れ
っ
、
ガ
ス
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
の
場
合
、
平
成

三

年
の
通
達
の
適
用
対
象
に
な
る
の
は
、
口
径
が
二

〇
〇
皿
以
内
の
も
の
だ
か
ら
、
こ
の
場
合
は
通
達
の
適

用
対
象
に
は
な
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、
道

路
法
施
行
令
第
一
二
条
第
三
号
の
規
定
が
そ
の
ま
ま
適

用
さ
れ
て
、
原
則

一
･
二
メ
ー
ト
ル
に
な
る
ん
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
う
か
。
工
事
実
施
上
や
む
を
得
な
い
場
合
に

該
当
す
る
か
ど
う
か
で
す
ね
。

大
野
係
員

確
か
に
言
わ
れ
て
み
れ
ば
そ
う
だ
ね
。
ち
ょ
っ
と
、

工
事
内
容
を
詳
し
く
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
ね
。

菊
池
課
長

そ
こ
な
ん
だ
け
ど
、
最
近
、
ガ
ス
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

管
に
つ
い
て
は
、
口
径
が
三
〇
0
m
以
下
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
平
成
三

年
の
通
達
の
適
用
対
象
と
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
の
事
務
連
絡
が
出

て
い
る
ん
だ
よ

(※
5
)
。

※
5

｢ガ
ス
管
を
道
路
の
地
下
に
設
け
る
場
合
に
お
け
る

埋
設
の
深
さ
に
関
す
る
取
扱
い
に
つ
い
て
｣
(平
成
一
六
年

二
月
一
七
日
付
け
国
土
交
通
省
道
路
局
路
政
課
道
路
利
用

調
整
室
課
長
補
佐
、
国
道
･
防
災
課
長
補
佐
事
務
連
絡
)

(前
略
)
管
径
三
〇
〇
脚
以
下
の
ガ
ス
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

に
つ
い
て
は
、
平
成
三

年
通
達
に
定
め
る
浅
層
化
措
置
の

対
象
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

当
該
管
路
を
地
下
に
設
け
る
場
合
の
埋
設
の
深
さ
に
つ
き
、

適
切
に
取
り
扱
う
こ
と
と
さ
れ
た
い
。

五
十
嵐
係
員

え
っ
、
そ
う
な
ん
で
す
か
。
だ
っ
た
ら
、
さ
き
ほ
ど

の
水
道
管
と
同
じ
で
、
特
に
問
題
と
な
る
点
は
見
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
占
用
を
許
可
す
る
こ
と
と

し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

菊
池
課
長

お
見
込
み
の
と
お
り
だ
よ
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
調
子

で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

五
十
嵐
係
員

は
い
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

菊
池
課
長

大
野
君
も
負
け
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
ね
。

大
野
係
員

は
い
。
(ま
ず
い
、
う
か
う
か
し
て
い
る
と
あ

っ
と

い
う
間
に
追
い
抜
か
れ
て
し
ま
う
!
)

(こ
の
頃
お
わ
り
)

【登
場
人
物
に
つ
い
て
】

菊
池
課
長
!
!
長
年
道
路
管
理
事
務
を
担
当
し
、
昨
年
一
〇
月
に
道
路
管

理
課
長
と
し
て
、
あ
る
国
道
事
務
所
に
着
任
。

坂
上
係
員
!
･-ム
フ年
の
三
月
ま
で
占
用
担
当
の
係
員
と
し
て
当
事
務
所
に

在
籍
。
四
月
の
人
事
異
動
に
ょ
り
本
局
へ
異
動
。

大
野
係
員
!
!
採
用
三
年
目
の
占
用
担
当
の
係
員
。
菊
池
課
長
、
坂
上
係

員
の
下
で
‐
一年
間
道
路
占
用
事
務
に
つ
い
て
勉
強
し
て
き
た
。

五
十
嵐
係
員
･ー
･･人
フ年
二
月
に
大
学
を
卒
業
し
、
坂
上
係
員
の
後
任
と
し

て
、
当
事
務
所
に
着
任
し
た
ば
か
り
の
新
人
。

“ 進行セ 2004.4

※
4

物
件

ガ
ス
管

(本
線
)

材
質

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
口
径
二
五
〇
鬮

埋
設
場
所

歩
道
下

埋
設
深
度

○

･
八
メ
ー
ト
ル

舗
装
厚

O

･
三
メ
ー
ト
ル

申
請
者

△
△
ガ
ス
株
式
会
社



○
今
回
の
訴
訟
事
例
紹
介
に
つ
い
て

今
回
の
訴
訟
事
例
紹
介
で
は
、
一
五
年
一
一
月
号
に
お

い
て
一
審
判
決
を
紹
介
し
た
北
海
道
道
復
旧
工
事
費
用
負

担
処
分
取
消
請
求
事
件
に
係
る
控
訴
審
判
決
を
紹
介
す
る
。

本
件
は
、
道
路
法

(以
下

｢法
｣
と
い
う
。)
第
五
八
条

第

一
項
に
基
づ
く
原
因
者
負
担
金
の
範
囲

(｢費
用
を
負

担
す
る
者
に
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
負
担
さ
せ
る
も
の
と

す
る
｣)、
す
な
わ
ち
、
工
事
の
費
用
全
額
に
つ
い
て
、
機
能

回
復
に
必
要
な
全
部
が
適
当
で
あ
る
の
か
、
減
価
償
却
分

を
控
除
し
た
金
額
の
一
部
が
適
当
で
あ
る
の
か
を
争
点
と

す
る
訴
訟
で
あ
り
、
一
審
判
決
で
は
、
減
価
償
却
分
を
控

除
し
た
額
が
適
当
と
判
断
さ
れ
、
機
能
回
復
に
必
要
な
全

部
の
負
担
を
命
じ
た
処
分
の
一
部
が
取
り
消
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
控
訴
審
判
決
に
お
い
て
は
、
機
能
回
復
に
必

要
な
全
部
が
適
当
と
判
断
さ
れ
、
機
能
回
復
に
必
要
な
全

部
の
負
担
を
命
じ
た
処
分
は
正
当
な
処
分
で
あ
る
と
し

て
、
一
審
判
決
の
一
部
を
取
り
消
し
て
い
る
。

本
判
決
を
受
け
て
被
控
訴
人
は
最
高
裁
へ
上
告
手
続
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
件
は
、
法
第
五
八
条
の
解
釈
に
影
響
が
及
ぶ
お
そ
れ

の
あ
る
訴
訟
で
あ
り
、
今
後
の
動
向
も
注
視
に
値
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

北
海
道
道
復
旧
工
事
費
用
負
担
処
分
取
消
請
求

事
件

(控
訴
審
)

札
幌
高
等
裁
判
所

平
成
ニ
ハ年
三
月
二
五
日
判
決

請
求
棄
却

(被
控
訴
人
上
告
)

1

事
件
の
概
要

本
件
は
、
控
訴
人
北
海
道
の
管
理
す
る
千
歳
市
内
の
道

道
丸
駒
線
に
お
い
て
、
運
転
し
て
い
た
普
通
自
動
車
を
路

外
に
逸
脱
さ
せ
定
置
式
凍
結
防
止
剤
自
動
散
布
装
置

(以

下

｢本
件
装
置
｣
と
い
う
。)
に
衝
突

(以
下

｢本
件
事

故
｣
と
い
う
。)
し
こ
れ
を
損
壊
し
、
控
訴
人
か
ら
法
第

五
八
条
第
一
項
に
基
づ
き
復
旧
工
事
(以
下
｢本
件
工
事
｣

と
い
う
。)
に
要
し
た
費
用
の
負
担
を
命
ず
る
処
分

(以

下

｢本
件
処
分
｣
と
い
う
。)
を
受
け
て
い
た
被
控
訴
人

が
、
本
件
処
分
は
必
要
を
生
じ
た
限
度
を
超
え
た
違
法
が

あ
る
と
主
張
し
、
そ
の
取
消
を
求
め
た
も
の
で
あ
る

(処

分
金
額
…
三
五
一
万
七
五
〇
〇
円
)。

2

原
告
の
主
張

法
第
五
人
条
第
一
項
は
、
道
路
に
関
す
る
工
事
又
は
道

路
の
維
持
の
費
用
に
つ
い
て
、
｢そ
の
全
部
又
は
一
部
｣

を
原
因
者
に
負
担
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

被
告
は
、
当
時
の
現
存
価
値
の
範
囲
内
で
本
件
工
事
に
要

し
た
費
用
の
一
部
の
負
担
を
命
ず
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
工
事
に
要
し
た
費
用
の
全
額
を

命
じ
た
本
件
処
分
は
、
道
路
管
理
者
に
与
え
ら
れ
た
裁
量

権
の
範
囲
を
著
し
く
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
項
の

｢そ
の
全
部
又
は
一
部
｣
に
違
反
す
る
。
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3

被
告
の
主
張

法
第
五
八
条
第
一
項
は
、
｢そ
の
全
部
又
は
一
部
｣
と

規
定
し
て
お
り
、
道
路
管
理
者
の
裁
量
に
よ
っ
て
原
因
者

が
負
担
す
べ
き
額
を
減
額
し
得
る
と
考
え
る
余
地
が
あ

る
。
し
か
し
、
本
件
に
お
い
て
は
、
本
件
工
事
の
費
用
全

部
が
道
路
の
機
能
回
復
に
必
要
な
限
度
で
あ
り
、
衡
平
の

観
点
か
ら
み
て
、
特
に
裁
量
に
よ
り
負
担
額
を
減
額
す
べ

き
必
要
性
は
な
い
と
判
断
し
た
た
め
、
全
額
を
負
担
さ
せ

る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、何
ら
不
当
な
点
は
な
い
。

4

判
決

【概
要
】

本
件
処
分
の
う
ち
当
時
の
現
存
価
値
を
超
え
る
部
分
を

原
因
者
負
担
命
令
取
消
請
求
事
件

ー
行
政
上
の
裁
量
に
よ
る
負
担
命
令
の
適
法
性
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係



取
り
消
し
た
原
判
決
は
相
当
で
は
な
く
、
控
訴
に
は
理
由

○
参
考

が
あ
る
か
ら
こ
れ
を
認
容
す
る
。

北
窄、

【理
由
】

道
路
管
理
者
が
行
政
上
の
裁
量
に
よ
り
原
因
者
に
対
し

て
道
路
に
関
す
る
工
事
等
の
費
用
の
全
額
負
担
を
命
じ
得

る
こ
と
は
法
五
八
条
一
項
の
規
定
上
明
ら
か
で
あ
り
、
ま

た
、
本
件
に
お
い
て
、
控
訴
人
が
被
控
訴
人
に
対
し
、
本

件
装
置
の
機
能
回
復
の
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
本
件
工
事

費
用
の
全
額
の
負
担
を
命
じ
た
こ
と
は
正
当
な
処
分
と
い

う
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
控
訴
人
の
裁
量
権
を
逸
脱
し
た

も
の
と
評
価
す
べ
き
事
情
は
何
ら
見
当
た
ら
な
い
。

機
能
回
復
に
必
要
で
あ
る
限
り
、
結
果
的
に
原
因
者
に

対
し
て
現
存
価
値
以
上
の
負
担
を
課
す
る
こ
と
と
な
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
法
五
人
条
一
項
に
反
す
る
も

の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
本
件
装
置
が

本
件
交
通
事
故
時
に
経
年
劣
化
等
に
よ
り
設
置
時
の
機
能

を
保
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
等
も
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、

道
路
管
理
者
に
必
要
な
機
能
回
復
以
上
の
利
得
が
生
じ
た

も
の
と
も
い
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
処
分
が
違
法
で
あ
る
と
す
る
被
控

訴
人
の
主
張
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

北
海
道
道
復
旧
工
事
費
用
負
担
処
分
取
消
請
求

事
件

(
一審
)

札
幌
地
方
裁
判
所

平
成
一
五
年
一
〇
月
一
〇
日
判
決

請
求
一
部
認
容

(被
告
控
訴
)

1

判
決

【概
要
】

原
告
の
請
求
は
、
当
時
の
現
存
価
値
を
超
え
る
部
分
の

取
消
を
求
め
る
限
度
で
理
由
が
あ
る
た
め
こ
の
限
度
で
認

容
し
、
そ
の
余
の
部
分
は
理
由
が
な
い
た
め
棄
却
す
る
。

【理
由
】

道
路
管
理
者
の
有
す
る
行
政
上
の
裁
量
権
も
無
制
限
な

も
の
で
は
な
く
、
道
路
に
関
す
る
工
事
又
は
道
路
の
維
持

の
費
用
が
発
生
し
た
原
因
や
現
に
発
生
し
た
費
用
の
額
な

ど
の
諸
事
情
を
勘
案
し
、
衡
平
の
理
念
か
ら
み
て
許
容
さ

れ
る
限
度
に
お
い
て
行
使
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
当
該
処
分

が
こ
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
場
合
に
は
、
違
法
と
な
る
と

解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
法
第
五
八
条
第
一
項

が

｢全
部
又
は
一
部
｣
と
規
定
し
て
、
道
路
に
関
す
る
工

事
等
の
費
用
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
全
部
で
は
な
く
、
一

部
だ
け
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
て
い
る
こ

と
と
も
符
合
す
る
。

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
、

イ

本
件
装
置
の
損
壊
は
、
原
告
の
過
失
に
よ
る
事
故

に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、

口

原
告
の
故
意
に
基
づ
く
行
為
に
よ
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
、

ハ

本
件
装
置
は
、
そ
の
設
置
か
ら
三
年
余
り
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
、
本
件
装
置
自
体
が
相
当
高
額
な
も

の
で
あ
り
、
本
件
工
事
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
新
装

置
自
体
の
価
格
や
新
装
置
を
設
置
す
る
の
に
必
要
不

可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
本
件
装
置
の
設

置
費
及
び
調
整
費
用
を
含
め
る
と
相
当
高
額
で
あ
る

こ
シ
ー、

を
考
え
る
と
、
本
件
工
事
に
要
し
た
費
用
の
全
額
を
原
因

者
で
あ
る
原
告
に
負
担
さ
せ
る
本
件
処
分
は
、
原
告
に
本

件
装
置
の
現
存
価
値
を
超
え
る
高
額
の
金
銭
の
支
払
を
命

じ
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
被
告
に
、
現
存
価
値
を
超
え
る

部
分
を
利
得
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
衡
平
の

観
点
か
ら
許
容
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
処
分
は
、
本
件
装
置
の
現
存
価
値

を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
原
告
に
負
担
を
命
じ
て
い
る
限

度
で
違
法
で
あ
る
。

滋
賀
国
道
一六
一
号
原
因
者
負
担
金
納
付
命
令

取
消
請
求
事
件

大
阪
地
方
裁
判
所

平
成
八
年
一
一
月
一
五
日
判
決

請
求
棄
却

(確
定
)
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1

事
件
の
概
要

国
道
の
路
面
凍
結
に
よ
り
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
起
こ
し

て
道
路
施
設
を
損
傷
し
、
道
路
管
理
者
か
ら
法
第
五
八
条

第
一
項
に
基
づ
く
原
因
者
負
担
金
納
付
命
令
を
受
け
て
い

た
原
告
が
、
事
故
の
原
因
は
路
面
凍
結
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
凍
結
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
は
道
路
の
管
理
の
瑕
疵

に
当
た
る
も
の
と
し
て
同
命
令
の
取
消
を
求
め
た
も
の
で

あ
る

(処
分
金
額
…
一
四
三
万
一
〇
九
九
円
)。

2

判
決

【概
要
】

本
件
命
令
に
違
法
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
た
め
、
原
告

の
請
求
を
棄
却
す
る
。

【理
由
】

法
第
五
八
条
第
一
項
は
、
道
路
に
対
す
る
損
傷
が
あ
っ

た
場
合
に
そ
の
機
能
を
回
復
す
る
た
め
に
要
し
た
費
用
の

負
担
を
そ
の
原
因
者
に
命
じ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
か

○

｢道
路
法
解
説
｣
(大
成
出
版
社
)
(第
五
人
条
部
分
よ

り
抜
粋
)

E

負
担
金
の
範
囲

1

減
額
の
可
否

撤
去
計
画
が
あ
る
場
合
や
老
朽
化
し
た
も
の
に
つ
い

て
、
減
価
分
を
考
慮
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。

本
条
が
定
め
る
の
は
価
値
の
復
元
で
は
な
く
、
機
能
復

旧

(効
用
の
原
状
回
復
)
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
老
朽
化

し
て
い
る
も
の
で
も
、
機
能
復
旧
に
要
す
る
費
用
は
負
担

さ
せ
て
よ
い
。
こ
れ
が
社
会
通
念
上
不
当
と
目
さ
れ
る
よ

う
な
場
合
は

｢全
部
又
は
一
部
｣
の
運
用
で
対
応
す
る
の

が
適
当
で
あ
る
。
ま
た

｢必
要
に
生
じ
た
｣
も
の
で
あ
る

必
要
が
あ
る
か
ら
、
近
日
中
に
具
体
的
な
撤
去
計
画
が
あ

る
よ
う
な
場
合
は
、
応
急
措
置
費
用
を
限
度
と
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

ら
、
こ
こ
で
い
う
費
用
は
損
傷
行
為
当
時
の
価
値
の
賠
償

で
は
な
く
、
機
能
復
旧
に
要
す
る
費
用
の
趣
旨
で
あ
る
と

解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
費
用
が
損
傷
当
時
の
物

件
の
価
値
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
通
常
の
復

旧
工
事
の
範
囲
内
と
認
め
ら
れ
る
限
り
、
こ
れ
を
も
っ
て

必
要
を
生
じ
た
限
度
を
超
え
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
。
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み
な
と
ま
ち
神
戸

み
な
さ
ん
、
｢神
戸
｣
と
言
え
ば

何
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
か
?

み
な
と
、
異
国
情
緒
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
、
六
甲
山
、
グ
ル
メ
ー
!
神
戸

市
が
行
っ
た
調
査
で
は
こ
の
よ
う
な

項
目
が
上
位
に
き
て
お
り
ま
す
。
人

そ
れ
ぞ
れ
に
神
戸
の
印
象
は
違
う
と

思
い
ま
す
が
、
や
は
り
最
も
代
表
的写真 1 神戸港

　
　
　

　

　
　
　

　

いき
だ

′

　　　

　

　

な
イ
メ
ー
ジ
は

｢み
な
と
ま
ち

神

戸
｣
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

(｢そ
れ
は
違
う
｣
と
言
わ
れ
る
方
も

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
話
が
進

ま
な
い
の
で
今
回
限
り
、
我
慢
し
て

く
だ
さ
い
。
す
み
ま
せ
ん
i
!
)

◆
港
を
介
し
た
交
流

神
戸
港
は
、
一
人
六
八
年
の
開
港

以
来
、
海
外
に
対
す
る
日
本
の
玄
関

と
し
て
、
様
々
な

｢物
｣
が
出
入
り

し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
物
質
的
な

｢物
｣
以
外
の

｢
ス
ポ
ー
ツ
｣
や

｢文
化
｣
な
ど
も

神
戸
港
か
ら
輸
出
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
｢
イ
チ
ロ
ー
｣
を

輸
出
、
今
年
に
な
っ
て
｢イ
ル
ハ
ン
｣

を
輸
入
し
、
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

神
戸
市
東
京
事
務
所

小
嶋

省
一

こ
こ
で
、
神
戸
を
介
し
て
輸
入
さ
れ

た

｢モ
ノ
｣
を
少
し
、
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
ま
亨
は
、
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
!

日
本
で
最
初
の
ゴ
ル
フ
場
は
六
甲

山
に
あ
る

｢神
戸
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
｣

で
す
。
ロ
ン
ド
ン
生
ま
れ
の
貿
易
商

が
故
郷
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
と

一
九
〇
三
年
に
開
設
し
ま
し
た
。
ま

た
、
W
杯
予
選
の
始
ま
っ
た
サ
ッ
カ

ー
も
、
日
本
で
最
初
の
試
合
は
一
八

七
一
年
に
神
戸
で
行
わ
れ
た
よ
う
で

す
。
開
港
と
と
も
に
神
戸
に
や
っ
て

き
た
外
国
人
た
ち
が
、
母
国
の
様
々

な
ス
ポ
ー
ツ
を
持
ち
込
み
楽
し
ん
だ

こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
近
代
ス

ポ
ー
ツ
が
神
戸
か
ら
花
開
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

少
し
話
は
横
道
に
そ
れ
ま
す
が
、

最
近
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は
神
戸

勢
の
活
躍
が
目
立
っ
て
お
り
ま
す
。

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
優
勝
に
始
ま

り
、
全
国
高
校
駅
伝
の
須
磨
学
園
高

校
の
優
勝
、
ラ
グ
ビ
ー
で
は
今
シ
ー

ズ
ン
か
ら
始
ま
っ
た
社
会
人
ト
ッ
プ

リ
ー
グ
の
初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
神

戸
製
鋼
な
ど
、
大
き
な
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
み

な
さ
ん

｢イ
ケ
メ
ン
貴
公
子
イ
ル
ハ

ン
｣
の
加
入
し
た
J
リ
J
グ

｢ヴ
ィ

ッ
セ
ル
神
戸
｣
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
!

◆
他
方
面
も
盛
り
だ
く
さ
ん
!

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
文
化
面

で
も
多
く
の

｢モ
ノ
｣
が
輸
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
映
画

(活
動

写
真
)
や
、
ジ
ャ
ズ
、
シ
ャ
ン
ソ
ン

は
神
戸
発
祥
で
す
。
ま
た
、
洋
服
や

洋
家
具
も
神
戸
か
ら
日
本
全
国
に
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
港
を
介
し
て
外
国

か
ら
持
ち
込
ま
れ
た

｢
モ
ノ
｣
が
、

神
戸
に
住
む
一
人
一
人
の
生
活
ス
タ
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イ
ル
に
根
付
き
、
旧
居
留
地
や
北
野

異
人
館
と
い
っ
た
街
な
み
と
と
も

に
、
神
戸
独
特
の
新
た
な
文
化
を
生

み
出
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
ち
な
み

に
食
文
化
の
面
で
は
、
現
在
で
も
パ

ン
や
紅
茶
の
一
人
当
た
り
消
費
量
が

日
本
一
で
あ
り
、
市
民
の
生
活
レ
ベ

ル
で
港
を
介
し
た
文
化
が
根
付
い
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
神
戸
は
昔
か
ら
中
国
と
の

交
流
も
盛
ん
で
し
た
。
み
な
さ
ん
が

一
度
は
口
に
し
た
こ
と
の
あ
る

｢
ぶ

た
ま
ん
｣
も
、
中
国
･
天
津
の
饅
頭

を
日
本
人
好
み
に
改
良
し
て
売
り
出

し
た
も
の
で
、
神
戸
の
南
京
町
に
あ

る

｢元
祖
ぶ
た
ま
ん
｣
の
店
で
は
、

連
日
、長
い
行
列
が
で
き
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
ご
賞
味
あ

れ
!

◆
道
路
関
係
で
は
!
!
!

私
自
身
が
市
役
所
へ
入
庁
以
来

｢み
な
と
｣
の
担
当
ば
か
り
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
お
恥
ず
か
し
い
話
で

す
が
、
道
路
に
関
す
る
知
識
は
i
ー

そ
ん
な
私
で
す
が
、
無
い
知
識
を
縦写真3 明石海峡大橋

り
に
絞
っ
て
出
て
き
た
こ
と
を
少
し

だ
け
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
ご
存
知
の
日
本
一
の
長

さ
を
誇
る
つ
り
橋
、
明
石
海
峡
大
橋

の
本
土
側
は
神
戸
で
す
。
そ
の
一
方

で
、
日
本
一
短
い
国
道
も
神
戸
に
あ

り
ま
す
。
国
道
二
号
か
ら
神
戸
港
に

向
か
う
国
道

(国
道
一
七
四
号
)
で
、

長
さ
は
一
八
七
m
。
神
戸
港
に
つ
な

が
る
道
と
い
う
重
要
度
の
高
さ
か

ら
、
こ
ん
な
に
短
い
区
間
で
も
国
道

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
の
話
の
流
れ
で
い
く
と
、

日
本
最
初
の
ー
!
そ
う
そ
う
、
日
本

で
最
初
の
斜
張
橋
は
昭
和
三
三
年
に

建
設
さ
れ
た
神
奈
川
に
あ
る
勝
瀬
橋

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
に
続

く
近
代
的
な
斜
張
橋
と
し
て
は
神
戸

の
摩
耶
大
橋
が
最
初
で
す
。
左
右
非

対
称
の
や
じ
ろ
べ
え
式
の
橋
梁
で
ド

イ
ツ
の
斜
張
橋
を
モ
デ
ル
に
し
て
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
六
甲
山
の
緑
、
海

の
青
に
よ
く
映
え
る
赤
い
き
れ
い
な

デ
ザ
イ
ン
の
橋
。
神
戸
に
来
ら
れ
た

際
は
、
ぜ
ひ
通
行
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
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◆
ぜ
ひ
神
戸
へ
!

な
ん
の
ま
と
ま
り
も
な
く
、
｢
3

へ
ェ
~
｣
程
度
の
内
容
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
皆
様
、
ぜ
ひ

｢酒

も
う
ま
い
し
夜
景
も
き
れ
い
、
そ
の

う
え
温
泉
ま
で
あ
る
神
戸
｣
に
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
色
々

な
神
戸
を
肌
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
い
え
ば
、
映
画
評
論
家
で
有

名
な
こ
の
人
も
神
戸
で
す
。

｢そ
れ
で
は
み
な
さ
ん
、
さ
よ
な

ら
、
さ
よ
な
ら
、
さ
よ
な
ら
。｣




